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エピローグ







プロローグ『夢』







　旅の終着を共に見よう。貴方あなたがくれたもの全すべて、其そ処こに返しに行くために。

　わたしの心は此こ処こにある。貴方と共に其処へ行く。

　だから、これは貴方がくれた宝物。

　せめて雫しずくのひとつだけ、わたしの心に残ればいい――。




　目を覚ました瞬しゆん間かんに、俺おれは自分が夢の中にいるのだと自覚した。

　ふかふかとした毛布の感かん触しよくも、部屋中に満ちているどこか温かな感覚も、そして全身を包つつむような痛みと倦けん怠たいも、全てを自覚しながら、どうしてか実感として認められない。

　それはこいつが、いつの間にか忘れてしまっていたはずの過去の記き憶おくだから。

　ベッドから降りて立ち上がるかつてのアキ＝フォルトヴァールを、今の自分は違ちがうモノとして認にん識しきしている。どこか霞かすみがかったようにあやふやな視界を、遥はるか離はなれた遠い夢だと自覚しながら、それでも逃のがれられずに見つめていた。

　――おや、さすがだね。最初の訓練のときより、ずいぶん回復が早くなっている。

　そんな声が、夢の中の自分へと届く。年ねん齢れいも、性別さえ定かではない誰だれかの声。けれどよく知っている相手のよう。それを、聴ちよう覚かくではなく触しよつ覚かくで感じ取るような違い和わ感かんがある。

　――まだ寝ねていたって構わないんだよ？　時間なら取り返しがつくからね。無理をして体を壊こわすほうがいけない。そちらは、もう取り返しがつかないことはわかってるだろ？

　その言葉に、果たして俺はなんと答えたのか。

　よく覚えていなかった。どうやら否定らしき返答をしたのだろう、と。思い出だすというよりは、単に今見ている相手の反応から俺は察する。

　――なるほど。まあ好きにするといい。キミは昔から、そういうところは頑がん固こだから。

　白くて、物の少ない部屋だった。どこか病室を思わせるように無機質だ。部屋の隅すみにはベッドがひとつあり、反対側に机と椅い子す、その脇わきには衣装箪だん笥す。家具はそれくらいだ。

　あとは洋服などの私物が適当に放ほうり出されており――見るにたぶん俺のものだ――それ以外に特とく徴ちようらしき特徴はない。けれど、そこには確かに温度があった。

　ここにいるだけで心から安心できるような。そんな、優やさしく抱かれるような温かさ。

　――先に下に戻もどってるよ。食事の準備はしてあるから、気が向いたら来てほしい。これでも料理は得意でね？　ふふ、まあ知っているとは思うけど。待ってるよ。

　そんな言葉を残して、声の主が部屋を出ていく。

　その光景を見て初めて、そういえば今の誰かはいつの間にこの部屋に入ったのだろう、と疑問した。ただそれが不思議なのは今の俺だけで、ここにいる過去の俺はそれを不思議だとは思わないらしい。自然な様子で、しばらくしてから着き替がえを始めた。

　自分自身の着替えを覗のぞくのも、妙みような気分になるもので。

　とはいえ、これはあくまで夢の話。ただ昔のことを思い出しているに過ぎない。ここがどこで、なぜここにいて、誰とともにいるのか。それを少しずつ確かく認にんするだけの作業。

　ずいぶん慣れた様子で着替えを終わらせ、当時の自分が部屋を出る。

　その先には廊ろう下かが続いていて、殺風景な部屋と違い、高価そうな調度に彩いろどられていた。

　夢の中の自分は、迷う様子もない軽い足取りで廊下を進んでいく。やがてその先に下へ続く階段が見えてきて、どうやら自分はそちらへと向かっているようだった。

　さきほど出会った誰かとの、食事の約束を果たしに行くのか。

　……ああ。もしかして、あの見も知らぬ、けれど懐なつかしい誰かの正体は――。




　そこまでを考えたところで、夢はぷっつりと再生を終わらせた。




※




「…………部屋か」

　という呟つぶやきを自分に聞かせることで、自らの立ち位置を再確認する。

　正確に言えば、立っているわけではなく横になっているのだが。クルストリア王立第一魔ま術じゆつ学院教員寮りよう六階の窓から、昇のぼりかけの朝日が薄うすく差し込んでいる。

　妙な夢を見ていた。

　どう思い返したところで覚えていない、けれど確かに自分の過去だと実感できる記憶。

「あれは、《灰色の魔ま女じよ》の根城、か……？」

　のそのそ着替えながら考えてみる。

　今のが自分の記憶ならば、該がい当とうしそうな場所などひとつしか浮うかばない。正確な位置は覚えていないけれど、思い返せば魔女の居城はああいう雰ふん囲い気きだった……気がする。

　だとするなら、俺が話していた誰かがきっと灰色の魔女だ。気取った口くち振ぶりが実に魔女らしい……気がするだけか、これも。

　それに、仮にそうだとしても違和感があった。

　魔女に出会ったあと、俺はすぐに過去の世界へ戻してもらったはずだ。だが今の記憶によると、俺はしばらくの時間を魔女といっしょに過ごしているような様子があった。

「……そういうことか？」

　考えてみれば、向こうで時間を使う分には影えい響きようがないわけだ。戻ってくる時間が入学に合わせた一定の点である以上、未来で過ごした時間はやりなおしの世界に影響しない。

　というか、俺が知らないうちに灰式魔術を習得している以上、むしろ会ってすぐ過去に戻ってきたと考えるほうがおかしかった。いくら魔女当人から教えられても、そう簡単に使えるようになる技術じゃない。それなりの訓練を、知らないうちに積んでいたわけだ。

　訓練した記憶は失ったが、訓練の結果で得た知識は今も頭に残っている。

　最後の記憶と容姿がほとんど変化していないことから考えて、おそらくは長くて一年。

　俺は、魔女といっしょに城で暮らしていた……らしい。

「そしてその記憶を奪うばわれた、と。言っちゃなんだが意味がわからんな」

　うーむ、どういうことなのか。

　単純な善意か、あるいは取引の結果なのか。魔女は俺に灰式魔術システム／グレイを伝授したが、正体を隠かくすために自分へ繋つながる情報きおくは奪った。思いつく理由はそんなところだ。

　この場合、俺は自分が記憶を失うことを了りよう承しようした上で、魔女に応じた可能性が高い。

　あのときの俺なら、どんな交こう換かん条件だろうと間ま違ちがいなく呑のんでいた自信がある。それが単に記憶で済むというのなら、むしろ喜んで差し出したことだろう。あとになって必要になる可能性なんて、おそらく予想さえしなかったはずだ。

「でもこれ、逆を言えば、別に渡わたしたって問題ない程度の記憶でしかなかったってことになるんだよな……それとも違ったのか？」

　考えを纏まとめるために声に出す。

　だが結局、覚えていないことはどうしようもないという答えしか出せそうになかった。重要ではない記憶だから対価として渡したのか、それとも重要な記憶だったからこそ対価として要求されたのか。もしそうなら、強制されて断れなかったのか、俺自身が大だい丈じよう夫ぶだと判断したのか。そもそも魔女は、本当にお伽とぎ噺ばなしと同じ公正な取り引き相手だったのか。

　今となっては、もうわからないとしか……ん？　あれ、いや……？

「待てよ。――だったらリューリはどうなるんだ？」

　リューリ＝スヴェント。

　俺と同じ未来からの来訪者。やりなおし以前の世界から、俺を追いかけてきた少女。

　彼かの女じよもまた、俺と同じように魔女との取引で過去の世界にやって来ている。その彼女が俺に対し、おおむね好意的なのは嘘うそじゃないはずだ。仮に俺が騙だまされているのなら、その記憶を持っている彼女が『魔女に会いに行け』などと言うだろうか？

　疑問点はまだある。そもそも俺は今、なぜ夢で過去の記憶を思い出したんだ？

　それを魔女に渡したというなら、対価として支し払はらった記憶をこんな風に思い出すことがあり得るだろうか？　それでは対価として成立していないではないか。

「やっぱ、魔女に会いに行ってみる必要がありそうだな……！」

　覚かく悟ごを固めて俺は言う。ただし、これにも問題がいくつかあった。

　ひとつは、そもそも《魔女がどこにいるのかわからない》という点だ。かつて俺が旅の果てに魔女を見つけたのは偶ぐう然ぜんのようなもので、しかもその場所の記憶は魔女本人の手で奪われてしまっている。

　そして――第二に。

「……っと、学院長か」

　テーブルのランプに吊つり下さげた鈴すずが、そのとき、音を立てずに鳴なり響ひびいた。

　というのは、つまり空気ではなく魔ま力りよくを震ふるわせることで通信を報しらせる道具ということ。対となる鈴を鳴らすと、もう一方の鈴が反応して、持ち主の頭に魔力の音を響かせる。

　本来は子どもの玩具おもちやだが、出来のいい逸いつ品ぴんならば、こうして秘密の連れん絡らくに使えた。

　すでに朝の支し度たくは済ませてある。

　扉とびらを開き、さっそく学院長室まで向かおうとする――と。

「ひゃっ!?」

「うぉ――っと、びっくりした」

　廊下の、ちょうど部屋の前に立っていた人ひと影かげに思わず臨戦態勢を取りかけた。いつものように起こしに来てくれたのだろう、世話役のリシェが目を丸くしているのが見えた。

「悪い、タイミング被ったみたいだな。おはよう、リシェ」

「あ……いえいえ。驚おどろかせてしまって申し訳ありません。おはようございます、アキ様」

　花の咲さくような笑えみ。この子にはいつも癒いやされている俺だ。

　生徒たちも、少しくらいリシェを見習ってくれていいんだけどなあ。

「でも、いつもより早いんだね、リシェ。何かあった？」

　軽く訊たずねた俺に、リシェもまた微笑ほほえんで応じる。

「アキ様こそ。いつも起こしにくるまで絶対に起きないじゃないですか。どうしたんですか、今日に限って？」

「あ、あはは……たまには俺だって、早く目が覚める日もあるって」

「そうですか……？　今までそんなことありませんでしたけど。それなら、普ふ段だんからもう少ししっかりしてほしいですっ」

「……うっ」

　窘たしなめるようなリシェに返す言葉もない。いや、まったくご迷めい惑わくをおかけします。

　素す直なおに頭を下げると、打って変わってリシェは笑みを見せて言った。

「なんて、冗じよう談だんですよアキ様」

　えへ、とはにかむリシェは実にかわいらしい。何言われても許しそうになる。

「アキ様がご自分で目覚めてしまっては、わたしのお仕事がひとつ減ってしまいます」

「……別に、起こしにくるのはリシェの仕事の範はん疇ちゆうじゃないと思うけどね？」

「そんなことありませんっ」仕事に関することを彼女は譲ゆずらない。「おはようからおやすみまで、アキ様の生活全てを一手に引き受けるのがわたしの役目なんですからっ！」

「そこまでかなあ……」

「そこまで、です！　だからアキ様……最近、ときどきお部屋のお掃そう除じをソニカさんにも任せているみたいですけど――」

　任せているわけではなく、あいつが勝手にやっているだけだし、なんなら勝手に汚よごしているだけなのだが。どうしてか言い訳をする気になれず。

　相変わらずの満面の笑みで、リシェは言った。

「――ダメ、ですから……ね？」

「はい。もちろん。わかっておりますとも」

　そう答えるしかない俺である。

　なんだろう。なんか、怖こわい気がするんだよな……おかしいな。気のせいのはずだけど。

　リシェがときおり漏もらす謎なぞの威い圧あつ感に首を捻ひねりつつ、彼女と別れて寮を出る。

　――というか、リシェさん。

　いつもより早い時間からいたのではなく、もしかして、いつもこの時間から待っているだけだったりするのか……？




「うん、よし」




　――何も考えないことにした。







第一章『夢で見る過去が記憶なら、夢で見る未来は妄想ではなかろうか』







　学院長室には、キジン＝イーバック以外にもうひとつ人影があった。

　ロクサディム＝シュー。やりなおしの世界では、なぜか宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん特務科に所属している、本来なら救世衆候補であったはずの青年。現在は救世科の護衛も兼かねている。

　ほとんど入いれ替かわるような形で特務科に所属することになったふたり。同時に所属していた期間もあるが、顔を合わせるような機会はなかったらしい。特務科という個人単位で活動する機関ならではの事態、といったところか。

「どーもー、センセイ。いやあ、その節はお世話になりましたねー？」

　相変わらずの、斜しやに構えたような軽けい薄はくな態度。それは演技というより仮面のひとつで、ロクサなりの処世術なのだろう。この辺りの性格は、俺の記憶とさほど変わりない。

「……どうも」

　と頷うなずき、視線を学院長へと移した。なんだか慣れない。

　ほかの連中と違い、この世界でのロクサとの距きよ離り感を未いまだに掴つかめていなかった。こんな風に腹を探さぐり合あうようなやり取りを、彼かれと交かわしていること自体が違和感だ。

「シュー第七位からの報告でね」それを知ってか知らずか、キジン学院長は言った。「先の事件で、トーキン＝カーゴを支し援えんしていた貴族が捕とらえられた、とのことだ」

　学院長の正面まで移動して、応接用のソファに腰こしを下ろす。

「というと……グランバック家の？」

　カーゴの研究を支援していたと思おぼしき、大貴族グランバック家。

　存在しないはずのグランバック第四研究所を捕捉されたとなれば大問題だ。

「ああ。禁呪の研究で、それを特務科が掴んだとなれば、いかな大貴族といえ捜そう査さの拒きよ否ひまではできない。当主ジェイチ＝グランバックは宮廷魔術師団に身み柄がらを拘こう束そくされ――」

　ひと息。言葉を区切った学院長に、続く形でロクサが言った。

「――関かん与よを否定したまま、取り調べの途と中ちゆうで死んだよ」

「…………」

「覚悟の自決だった、という見方が強いそうで。服毒自殺として処理されちゃったね」

　あっさりと告げるロクサ。学院長も頷いて、その先を言う。

「けれど、アキくんもわかる通り、それはあり得ない。仕込み毒を見み逃のがすほど宮きゆう廷てい師団の連中も抜ぬけてないし、何より自殺ならタイミングが遅おそすぎる。本当なら、捕つかまった段階でさっさと死んでおくべきだろう。――なんらかの魔術による他殺と見るべきだ」

　これは先の事件で、イフリアが身体の自由を奪われたのと同じ話だ。

　当人に魔ま術じゆつ陣じんを刻み込んでおくことで、あとから自由に魔術を発動できる。痕こん跡せきを発見できなかったということは、おそらく下手人は魔族だろう。条件つきで起動する魔術が、捕らえられたジェイチ＝グランバックを殺した。

　犯人はその場にいる必要さえないのだ。完全犯罪と言っていい。

　捕らえられた当主が、本当に関かかわっていたのか、隠れ蓑みのだったのかさえ、今となってはわからない。

　事態から判明する事実はひとつ。

　このフランフェルト王国で要職に就つく大貴族の当主にさえ、魔族の魔の手は伸のびているということだけだ。ひとつ分の命を、あっさりと握にぎり潰つぶしてしまえるほどに。

「奴やつに仕し掛かけられていた術式は、宮廷師団でも解かい析せきできなかった。となれば術者は魔族か、少なくともその関係者だな。これほどの術式となると、下手をすれば《九王位》か」

「九王位――そのレベルの魔族がこちらの世界に来てるってのか!?」

　ロクサの言葉に、思わず俺は大きな反応を見せてしまった。

　爵しやく位い級と呼こ称しようされる魔族の中でも最上位。王と呼ばれる九体の魔族。異界に封ふう印いんされている魔ま神じんを除くなら、この九王が魔族における事実上のトップということになる。

　当然、個体としての強度も魔族最強。その大半は存在さえ不確かであるが、歴史の中で幾いく度どか王は姿を現している。人類は一度たりとて、王の討滅には成功していなかった。

　一周目の歴史において、俺たち救世衆は二体の王と遭そう遇ぐうしている。だが全盛期の俺たち五人が戦ってさえ、王の一体とようやく互ご角かく――九王とは、そのレベルの存在だ。

　はっきり言ってしまえば、九体いると言われる王が揃そろって人間界に侵しん攻こうしてこられるのなら、その時点で人類はとっくに滅ほろんでいただろう。

「あり得ない、とは、言えねえっしょ？　なら最悪を想定しといたほうがいい」

「…………」

　思わず口を閉ざす俺だったが、そこで学院長が言った。

「いや。とはいえね、何ひとつ情報が得られなかったというわけじゃないんだよ」

「本当ですか？」

「今年に入って最初の事件、覚えているだろう？」

　忘れるはずがない。

　救世科の生徒たちが狙ねらわれた学院襲しゆう撃げき事件。魔族と、同時にそれに協力する人間の協力者がいたのだ。その衝しよう撃げきは大きかった。

　あの結界魔ま術じゆつ師しは、俺が捕らえたことによって王都に移送されたはずだが……。

「そういえばあの犯人は、何か吐はきましたか？」

「少しだけね。情報というほどの情報じゃないかもしれないが――」

　そう言って学院長が取り出したのは、一枚の紙し片へんだった。

　何か情報が書かれているのか。応接用テーブルの上に置かれたそれを手に取り裏返してみると、予想に反して記されていたのは文字ではなく図ず柄がらだった。

　意い匠しようとしては翼つばさ、といった感じか。中央に円というか球というか、とにかく丸が模様に刻まれており、そこから生えるかのように斜ななめ上うえ方向へ一いつ対ついの羽が伸びている図柄。

「これ、は……」

　訊ねる、というよりは単に疑問が言葉になって漏れた。そして俺は、どこか記憶の隅でこの紋もん様ようを見たことがあるような既き視し感かんを覚える。

　疑問に答えるかのように、ただひとり壁かべ際ぎわで立っているロクサが皮肉に笑った。

「――それが、奴らの掲かかげる紋もん章しよう、っつーことらしい」

「奴ら……って」

「センセイも薄うす々うすは察してんだろ？　この王国には、魔族と手を組み、魔神の復活を支援する人間の組織が、陰かげに存在しているっちゅー話ですよ」

「その名を《両りよう翼よく会》。――もっとも、得られた情報などこれくらいのものだが」

　両翼会。その名に聞き覚えこそなかったものの、どこで紋様を見たのかは思い出した。

　一周目の世界だ。名前も覚えていないような相手ではあるものの、同じ図柄が描えがかれた徽き章しようを身に着けている人間を、確かに何人か見た覚えがある。

「こいつらが、救世衆を殺そうと動いている犯人か……！」

　異界に旅立つ前の俺たちを支援しようと、笑え顔がおで近づいてくる者がいた。世界を頼たのむ、と涙なみだながらに縋すがってくる者もいた。けれどその中には、内心で俺たちの敗死を願っている者が紛まぎれていたのだ。

　奴らは、俺たちが生きては帰ってこないと、初めから確信していたのだろう。

「…………」

　握っている紙片に皺しわが寄る。気づかないうちに握り潰してしまいそうになっていた。

　とんだお笑い草だ。世界の行く末を背せ負おわされ、そのくせ期待外れと蔑さげすまれ、それでも歯を食くい縛しばって戦ったあいつらを、陰で嘲あざ笑わらっている連中がいたのだから。まさか人間の中に敵がいるわけがないという思い込みが、俺たちに疑いを抱かせなかった。

　かつての俺たちは、戦う前から裏切りによって負けていたというのか。

　――だったらあいつらは、いったいなんのために戦って、死んだっていうんだ？

「アキ、先生？」

「……いえ、なんでもありません。大丈夫です」

　呼吸を落ち着け、紙片をテーブルの上に戻した。

　怒ったところで意味はない。あいつらの戦いが無意味ではなかったと、俺が証明すればいい。そのために俺は過去の世界まで戻ってきたのだから。

　あいつらの意志は、今もこうして繋がっている。無意味だなんて誰にも言わせない。

「まあ実際、この情報があるだけでもだいぶマシってもんでしょうよ」

　軽く肩かたを竦すくめながらロクサは言った。そして、その通りだ。

「あの結界術師はほとんど口を割らなかったとはいえ、この組織とやらは存在していないことが前提だから好き勝手やれてたわけだ。アレが捕まったのは両翼会とやらにとっても予定外ってこと。でなきゃジェイチと同じように口を封ふうじられていたはずだ」

　学院長も頷いて言う。

「侵しん略りやくされる側の人間が、侵略する側の魔族に協力するはずがない――この大前提を崩くずすことができたのは確かに大きいね。魔族はあまりこちらの世界に来られない。だからこそ人類の助力を得たかったんだろうが――問題は、ではなぜ協力に応じているのか、だ」

「脅おどしや洗脳じゃこうは働かないでしょうからね。なんらかの取り引きがあったはずだ」

　考えてみる。どんな理由があれば、人間が魔族に協力しようとする？

　魔族による侵略は、人間側に一方的に不利益になる。仮にこの世界が征せい服ふくされたあとの助命を約束されていたとしても意味がない。荒こう廃はいした世界を生き延びるためだけに人類を裏切るような真ま似ねをするだろうか？　そもそも生きていけると思っているのか？

「……この紋章」少し考えてから、俺は口を開いた。「なんつーか……綺き麗れいですよね？」

　思いつきでしかない呟き。学院長が首を傾かしげる。

「綺麗……って？」

「いや、なんて言うんですかね……後ろ暗さがないっていうか。むしろ逆に、自分たちのほうが正義だって言ってるみたいな。翼の紋章に、そんな主張があるような気がして」

「……確かに。狂きよう信しん的てきというかなんというか、何か根こん拠きよがあってそうしている感じだね」

　学院長も、同じ印象は抱いたらしい。考え込むようにそう頷いた。

　だが、ではどんな正義があれば人類を裏切れるのかというと、これは思いつかない。

　しばらくしたあと、ロクサが首を振ふりながら言った。

「ま、考えても仕方ないでしょう。こういう連中は、たいてい自分が間違ってると思って動いたりしませんよ。相手に理があっても、別に譲るわけじゃないんでしょ？」

「それは……その通りだな。考えすぎて変に答えを出すほうが悪いか」

　一度《これは正しい！》と確信してしまうと、仮に間違っていた場合の修正に手間取ることが多い。それが単なる推測でも、時間が経たつうちに事実だと誤ご認にんしてしまうのだ。

　目下の方針としては、この紋章を所持している人間には注意、という形か。

　見える形で身に着ける人間もいないだろうが、知っていること自体が何かの役に立つ、かもわからない。

　それに、相手がどんなつもりでいようと、こちらも譲る気はまったくないのだ。いざというときに迷わないことが大事なのであって、そのためにできることをすればいい。

　――何よりこちらには、逆転のために打てる手もあるのだから。

「というわけで学院長。ひとつ、ご相談があるのですが」

「え？　あ、うん。なんだい、また急に？」

　これまで俺たちは後手に回っていた。

　当然だ。異界へ攻せめ入ることなんてできないし、情報も圧あつ倒とう的てきに足りていない。できることと言えば、ただあいつらを常識外れの速度で鍛きたえてやることくらいだ。

　それだけでいいと思っていた。最終的にあいつらが魔神を再封印して帰ってこられるのなら、全ての帳ちよう尻じりは合うと考えていた。だが今、魔神以外の敵がいると判明している。

　――だったら、そいつらを排はい除じよするのもまた、先生のお仕事の範疇だろう？

　俺はもう異界に行けない。だから奴らを鍛えて見送る以外にできることはないと考えていた。けれど、そんな俺にもまだできることが残っているというのなら。

　やってやろう。そう思う。

　だから俺は学院長に頭を下げて、自分にできることを頼むのだ。




「すみません、しばらく休みが欲ほしいんですが！」

「いや、ダメに決まってるでしょう」

「――あっれー？」




※




　一日の授業を終えたところで、俺は生徒たちを食堂にまで呼び出していた。

　まあ、ちょっとした面談と言ったところだろう。この機会に、かつての記憶との違いを明確に理解しておこう、と判断したためだ。

　俺が過去に戻ってきた段階で、すでに生じていた変化。これがのちのち、命取りになるような事態だけは避さけなければならない。たとえば、前回のイフリアの事件のようなことがこれからも起こるのだとしたら、後手に回って対処に追われ続けるようではいけない。

　とはいえ、そう簡単に過去のことを訊きいて、答えてくれるとも思えない。

　少なくとも前回の事件前の段階で、イフリアに過去のことを訊ねていたとして。彼女が素直に話してくれたとは、俺にはまったく思えなかった。月給を賭かけてもいい。

　これはイフリアの性格がどうこうという話ではなく、そんなこと普ふ通つうに考えて言うわけないよね、という話。逆の立場で俺なら言えたか、と考えれば、まあ言わないだろう。

　だからこそ探りを入れておくわけだ。

　連中は基本的にはバカだ。どういうことかと言うと、嘘がつけず隠しごとが下手ということ。かつてはバカ筆頭だった俺が言うのだから確実だ。考えて嘘が作れるのはイフリアくらいだろうし、そのイフリアの事情はもう掴んでいるのだから問題ない、というわけ。

　そんなことを考えた俺は、まあたまにはお茶でもしばきながら友好を深めようじゃないかハッハッハ、とか言って放課後に五人を誘さそった。

　連中は答えた。

「は？　何企たくらんでるんですか、アキ先生。めっちゃ怪あやしいですけど」

「うわあ激げき怪あや。絶対これロクなことにならないヤツだよ。ぼくにはわかる」

「くくく……これは何かを企んでいる空気だね。風の味でわかる」

「あはははははははアキ兄がフラれてる、あっははははははははははは――！」

「すみませんごめんなさい違うんですあたしは何も言ってないんですハァ貝になりたい」

　誰か、生徒からの信しん頼らいを獲かく得とくする方法を教えてください。

　俺の心はもう限界です。

　そして実際、何かを企んでいるということ自体は事実だった。これで怒ったら逆ギレでしかない。俺としてはもう、下手に出て頼み込む以外になくなってしまった。

「いいから、来い。――な？」

　満面の笑みでそう告げると、五人は少し青褪めながらも、こくりと頷いてくれた。俺の真心が、きっと生徒たちの胸に響いたのだろう。うん。違うね脅したねコレね。

　教師以前に人としてどうかと思うような行動だったが、ここまで疑われること自体が割と釈しやく然ぜんとしないので、もういいということにする。別に嘘を言ったわけでもないし。

　先んじて食堂に向かった俺は、そこでひとり五人の到とう着ちやくを待った。お茶にデザートでもつけて奢おごってやろう、というくらいには思っていたのだ。これも嘘じゃない。が、




「……どうしよう。誰も来ないや……」




　約束の時間を過ぎても現れない救世科の面々。放課後の雑談を楽しむ、別の学科の生徒たちの笑い声が、喧けん騒そうとして俺の鼓こ膜まくを揺ゆさぶっていた。ついでに心も揺れていた。

　なんかなあ。思ったより寂さびしいなあ、これ。

　俺も悪かったと思うけどさあ。いくらなんでも、そんなに警けい戒かいしなくてもいいじゃないですか。それなりに信頼してもらったと思っていたんだけど、自うぬ惚ぼれだったのかな……。

　……どうしよう。想像していたより、心が、つらい。

　そりゃ、教師と生徒、という関係になってしまった以上、かつての戦友のような関係に戻れないことくらいは理解しているけれど。こうやって突つきつけられると結構、クる。

　余計な感傷だってことくらいわかっているし、とっくに割り切ったはずのことでもある。だとしても、実際に何を感じるか、という部分まで自分で制せい御ぎよできるわけじゃない。

　盛大に溜ため息いきをつく俺だった。そのときだ。

「あ、あの……フォルトヴァール先生、ですよね……？　救世科の」

「――うん？」

　まさか声をかけられるとは思っていなかったため、思わず面食らった。

　話しかけてきたのは、食堂にいた他学科の女子生徒だった。見ればその周りにも、ちらちらとこちらを窺うかがう視線がある。え、ど、どういうことなんだろう……？

　救世科の担任である俺は、ほかの一いつ般ぱん生徒の授業を受け持っていない。そもそも教師の資格を正式に持っているわけですらなかったし、学院長が手を回してくれたわけだ。

　そんな俺だから、他学科の生徒たちからは怪しい先生だと思われているはずなのだが。

「いきなりすみません。私、一般科一年のラケル＝クルームといいます。後ろにいるのは友達のシュゼットで……ええと。ひとつ、お訊ねしてもいいですか？」

「へ？　あ――ああまあ、別にいいけど……」

「では――」

　言うと彼女――ラケルは背後で黙だまっているシュゼットと一度だけ顔を見合わせてから、頷き合って再びこちらに視線を戻す。そして言った。

「あのっ、前に魔族が学院に侵しん入にゆうしてきたときのことなんですけどっ」

「お、おう……」

「あの戦い、私、外から見てました。すごかったです！　まさかこの学院に、アキ先生のような実戦派の魔術師がいるとは思ってなくって！」

　いきなり褒ほめられてしまった。

　そういえば、あのときは結界の外に学院中から人が集まっていたか。灰式を使うところまで思いっ切り目もく撃げきされているはずだ。

《灼毒》のアンドレアスは生半な敵じゃない。灰式を使わずに倒たおすことはできなかった。

　あのあと誰も何も言ってこなかったから、てっきり流されたものとばかり。

　面食らう俺。その一方、ラケルという少女は何やらキラキラした瞳ひとみで俺を見ていた。

「それで、その……私、将来は宮廷魔術師団に入りたいと思っていて」

「はあ。なるほど……？」

「だからアキ先生！　よろしければ、その、アドバイスなど頂けたら嬉うれしいのですがっ」

　言い切ると同時、ラケルは勢いよく頭を下げた。その背後で、地味な印象のシュゼットという少女は、「がんばったよラケルちゃん！」なんてガッツポーズをしている。

　それにしたって予想外の発言だった。

「ええと。もしかして、ご迷惑だったでしょうか……？」

　答えられないでいたせいだろう。顔を上げたラケルが不安そうに瞳を揺らす。

「あ、いや！　もちろんそんなことはないけど！　ああっと……俺でいいなら喜んで」

　俺は慌あわてて言いい繕つくろった。

　これでも、俺だってこの学院の教師であることには違いない。正直、大して役に立てるとも思わないが、素直に助力を乞こわれれば、できる限り応えてあげたいと思う。

「本当ですか!?　ありがとうございますっ!!」

　嬉しそうに顔を綻ほころばせるラケル。なんだか心が洗われるような気持ちだ。

　あまり教師らしい仕事ができていないことに、負い目を感じていたことも事実。こんな風に頼たよってくれるのなら、この学院に少しでも恩返しができるはずだ。嬉しくなった。

　だから俺おれも、自分にできる限りで教師らしく振る舞まおうと、笑顔を作って告げる。

「それで、ラケル？　訊きにくるってことは、何か悩なやんでることがあるのかな」




※




　ソニカ＝アルハーツが救世科の仲間たちを引き連れて学院食堂にやってきたとき、中はちょっとした騒さわぎになっていた。

　昼休みならばともかく、普段の放課後なら食堂はそこまで騒そう々ぞうしくない。むしろ静かで落ち着いており、自習に来た生徒や午後の休きゆう憩けいをする者などがお茶を嗜たしなんでいるくらい。

「あり？　なんか今日はヒトが多い？」

「あ、アミ。もう、服の裾すそを掴まないでよね……」

　入口で立ち止まったソニカの背後から、アミ＝フォルトヴァールがひょこっと顔を覗かせる。後ろから抱き着つくのに近い形でもたれかかってくるアミを、ソニカは言葉では窘めつつも、あまり強くは言えていない。根本的に、彼女はアミには甘あまかった。

「どうかしたのー？」

　と、後ろからリューリ＝スヴェントの声も届いてくる。

　彼女の頭の上には今、アミが生み出した（？）動く草こと《元気草》が立っていた。

　理由はまったく定かではないが、どうやら気に入ったらしい。植物のくせに日ひ陰かげが好きなのかな、とソニカはこっそり考えていた。言ったら本人が泣くため黙っている。

「あ、別になんでも。なんか、ちょっと混こんでるみたいで！」

　ソニカは後ろへ振り返かえってそう伝える。

　見れば、頭に踊おどる草を乗せたリューリの周りで、ラーク＝シルデが不可解な動きをしていた。「いいね、いいよ。輝かがやいてる。ああっ、かわいい。かわいいよ！　このままステージデビューしたいね！」などと意味不明なことを言っているが、この少年が意味不明なのはいつものことなので軽くスルー。ステージ扱あつかいされているリューリはご愁しゆう傷しよう様さま。

　そんな騒がしい様子を、これまた普段通りと流す少女が、ソニカの横から食堂を覗く。

「うん？　あれは……アキ先生か？　なんでまた周りに人が……」

　イフリア＝エルクレグリが、喧騒の中心に目をやって小さく零こぼした。

　ソニカも、その言葉に頷いて答える。

「あー、だよね。やっぱりあれ、アキ先生だよね」

「食堂で待っているという話だったしね。ぼくらは捜そう索さくがあって遅おくれてしまったが……」

　先刻、アキが教室を去った直後のことである。

　このところ元気の増してきた元気草が、根を足のように器用に使って逃にげ出だしてしまうという事件が起きたのだ。逃がしてしまったリューリが「すみません、見張りもまともにできないポンコツでごめんなさい植わります……」と言いながら、校庭の土に素す手でで穴を掘ほり始めてしまったため、それを必死で止めてから元気草の捕ほ獲かく作戦に移った。

　異常なまでに魔力の気配に敏びん感かんな元気草を捕らえるのは非常に大変だったのだが、最終的にラークが「戻もどっておいでマイガール」と呼ぶと一発で捕まった。ソニカとイフリアは顔を見合わせて、ふたりでラークを蹴けった。ラークは勝かち誇ほこっていた。

　それから、膝ひざまで地面に植わったリューリを収しゆう穫かくして、ようやく食堂に来られたという次し第だいだ。無論、この程度は救世科にとってあくまでも日にち常じよう茶さ飯はん事じでしかないのだが――、

「なんか珍めずらしいねー？　アキ兄が、ほかのクラスの子たちと話してるなんて」

　一方で、目の前には稀まれな事態が広がっていて。

　教師アキが、数多くの生徒に囲まれて笑っているのである。

「あれ、知らなかった？」

　と、意外にもラークがそんなことを言う。首を傾げるアミに、ラークは続けて。

「アキ先生、ほかの科の生徒から人気があるんだよ。交流はほとんどないけど」

「え。ど、どうしてよ？　授業すら持ってないのに……」

　自分でも把は握あくしきれない感情に揺らされて、ソニカは声まで震えていた。

「そりゃ断トツで若い男の教師だし、何より実戦派だからね。魔ま術じゆつ戦せん闘とうの実力で言えば、学院長を除けばアキ先生が最強だから。教わりたいって人、多いらしいよ？」

「う。ま、まあ、言われてみればそっか……」

　どの生徒だって当然、可能な限り強い教師から教えを受けたいと考える。アキの実力は救世科の担任であることと、入学早々の侵入事件で魔族を撃げき退たいした事実が証明していた。

　元より上じよう昇しよう志向の強い生徒ばかりだ。教えを乞う機会を窺っていた者は多い。

「でもラーク、なんでそんなこと知ってるわけ？」

　何かを誤ご魔ま化かすように訊ねるソニカ。

　自分も含ふくめ、救世科の生徒は他学科の生徒たちと関わる機会がほとんどない。ましてやラークが、そんな情報を入手してくるとは思えなかったのだが。

「風の噂うわさで聞いた」

　と答えられてしまっては何も言えなかった。

　彼の場合、本気で《風さんが噂をしていた》という意味合いな気がする。

「……どう思う、ソニカ？」

　イフリアが、ここでソニカに訊ねた。

　ソニカは、あえてわからない風を装よそおって問い返す。

「どうって……いったい何がよ」

「いや。そう言うんだったらそれでもいいさ」

「……適当なこと言って」

　もちろん真意は伝わっていた。目の前の光景が、どうにもあまり面おも白しろくないのである。

　アキは救世科の教師だ。自分たちの担任がほかの生徒に囲まれて、普段は見せないような笑顔を作っている。周囲の生徒たちも、アキの語りを興きよう味み津しん々しんに聞いていた。

　ソニカは小さく、誰だれにも聞こえないだろう声で呟つぶやく。

「……なんか、ムカつく……」

　すぐ隣となりのイフリアだけが、消え入るほどに小さなその声を、確かに聞き取っていた。




※




「あー、つまりだな。俺が救世科の授業でわざわざ魔術陣を描かせたり、戦法を限定して戦わせてるのも、結局のところ幅はばを増やすためなんだよ。採れる選せん択たく肢しを増やすためだ」

「そうなんですか？　やり方を指示されたら、それこそほかのことができなくなっちゃいそうですし、もっと柔じゆう軟なんにいろんなことを試ためしたほうがいいんじゃ……」

「できるに越こしたことはないよ、もちろん。でも現実、じゃあ今から戦ってみせろ、とか投げ出されたって何したらいいのかわかんないだろ？　自分で戦術を考えて、なんて言うと聞こえはいいが、無限にある選択肢の中から最適なものを選ぶのは難しいからな。それならまず自分に何ができるのか、手持ちの札を冷静に把握して、やれることをやり遂とげるって考え方のほうが取っつきやすいんだよ。ただでさえ戦いじゃ焦あせるしな」

「アキ先生でも、ですか？」

「普段通りじゃいられない、って意味なら俺だってそうさ。よくも悪くも緊きん張ちようする。言い換かえるなら戦せん闘とう状じよう況きようってのは、それだけで異常事態なんだよ。特に魔ま術じゆつの構築なんて精神状態に大きく影えい響きようされるわけだからな。普段通りでいられるように訓練するんじゃない、普段通りでいられないときに、どれだけ自分の全力を再現できるかが重要なんだ」

「じゃあ、魔術陣を使わせるのも？」

「術式の制御力を底上げするって意味も大きいけどな。それ以上に、とにかく『自分にはこれができる』ってものをひとつ持っておけば、それを軸じくに作戦も立てられるし、いざというときの自信に繋つながる。そいつは、自分の身を大きく助けてくれるものだ」

「なるほど！　アキ先生は、そこまで考えていらっしゃったんですね！」

「え、あー……うんまあ、そう……かな？　そんな、大おお袈げ裟さに驚くことでもないけど」

　――気づけば俺は、食堂で戦せん闘とう時の心構えについて話していた。

　いつの間にか集まってきた生徒たちは、俺の言葉を興味深そうに聞いてくれる。学院の教師は基本的に学がく者しや肌はだだから、俺のような前線バカが新しん鮮せんに映る、って感じだろうか。

　実際、別に魔術師の本分は戦いというわけじゃない。ただ使いやすい武器というだけ。

　それでも、現実に強力な攻こう撃げき手段として運用できる以上は、たとえ戦いを生業にしない者でも、知識として知っておくに越したことはない。少なくとも自衛の助けになる。

　……それに単純な話、やっぱり学生のうちは戦って強いほうが一目置かれるものだし。

　そういう意味でも俺の話は、生徒たちにとって刺し激げき的てきだったのだろう。学校行事として決けつ闘とう戦なんかも行われてはいるし、若い連中はこういう話がそもそも大好きだ。

　振り返ってみれば、まさに俺がそうだった。

「救世科の担当教師として特別に招かれた先生は、やっぱり知識が豊富なんですねっ」

　目を輝かせるラケル。宮廷師団志望だけに、気になる話ではあったらしい。

　しかし、俺が特別に招かれた教師である、なんて噂が流れていたとは。

　考えてみれば、確かに俺は正体不明の謎の教師だ。推測としては妥だ当とうなラインだろう。

　こうして素直に話を聞いてくれるのも、どうやら俺が戦闘のプロだと思われているかららしい。どうせ本当のことも言えないのだから、そういうことにしておこう。

「ありがとうございました、先生」

　ラケルが笑う。この場は彼かの女じよが中心ということになっていた。

　そして、この辺りで俺も思い出していた。一周目、俺たち救世科はそれ以外の生徒たちとほとんど交流がなかったが、同い年の優ゆう秀しゆうな生徒の噂は耳に届くものだ。

　それがラケルだった。

　すぐに思い出せなかったのは、当時の印象とはだいぶ異なっているせいだろう。

　ラケルは俺たち救世科に対たい抗こう意識を持っていたらしく、顔を合わせても無視されたり、あるいは睨にらまれるようなことが多かった。中でも俺を特別嫌きらっていた印象がある。

「お話、本当に興味深かったです、アキ先生！」

　だから、こんな風にかわいらしい笑えみを見せるイメージがなかったのだ。

　自信に溢あふれた態度と、反発せず同居する謙けん虚きよな姿勢。背せ丈たけはソニカと同じくらいだが、柔やわらかな栗くり色いろの短たん髪ぱつのお陰か、あるいは表情か。こちらはだいぶ取っつきやすい。

「授業の内容と意図を話しただけだし、それだって俺が考えたわけでもない。この程度のことなら、訊かれれば教えるよ」

　そのせいだろうか。俺も、普ふ段だんより教師らしい振る舞いができている気がした。

　いや、自分の態度の悪さを連中のせいにするつもりはない。とはいえ怒るところは怒る必要があるし、事実として怒らなければならない機会が多いというか……。

　そこも含めて、まだまだ教師としては未熟なのだろう。

「というと、何かモデルがあるんですか？」

「ん？　あー、まあそんな感じ。実際に宮廷師団の訓練でやってる内容を、もう少し初心者向けに調整したものでさ。この辺りは学院長とも相談して考えた」

「え、ほ、本当ですか!?　いいなあ、私もアキ先生の授業を受けてみたいです」

「一年のうちは、ほかの先生たちに教わって魔術自体をきちんと身に着けるほうがいい。知識は必ず役に立つ。まあ、実技訓練に困ったらメニューくらいは考えられるけど」

「……思い立って、お話を伺うかがいにきて正解でした。なかなか話しかけづらくって――」

　ちら、とラケルが視線をこちらに向ける。

　いや――その背後にだろうか。きょとんと首を傾げていると、彼女は続けて。

「ありがとうございました、アキ先生。それでは、今日はこれで失礼いたしますね」

「ん？　おう……」

　言うなりラケルは、シュゼットやその他の生徒たちも引き連れてそそくさと立ち去っていった。それはもう見事な撤てつ退たい振りで、俺はぽかんとその場に取り残されてしまう。

　なんだったんだ？　と首を傾げる俺に答えを返したのは、背後から届いた冷たい声で。

「――ずいぶんと楽しそうでしたね、アキ先生？」

「うおっ……」

　思わず驚おどろいて声を上げる俺。

　そこにいたのは、満面の笑みを浮うかべるソニカと、以下救世科の面々。

「ああ、なんだ。いたのか、お前ら」

「いたのか、とはご挨あい拶さつじゃないですか。私たちは先生に呼ばれたから来たのに」

「え、だってお前ら約束の時間になっても来ないし……」

　答えながらも、俺はなんとなく纏わりつくような恐おそろしさを感じていた。

　ソニカのこういう笑顔は、何か怒っているときのそれだ。理由はさっぱりわからないが、どうやら機き嫌げんを損そこねているらしいことは確か。

　待まち惚ぼうけを喰くらった俺ならともかく、待たせた側のソニカが怒る意味がわからない。

「……ふんっ。いい気になって、鼻の下伸ばしちゃって。だらしないっ」

　果たしてソニカは、腕うでを組んでそんなことを言う。

「いや、なんのことだよ……」

「今のことに決まってるじゃないですかっ！」

　反論は許されず、お怒いかりのソニカさん。

　何か悪いことをしただろうか。むしろいいことをしたくらいの気分なのに。

　だが今のソニカに対し、そんな抵てい抗こうが通じるかは怪しい。

「なんですか先生、あんな風に女子にデレデレしてっ！　先生は先生なんですよっ!!」

「わかってるよ、そんなこと……ていうか、別にデレデレなんてしてねえだろ。どうしてお前はいつもいつも俺を欲求不満にしようとするんだ。男子だっていただろうが」

「で、でも、いちばん話してたのはラケルだったじゃないですか！」

「そりゃあいつが真ん中にいたし、最初に声かけてきたからな。なんかおかしいかよ？」

「う――うぅ、ぐぅ……」

　反はん駁ばくはなかったが、やはり納なつ得とくいかないのか、ソニカは歯は噛がみするように呻うめく。

　と、その背後からすたすたと歩いてきたイフリアが、ソニカの肩を軽くぽんと叩たたいた。視線をこちらに向けて、彼女はどこか慈じ愛あいに溢れたような視線で言う。

「まあまあ、先生。ソニカの気持ちも、少しはわかってやってほしいな」

「なんでアンタにそんなこと言われなくちゃなんないのよ……」

「まあまあ」イフリアは笑っていた。「先生も先生さ。ちょっと察しが悪いよ？」

「んなこと言われたって……」

「要するにね。ソニカは、大好きな先生がほかに取られるのが嫌いやで、嫉しつ妬としていたのさ」

「――んなっ……!?」

　目をまん丸と見開くソニカ。頬ほおがみるみる紅潮していく。

　図星。と、その顔にありあり書かれている。俺まで恥はずかしくなってきた。

「私たちにはいつも厳しい先生が、ほかの生徒には優やさしいなんて酷ひどい――ってね。そんなことを考えるけど、素す直なおには言えないのがソニカって奴なのさ」

　そしてイフリアは止まらない。こいつは単に、ソニカをからかって遊んでいるだけなのだろうが、ダメージが俺にまで貫かん通つうしていることに気づいてもらいたかった。

　ああいや、やっぱダメだ。そんなことになったら、むしろイフリアの攻撃が激しくなりかねない。俺までまとめてからかってくるタイプの奴だった。

「や、違ちがっ……！　私はただっ、その、先生が笑ってるから文句を言ったわけでっ」

　誤魔化すべく弁解を重ねるソニカ。何？　俺は笑うことすら許されないの？

　……んー、まあ。こんなかわいらしい嫉妬を覚えてくれるくらいには、俺も信頼されている、と思っていいのだろうか。なんでか最近は株が落ちる一方な気がしていたが。

　軽く視線を逸そらすと、その先には笑顔のアミがいる。

「えっへへ」

「……何笑ってんだ？」

「わたしはいつも笑顔を絶やさない女だよっ！」

　そうだね。じゃあいいや。

「ちょっとアキ兄！　そこはもっと興味持つトコでしょっ!!　わたしに！　わたしに!!」

「うるさいよ」

　どうしてもこいつらに対してだけは、当たりが強くなってしまう俺だった。

「ラークー！　アキ兄がわたしに酷いんだけど――っ！」

「よしよし、わかったわかった。ほらジャクリーン、アミを慰なぐさめてやってくれ」

「よっしゃあ、いっしょに踊ろうぜいっ！」

　アホふたりがアホやっている光景からそっと目を逸らしつつ考える。

　俺は俺で、こいつらを特別扱いしているのだろうか。特別であることは間ま違ちがいないが。

　それではいけないような気もしたし、それでいいんじゃないかとも思う。

「まあいいや。それより、来たんなら座すわれよ、みんな。ちょっと話でもしようぜ」

　答えを出さずに流して言うと、イフリアがずい、とこちらに近づいてくる。

「まあいい、じゃないよ先生。よくないね」

　座っている俺は、彼女の接近から逃のがれることができない。いきなりくっつきそうなほど顔を寄せてきたイフリアが、俺の耳元に向けて囁ささやくように小声で呟く。

「言っておくけれど、嫉妬しているのはぼくもいっしょだからね。先生はぼくたちの先生なんだ、ちゃんとぼくたちをいちばんに見てくれないと、拗すねてしまいそうだ」

「……な、何を言ってるんですか、イフリアさん？　らしくないのでは？」

「おや。忘れたとは言わせないよ？　先生には、ちゃんと責任を取ってもらわなくちゃ」

　妖よう艶えんに笑うイフリア。なんだかいつもと雰ふん囲い気きが違う。

　耳元にかかる吐と息いきがくすぐったかった。なんだか背筋がぞくぞくしてくる。

　イフリアは、開いた右の手の人差し指を自分の唇くちびるに当てると、うっすら微笑ほほえんで。

「――なにせ唇を奪うばわれた上、胸まで揉もまれたんだ。これでも大事にしてたのに」

「……………………ど、どうしろってんですか」

「さて、そこは男の甲か斐い性しようだろう。ま、あげた分くらいは、返してもらわないとだね？」

　不ふ吉きつ極きわまりない言葉を残してイフリアは離はなれる。

　事実は事実だけに弁解もしづらい。そんな様子に気づいたのか、ソニカがやけに不ふ審しんな表情をしながら、こちらを睨みつけている。そんな目で見ないでほしかった。

　俺はがしがしと頭を掻かいて、再び視線を逸らす。

　リューリと目が合った。こちらを「あー……」みたいな顔で見ている。やめろ。そんなハイハイ察し、的な顔をするんじゃない。そんな目で見ないでほしかった（二回目）。

「…………」

　別に、この程度で「惚ほれられたのか？」なんて舞い上あがったりしない。かつてと違い、今の俺は教師で、こいつらは生徒なのだ。つまり歳としの差がある。

　そうそう簡単に他人へ心を開く性格じゃないこともよく知っていた。俺は、もう、彼女たちの《仲間》ではなくなってしまっているのだから。

　けれど。もし仮にそうだったとしたら、果たして俺はどうするつもりでいるのだろう？

　あるいはどうするべきなのか。どういう選択肢を選ぶのが正解なのだろう。

　そんなこと、まるでわかってはいないのだ。




　――その後だが。

　結論から言ってしまおう。生徒たちへの聴ちよう取しゆはなんの成果も生み出さなかった。

　いや、話自体はいろいろと聞けた。これまでどう暮らしてきたのかとか、家族との仲はどうなのかとか。益やく体たいもない、けれど大切な思い出を、みんな楽しそうに教えてくれた。
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　知っている話もあれば、知らない話もあった。いずれにせよ日常の記き憶おくだった。

　イフリアだけは話をしなかったけれど、それでも笑え顔がおを見せていた。彼女は過去を乗のり越えている。ほかの連中も、あえて気き遣づかうような素そ振ぶりを見せたりはしない。

　収穫らしい収穫など何もない。

　しいて言えば、イフリアを除いた三人に、少なくとも大きな歴史の変化はないらしい。

　これがわかっただけでも進歩だろう。知らなかったエピソードもいくつか話してもらったが、どれも大した内容ではない。歴史の誤差なのか、単に聞いていなかっただけなのかは判然としないってことだ。

　あとはアミのエピソード。これはどれも知らない過去だったが、おおむね聞いていると頭が痛くなるようなアホ話ばかりだし、身の上自体は俺と変わりがないらしい。

　俺が過去に戻ったことで変化が生じた者と、生じなかった者がいる。

　変化がないのはソニカとラーク。

　変化があったのはイフリアとロクサ、そして俺――アミ。

　例外としてリューリ。

　さて。ここにどんな違いがあるのかと考えてみれば、もちろんさっぱりわからない。何かしら規則性があるのか、単なる偶ぐう然ぜんなのか。それすら不明だ。

「とはいえ、それはわかってたことだ」

　草木も寝ね静しずまっただろう深夜。

　自室に戻った俺は、考えを纏めるために呟いた。

　生徒たちに差さし迫せまった危険がない、ということだけわかれば充じゆう分ぶんだ。目的は達成されている。これなら、あとは未来に待ち構えている危険だけに対処すればいいのだから。

　あとは魔ま神じんに対抗できるだけの実力を連中が身に着けるまで、俺が保てばそれでいい。

「……間に合うといいんだがな」

　自じ嘲ちようするような声が、自然と喉のどから漏もれ出でていた。

　――俺の肉体が、少しずつ力を失い続けていることはわかっている。

　いや、初めからわかっていた、と言うべきか。魔神を倒すには時間が足りず、足りない時間を補うためには無む茶ちやが必要で、その反動がどこに跳はね返るかと言えば俺自身。

　そういうことだ。失敗したと言っても、払はらった対価は戻らない。

　まして滅ほろんだ世界の中を、さらに無理を押おし通とおして旅し続けたのだから。半ば自棄やけにも近い戦いを重ねたことで、俺の肉体はとっくにボロボロになっている。

　おそらく俺は、どう長生きしたところで三十前後で死ぬだろう。

　まあ別に、あいつらが強くなってくれたあとなら、いつ死んだって構わなかった。

　今でさえなければ。今はまだ、死ぬわけにはいかなかった。

「……寝ねるか。あとはどうやって魔ま女じよに会いに行く暇ひまを作るかだなー……」

　寝しん台だいに身を投げ出して、目を閉じる。

　あまり何日も学院を空けるわけにはいかない。だが間違いなく時間は喰われるし、仮に生徒たちを連れて行く場合、結界の保護がない場所では魔族に襲おそわれる危険性がある。

　あと少し。あと少しだけ強くなってくれれば、安心して連中を外に出せる。

　そのための訓練方法を思案しているうちに、気づけば俺は意識を手放していた――。




※




　そうして再び、自分が夢を見ているのだと悟さとる。

　これは――そうだ。五人で、魔ま界かいを旅していた頃ころの記憶だ。

　魔ま神じん封ふう印いんの中心地である神しん殿でんを目指し、灰色の世界を隠かくれながら歩き続けた。もちろん魔界には魔族しかいないのだから、道中何度も戦いになった。

　あの場所を旅できたのは、神賜兵装テスタメントがもたらす《偽ぎ装そう》の機能で、魔族に気づかれずに済んでいたから。

　そもそも魔界は、その広大な土地の大半に動くモノが存在していない。

　ということは食料を調達する手段も少ないということなのだが、魔界に入るということ自体が自らの肉体を魔力に変換するということでもあった。

　要は疑ぎ似じ的てきな魔族化だ。逆に、爵しやく位い級の魔族が人界に現れるときは、魔力で構成されている肉体を、物質として再構成している――それが可能だから人界に侵入できる、と言い換えてもいいだろう。魔族の持つその能力を、神賜兵装テスタメントが貸かし与あたえてくれるわけだ。

　あのトーキン＝カーゴの研究の、互ご換かん的な機能と言っていいだろう。

　そんなわけで、魔力で構成された肉体は食事を必要としない。また魔族化していること自体が、低級の魔族に対する偽装として働き、こちらを人間として認にん識しきできないのだ。

　つくづく対魔族に特化した武器である。この機能がなければ、その時点で人類は詰つむ。

　さておき。

　疑似魔族化と言っても意識できるような違いは特段ない。疲ひ労ろうは溜たまるし、食事だってとろうと思えば可能ではあった。空腹感が生じないこと、そして排はい泄せつの必要がないこと。大きな違いと言えば、せいぜいこの二点。あとは生身と違いがわからない。

　当然、傷を負えばそのまま死ぬ。

　そしてもちろん、低級の魔族には偽装が通じても、相手が爵位級となれば話は別だ。

　避さけられない戦闘が幾いく度どとなく行われた。

　特に最悪だったのが、九大王の一角と戦闘になったときだ。

　一対五の戦闘でなければ、魔神の下に辿たどり着くことなく死んでいたと今でも思う。

　死し闘とうだった。

　魔神にはほぼ一いつ瞬しゆんで敗北したことを思えば、九王の一角を撃げき破はできたことが二代目救世科にとって最大の戦果だっただろう。なんの慰めにもならない上、結局は殺しきることもできなかったのだが。

　最低限、単身で九王に匹ひつ敵てきするレベルの力を得なければ、おそらく魔神には敵かなわない。

　――それでも当時の俺たちは、生きて帰ることを疑わずに笑い合っていた。

「なあ、みんな」

　魔神がいる神殿の目前で、最後の野営をしていたときのこと。

　そんな風に話を切り出したことを覚えている。

　感傷だったのだと思う。これで最後だと思ったら、言葉にせずにはいられなかった。

　本当に、地じ獄ごくみたいな旅路だった。

　それでも地獄ではないと俺は信じていたし、皮肉にも事実として、あの程度はまだ地獄ではなかったのだ。どれほどつらい道のりでも、必ず生せい還かんできると信じていた。

　三年間通うはずだった学院は、たった一年で閉へい鎖さした。魔族の侵しん攻こうが激しくなって、俺たちは否いや応おうなく前線へと送り込まれてしまう。

　必死に滅びを食い止める大人たち。その後ろ姿から戦いを学んだ。

　誰もが、俺たちより強かった。

　どうして自分が選ばれたのか理解できないほど。

　きっと失望したことだろう。どうしてこんなガキに世界を背せ負おわせなければならないのかと、神さえ呪のろったことだと思う。実際、それを口にする人間たちもいた。

　――もうダメだ。

　――あんな子どもが救世衆だなんて。

　――人類は終わりだ。

　だが、何を言われたって投げ出すことなどできやしない。

　俺たちは最さい期ごまで諦あきらめなかった。なぜなら、諦めずに戦っている大人を見たからだ。

　宮きゆう廷てい師団の魔ま術じゆつ師したちも、最強と呼ばれる特務科の怪かい物ぶつも。そして自ら剣けんを手に、戦うことを決めた――どこにだっている、俺たちより弱いはずの一般市民でさえ。

　最後の最後まで、世界を、祖国フランフェルトの土地を守るのだと血を流していた。

　――お前らが、俺たちの最後の希望なんだ。

　戦う彼かれらはそう言った。自分ではなく、若い奴やつが世界を守ることを誇ってくれた。その上で、俺たちの肩かただけには全すべてを背負わせないと言ってくれたのだ。

　だから俺たちは、実感することができたのだと思う。

　――人間は、誰でもない誰かのために戦える、と。

　そして俺には、ともに戦う仲間もいた。

　仲間のために戦うことも、世界のために戦うことも、きっと同じことだと思えていた。

「ちょっと、訊ききたいことがあるんだけど」

　だからだろう。最後の戦いの前に、こんな話をしたくなったのは。

「おん？　どした、アキ。また改まったツラしちゃって？」

　こういうとき、最初に話に乗ってくれるのは、いつもロクサだったと記憶している。

　へらへらした笑顔を浮かべ、いつもいちばん後ろで俺たちを見ていてくれる。なにせ調子のいい男だから、扱いはいつも適当だったけど、きっと全員が慕したっていた。

「いや。人界に戻ったらさ、みんな、どうするのかと思って。なんか考えあるのか？」

　俺の問いに、ロクサはやはり軽い調子で答える。

　そうだ。そんな話をした。これが夢だということを、俺は改めて思い出した。

「そりゃ決まってる。世界を救うんだぜ？　当然、報ほう酬しゆうくらいは出るだろ？　その金で、あとは気ままに遊んで暮らすさ。俺の人生はそこから再スタートだよ」

「本当にロクサらしいな……イフリアはどうだ？」

　言葉を向けると、イフリアは読んでいた本（わざわざ魔界に持ち込んだのだ）を閉じてから、薄うすく笑って俺とロクサに言った。

「知ってるかい、アキ、ロクサ。物語の王道じゃ、戦場で帰き還かん後の話をする兵士は、高い確率で作中で死ぬ」

「はっは、それなら大だい丈じよう夫ぶだ、イフリア。俺みたいな俗ぞくな願いの奴は、割と生き残る」

　笑って流すロクサと、イフリアを睨みつける俺。

　こういうところが歳の差だったのだろうか。

「なんでそういう不ふ吉きつなこと言うの、お前？」

「いきなり話をしたのはアキのほうだろ。いちばん最初に死にそうだね。言っとくけど、君が死にそうになっても、ぼくは庇かばわないからな」

　ああ――そうだ。

　こいつは、そんな憎にくまれ口ぐちを叩きながら、俺たちを庇っていちばんに死んだんだ。

　いつだってイフリアはそうだった。信じられねえよ。俺のことなんか庇うんじゃねえよ。

　……絶対に、許してなんてやるものか。

「けっ。魔神を倒そうってのに弱気なこと言ってどうすんだよ。そんなお約束、俺がブッ潰つぶしてやるっつーの！」

「相変わらず口だけはデカいな、アキは」

「うっせ。いいからほら、お前も言っとけよ。帰ったら何すんだ？」

「……ぼくは本が読めればいい。だから、そういう仕事に就つこうかと思うよ」

「ほーん……まあイフリアらしいっちゃらしいか。意外と欲がねえのな」

「意外ってどういう意味だ、おい」

「ん、いやほら。ロクサじゃねえけど、もうちょいなんか贅ぜい沢たく言ってもいいんじゃないかと思ってさ。まあしばらくは復興で大変だろうけど、それはそれだろ？」

「……そうだね。うん、それを言うなら、ぼくにもひとつ、欲ほしいものはあるんだ」

「え、何々？」

「――教えないよ」

　イフリアは、俺をまっすぐ見み据すえて言った。どこか、少しだけ寂さびしそうな表情で。

　その表情があまりに切なげだったから、思わず息を呑のんでしまう。

「これは誰にも言わないと決めたんだ。特にアキ、君には絶対に教えない」

「なんでだよ……？」

「こういうこと言うのも、戦場ではよろしくないパターンだから、ってことにしとこう」

「……そうか。まあ無理には聞かないさ」

「超ちよう黙だま」

「何それ超黙れってこと？」

　聞かないって言ったのに。

　かぶりを振ふって、次はラークとソニカにも訊たずねる。

「ふたりはどうだ？」

「んー、僕ぼくも特にはないよ。一度、故郷には戻るつもりだけど」

「ラークって、確か学院に来る前は――」

「うん。孤こ児じ院いんにいた。風の便りに、みんな元気にしているとは聞いたけど。顔は見ておきたいからさ。畑仕事、大変だと思うし」

「……そっか。そりゃ会いに帰らなくちゃな！」

　がしがしと乱暴に、ラークの頭を撫なでたことを覚えている。

　ラークは「や、やめろー!?　乱気流が起きるぞー!?」なんて言っていたし、相変わらず意味はまるでわからなかったけれど、ほとんど抵抗はされなかった。

　ラークが本気を出せば、俺おれの腕など簡単に抜ぬけられる。単純に一対一で戦うなら、五人の中でいちばん強いのは彼だったのだから。ラークは間違いなく勇者だった。

「そんときゃ俺もついてっていいか？　ラークの家族、紹しよう介かいしてくれよ」

「……まあ、アキが来たいなら僕はいいけど」

　俺たちの中では最も年下だったラークだけど、暮らしていた孤児院では最年長だったと聞いている。義理の弟や妹たちにとっては、きっと彼が支えだったのだろう。

　ともすれば俺たちの中で、いちばんしっかりしていたのはラークだったかもしれない。

「んで――ソニカはどうよ？」

　最後まで黙だまっていた少女に俺は問う。

　俺にとっては何度も喧けん嘩かをした相手で、最も競きそい合ったライバルで――ああ、夢の中でまで取とり繕つくろう意味もないだろう。

　ソニカ＝アルハーツは、アキ＝フォルトヴァールの、初はつ恋こいの女の子だった。

「私は――どうしよう、かな」

「何も考えてないのか？」

「……うん。強くなることに精いっぱいで、ほかのことなんて想像してなかったかも」

「あー。それもなんというか、ソニカらしい感じだな」

「何よそれ。ていうか、アンタさっきから『らしい』しか言ってないんだけど」

「そうらしいな」

「ばーか」

　べっ、と舌を出すソニカ。相変わらず、俺には当たりがキツいなあ、と笑った。

「……そうね。とりあえずは実家に戻ると思うけど。そのあとは……どうしよっか？」

「どうしよっか、って……俺に訊かれても」

「まあまあ。アキは、どうしたらいいと思う？　ちょっと考えてみてよ」

　もう少し俺に甲斐性があれば、いっしょに来い、くらいの台詞せりふは言えたのだろうか。

　今となってはわからない。俺は結局、日和ひよった答えしか言えなかったから。

「まあ、ソニカは家事とか得意だし。どこ行っても生きてはいけんじゃないか？」

「――あー、はいはいー。そーかもしんないデスネー」

　めっちゃ棒読みで言われてしまう俺だった。

　そこまでダメな返答だったかな。だったろうね。本当にチキンだ。

「はは。てか、そういうアキはどうしたいんだよ？」

「そうだね。まだ聞いてないよ、そういえば」

　と、ここでロクサとラークからそんな風に言われてしまう。

　これは別に隠していたわけではない。ただ単に、考えていなかっただけなのだ。

　だって、俺の夢なんて、もうとっくに決まっていたのだから。だからこの質問をしたと言ってもいい。




　――誰より大事なこいつらと、この先も、ずっといっしょにいたい。




　俺の願いはそれだけだった。

　だから訊いたのだ。みんながどんな道を選んだとしても、ときどきでいい。顔を合わせて、笑い合うことができたらいい――そんなことが気になったから。

　そういう未来が、この先にもずっと繋がっていると、信じて疑っていなかったから。

　――そいつがきっと、取り返しのつかない俺の罪なのだろう。




※




「ん、……あ？　ああ……夢、か――」

　薄く差し込む朝日が、俺の意識を過去から現在へと引きずり戻もどす。

　いつもより、少しだけ汗あせを掻いていた。

　言葉にならない気分だ。こんな風に過去を夢に見ることは、少なくとも、やりなおしの世界に来るまでは一度もなかったように思う。そもそも夢は見ないタイプだった。

　正直、あまりよくない傾けい向こうだろう。

　そう思う一方、あいつらを思い出だせるということ自体は、決して悪い気分じゃなくて。

　取り返せないことは痛いほどわかっていた。今の俺は、今ここにいるあいつらのことを優先するべきだとも理解している。それは混同していいことじゃない。――けれど、

　ときどきはこうして、あいつらを偲しのぶくらいの贅沢は見み逃のがしてほしかった。

「しっかし、こんな夢を見るとはな……思ってなかった」

「ふふん。それは私の仕し業わざだからね」

　横合いから声がした。

　だけど、そんなことは当然なのだから俺は気にしない。

「夢というより、文字通りの記憶再生さ。ちょっとした贈おくり物ものだよ」

「ふうん……つか、あれ？　そういや今日は休みだよな？　今、何時だ……えっと」

「ああ、まだ日が昇のぼったばかりってトコだよ。普段よりむしろ早起きだね」

「マジかー……どうしよっかな。なんだかんだ二に度ど寝ねってのは趣しゆ味みじゃないんだけど」

「ふふん。まあ君はまだ寝ているようなものだと思うがね？」

「いや、何言ってんだよ、誰だれだか知らねえけど。こうしてちゃんと起きてんだろ」

「そうでもないさ」

「なんでだよ」

「ふふん。だったら、ちゃんと起こしてみせようじゃないか――そら」

　――ぱん！

　と、両手を叩く音がした――瞬しゆん間かん。

「――――――――――――――――――――――――――――――――――――ッ!?」

　ほとんどベッドから転落する勢いで、俺は床ゆかに身体を投げた。身を捻り、右手をベッド側へと突つき出す。半ば暴走させるに近い勢いで、全身の魔力を強ごう引いんに励れい起きする。

　なんだ、今のは。

　なんなんだ、この状じよう況きようは。

　どうして体が触れ合うほど近くに寝そべっていた女に違和感を覚えなかった？

「あー、なんだね。そうまっすぐ見つめられると、こう、照れるよ。これでも女だ」

「……なんだ、お前……っ!?」

　あり得ない――理解が及およばない。

　まったく知覚できないうちに同じ部屋へ侵しん入にゆうされたことも、そのままベッドにまで潜もぐり込まれていたことも、記憶を夢として再生したなんて宣のたまったことも問題じゃない。

　その全てに、何ひとつとして疑問を抱けなかったことが異常だった。

「なんだ、とはご挨拶だね。それとも忘れちゃった？　なら、こう言えば伝わるかい？」

　ベッドに寝そべる女が、しなを作って微び笑しようする。

　見た目は幼い。外見年ねん齢れいにして十代前半と言ったところだろうか。けれど見た目通りの年齢では絶対にないと確信させるような雰囲気を纏っている。

　全ぜん裸らだった。それもそれで異常だが、あらゆる意味でそれどころではない。

　全身が逆毛だって警けい戒かいを叫さけぶ。けれど意味がないとも気づいていた。目の前の存在は、俺おれ如ごときの理解が及ぶようなモノでは到とう底ていない――。




「――やあ、アキ。久し振りだね、初めまして！　ふふん、こいつは面おも白しろい矛む盾じゆんだよ！」




　言葉が、脳をくすぐった。

　それは文字通り、頭の中を直接、抵抗さえ許されずに掻き乱みだされたかのような感覚だ。認識へ絶対的に影えい響きようするような強制力のある言葉。

　そのお陰かげで理解する。させられる。

　だが違う。感覚はそうだと語っているのに、記憶とどうしても結びつかない。

「……《灰色の魔女》……!?」

　そう口にした理由は、果たしてなんだったのだろう。

　肯こう定ていか、それとも否定なのか。どちらを求めたのかもわからず。

　けれど説話に名を遺のこすお伽とぎ噺ばなしの魔女は、そんな俺の事情など一いつ切さい斟しん酌しやくしなかった。

「うん、さすが理解が早い。そうともその通り！　この私が、この時代の灰色の魔女ってコトなのさ。はっは、それとも君の記憶には、私の居場所がないんだっけ？」

「……本物、なのか……」

　若いというより幼いというほうが近いだろう容よう貌ぼう。ソニカたちに比べても、ひと回りは下の歳に見えた。

　記憶に残る朧おぼろ気げな魔女のイメージと、目の前の少女が、どうしても結びつかない。あの魔女は、これほど幼い外見をしていただろうか。もう少し年上だった気がしてならない。

　過去の世界だからといって、こんな風に魔女が若返るとは思えなかった。

「むぅ、やはり失敬だね。逆に訊くけれど、ふふん。君には私が偽にせ者ものに見えるのかい？」

「……いいや。そんなことは、ない」

「ふふん――それならそれでよかったね、うん。そういうコトにしようじゃないのさ」

　考えるまでもない。どれほど違和感があっても事実はひとつ。

　これほどの威い容ようを纏った存在が、尋じん常じような相手であるほうがあり得なかった。

　その気になれば寝ている隙すきに俺を殺せた、なんてレベルじゃない。今からだって、俺の命など蝋ろう燭そくの火を吹ふき消けすより容易たやすく奪ってみせることだろう。

　戦せん慄りつに、冷ひや汗が頬を伝った。

　肩で息をする俺。そんな様子を見て、魔女は不満そうに唇を尖とがらせた。

「なんだか失礼なことを考えられた気がするなあ。せっかく会いにきたっていうのにさ」

　確かに。こうまで警戒する理由は、今となってはないだろう。

　少なくとも魔女は友好的だ。こちらから機嫌を損ねるような真ま似ねをするべきじゃない。

「その……あー、えっと。すみませんでした」

「そう固くなることはないよ」謝あやまった俺に、魔女が笑って。「普ふ通つうに話してくれればいい。私だけが知っていることだけれど、もともとそういう風にしていたからね」

「……そうか。それで、――なぜここに？」

「ふふん。私が君に会いにくる理由なんて決まってると思うけどね！」

　――ふふん、と笑えみを零こぼす魔女。さきほどからずっと上じよう機き嫌げんだ。

　華きや奢しやな体格が、服を着ていないせいで露あらわになっている。隠すような様子はなく、それどころかむしろ見せつけんばかりに胸を張っていた。ずいぶんと細い体だ。

　そこに、《お伽噺の魔女》を思わせる幻げん想そう的てきなイメージは欠片かけらもない。

「……なんで全裸なんだ？」

　思わず訊ねてしまった俺に、魔女は答える。

「サービスだ。ふふん、かわいいだろ？」

「いらないんだけど」

「何!?　――好きに興奮しちゃっていいんだぞ？　魔女様の裸ら体たいだぞ？」

「恐きよう怖ふの感情しか覚えねえよ」

「むむむ……せっかく添そい寝してあげたっていうのに、なんて甲か斐いのない！　くぅ……」

　魔女は悲しそうにしていた。

　俺も俺で、なんかもう普通に突っ込みを入れてしまっている。

　――すげえ状況だ。

　もはや笑いそうになってしまうほどに。これが達観というヤツなのだろうか。

　考えようによっては、魔女のほうから会いにきてくれたのだ。むしろ幸運かもしれない。

　聞かなければならないことが、山ほどあるのだから。

　俺は頭を切きり替かえた。せっかくのチャンスだ、有効に利用させてもらうとしよう。

「よし、魔女。さっそくだが――」

「ん？　なんだい、アキ？」

　ベッドの上に座る魔女が、きょとんと首を傾かしげて言う。

　銀色の長い髪かみ。ほとんど身長にも達しようかというそれが、白い肌はだを流れていた。

　体を隠すようなものはほかになく、そもそも隠そうとする素振りがない。

　さすがに見た目十三、四歳の少女に欲情するはずもないけれど、だからといってこんな格好のままいられても困るというもの。目のやり場に、違う意味で困ってしまう。

「――あー。とりあえず、服を着てくれ」

「うん？　ああ……ふふん、やっぱり私の裸体は刺し激げきが強かったかな？」

「ある意味な。もうそれでいいから早くしてくれ。ないとは思うが、誰か来たら面めん倒どうだ」

「……面白くないなあ。ちぇっ、仕方ない」

　魔女はやはり不服そうに、子どもっぽく頬を膨ふくらませる。

　それでも納得はしてくれたのか、「よいしょ」と言いながら腕を横に伸のばした。何をしているんだ――首を捻る俺の目の前で、彼かの女じよは何かを虚こ空くうから引ひき抜くような動作をする。

　直後、何もなかったはずの空間から、彼女は一枚の布を取り出した。

「…………」

　そういう現象としてしか認識できない光景だった。

　まるで、俺の目には見えない棚たなが彼女の横には存在していて、そこから布を引き出したみたいに思える。ちょうどベッドのシーツのような白い布だ。

　わふっと声を漏らす魔女。勢いのまま自分の顔に布が被かぶさっていた。そこだけ見ている分には、年相応の子どもにしか見えないというのに。

　時空間干かん渉しよう――魔女が構築した《灰式魔術システム／グレイ》。

　今さら疑ってはいなかった。それでも、こうして突きつけられると改めて実感する。

　灰色の魔女。

　お伽噺に名を遺す、異い邦ほうにして異方の超ちよう越えつ存在。

　目の前の少女はそういった存在だ。決して気を抜いていい相手ではない。

「……あんた」

　息を整えて、それから俺は魔女に向かって声をかける。

　部屋の戸が開けられたのは、それとちょうど同じタイミングだった。




「――アキ先生？　起きて――あ、あれ……？」




　おそらく、向こうも開けようと思ったわけではないのだろう。

　扉とびらがきちんと閉められていなかったのだ。だからノックをしようと戸を叩たたいただけで、自然と扉が内側に開いてしまった。不幸な――そう、実に不幸な事件であった。

「あ、えと、すみませんっ！　開けるつもりじゃなかったんですけどっ」

　慌あわてたように手をパタパタと振る姿が、廊ろう下かに見えていた。

　ソニカである。

　――おっとこれは終わったかもしれないですね人生が。

「あ、えと……おはようございます。あはは……は、早いですね、先生？」

　少しはずかしそうにはにかむソニカは、俯うつむきがちにそんなことを言う。

　奇き跡せきだった。内開きの扉が、ちょうどベッドの方向を死角にしているのだろう。廊下に立っているソニカは、ギリギリのラインで魔女を認識しなかったようだ。

　そうとわかれば対応は迅じん速そくに。

　俺は一瞬でソニカとの距きよ離りを詰めるよう前に出る。

「うえっ、先生っ!?」

「やあソニカおはよういい朝だねおっと戸を開けたことは気にしなくていいぜハハッ！」

　目をぱちくりとさせるソニカ。俺は扉に手を当てながら、自分の体で視線を遮さえぎる。

　これは奇跡だ。ソニカから魔女の姿が見えていなかったわけじゃない。視界の隅すみだったこと、中央の俺に意識が向いていたこと、魔女がシーツを被っていたこと、そもそも俺の部屋に、こんな時間に別の人間がいるはずないという先入観。

　これらが折り重なり合って生み出した奇跡なのだ。無む駄だにするわけにはいかない。

　リューリのときですらあれほど疑われたのだ。こんな状況を見られたら、もはやどんな弁解を繕えば理解が得られるのかわからない。後ろめたいことなんて何もないのになあ。

　朝起きたらいました、って言っても信じてもらえないよね。俺なら信じないもの。

「あ、あああ、あの……せんせ？　な、なんでそんな近くに……？」

　なぜだかソニカは身を竦すくめたように固まっている。

　よくわからないがチャンスだ。俺はどんどんソニカとの距離を詰めていく。

　彼女が部屋に入らないよう、中の様子に気づかないよう、廊下へ押し出すようにして。

「いや？　別に？　それよりソニカこそ、こんな早くからどうした？」

「う……あ、えとぉ……あのいや、さっきからどうしてにじり寄ってくるの!?」

「朝だからね」

「どういう意味ですか!?」

　意味などない。勢いで押し切ろうとしているだけだ。

　俺が一歩にじり寄るごとに、ソニカは狼狽うろたえて一歩下がる。気づけば廊下の反対側までソニカを追おい詰めていた。壁かべに腕うでを突き、逃にがさないようにしている。

　これはこれで結構な問題行こう為いという気がしたが、おそらく気のせいだろう。

「――で？　用件は何かな、ソニカ？」

　爽さわやかに笑う俺だった。

　やっていることは爽やかさからかけ離はなれていた。

「うぇと。その……き、昨日のこと、謝ろうかと……思って」

「昨日のことって？」

「そ、その、ちょっと私も態度悪かったしっ。べ、別に先生に怒おこってるわけじゃないんだけどっ！」

「そっか。大だい丈じよう夫ぶ、気にしてないよ。わざわざありがとな、ソニカ」

「――――――――～～～～～～～～っ!?」

　壁かべ際ぎわまで追いやられたソニカは、顔を真っ赤に、目は白黒させて混乱中。

　そりゃそうでしょうよ。俺だって何やってるかわかんねえもん。

　なんだろう。素す直なおに笑顔を見せていることが功を奏した、のだろうか。ソニカは完全に目を回したみたいで、肩を縮こませたまま身をきゅっと固くしている。

　だが俺はそんな様子より、《ほかの部屋から同どう僚りようの先生が出てきたら（社会的に）死ぬ》という事実のほうが気になって仕方ない。お願いだからまだ眠ねむっていてくれ……！

「あ、あっ……アキ、せん……せ」

「どうした、ソニカ？」

「っ――うぇあ。ななななな、なんでそんな、近っ」

「いや？　大した理由はないんだよ。ちょっとそうしたい気分なんだ」

「そそそそそそそそそそそそそれってどうどうどうどうどういう意味みみみみみみっ!?」

「……どうしたお前？」

　いくらなんでも混乱しすぎじゃないだろうか。

　というか、これは……照れてるのか。思った以上に男に免めん疫えきがない様子。

　顔を真っ赤にして、ソニカはちらっとこちらを見た。けれど目が合ったことに気づいた瞬間、恥はずかしそうに瞼まぶたを閉じて俯いてしまう。

　俺が少し身じろぎすると、ソニカはびくっと肩を震ふるわせる。吐と息いきが荒あらくなっていた。

「……ソニカ」

「ひぁ」
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「――――」

「なんで、しゅか……アキせんせ」

「――――――――」

　あ。なんか、これ、やばい。

　ぞくぞくする。いじめたくなってきた。

　めちゃくちゃかわいい。

「…………まあ、そっか。話はわかった」

　それでも。俺はなんとか自分を落ち着かせ、ソニカから一歩離れた。

　これ以上はまずい。何かがまずい。開いてはならない扉を開きそうになっていた。

「大丈夫、本当に気にしてねえ。わざわざありがとな」

「――あ……」

　ソニカは、どこか名残なごり惜おしげに目を細めた。切なそうな溜ため息いきが聞こえてしまっている。

　……、あああああああああああああああああああああもうっ！

　なんでそんな声出すんだよ！　なんだその顔は！　俺の理性にだって限界はあるんだぞコラァ！　と叫び出したい気分になる。

　魔術学院は、貴族たちにとって出会いの場という側面があった。

　将来有望な生徒や、あるいは高名な若い講師。そういった人間を捕つかまえて一族に入れることを目的のひとつとして入学する生徒は、実のところ少なくなかったりする。

　この学院に若い教師が少ない理由のひとつでもあるだろう。

　せっかく招しよう聘へいした優ゆう秀しゆうな教師が、同僚や生徒と婚こん約やくして辞職するとか。そういうことは頻ひん繁ぱんにあったらしい。救世科はそういうのとは基本的に無む縁えんではあったのだが――まあ、俺だって学生の頃に意識していなかったと言えば嘘うそだろう。

　ソニカだって、普通に入学していれば婚約相手くらい探していたことだと思う。十代も後半になれば女子は結けつ婚こんを意識する年齢だし、貴族ならもっと幼い場合だってあった。

　ぶっちゃけた話、昨日のように俺が他学科の女子生徒から目をつけられた理由に、そういう側面があったことは否定できまい。もちろん、そんな約束は到底できないのだが。

　――その俺がこんなザマじゃどうしようもないって話である。




「あれ、もう終わりかい？　ふふん、なんなら席を外すくらいの気は利きかせたのに」




　そんな声が背後から聞こえた。

　俺は振り返かえって、そして、頭を抱かかえて小声で言った。

「……だったら、そこで隠かくれてるってくらいの気も利かせてほしかったなー……」

　扉から顔を覗のぞかせて、ニヤニヤと笑う半はん裸らの少女。

　お前の存在を隠すためにやってんのに、お前が出てきちゃお終いなんだよ。

「――せ、ん、せ、い？」

　今度はソニカの声がする。

　俺に、再びそちらを振り返る勇気があるだろうか。ありません。

　そっと、背後から手が伸びてくる。女の子らしい細ほそ腕うでに、けれどよく見ると鍛きたえられた力強さが隠されている。

　その腕は俺の喉のど元もとに後ろからそっと触れた。

　俺の呼吸がいつまで続くかが、ソニカに委ゆだねられたことになる。

　言いい換かえよう。

　死んだ。

「……どういうこと、です、かっ？」

　今まで聞いたこともないほどかわいらしい声。きっと可か憐れんな笑え顔がおなんだろう。

　そんなに怖こわいものを見る勇気、俺にあるわけないんだよなあ。

「どうして先生のお部屋に、裸はだかの女の子がいるのかって訊いてるんですよ？」

「……朝起きたら、いつの間にかいました」

「へえ。そういうこと言うんですね、先生ってば。言い訳にしても酷ひどすぎですよぉ」

「本当なんです」

「うふふ。そんなに綺き麗れいになりたいって言うなら是ぜ非ひもないです」

「言ってません」

「でも汚きたないですよね？」

「汚いですか」

「汚お物ぶつですよね？」

「汚物……」

「なら、綺麗にしないといけませんよねっ！　――ね？」

　天使のような声が響ひびいた。

　言っていることは悪あく魔まのそれだった。

「おい、塵ちり」

　ついに、ソニカは底冷えがするほど淡たん白ぱくな声で、教師に向かって塵と言った。塵て。

　教師っていうか、もう人間としての尊厳すら認められていなかった。

「――どういうことなのか、きちんと説明してくださいっ！」

　腕を組んで仁に王おう立ちするソニカを、魔ま女じよは涙なみだ目めになって笑いながら見つめていた。

　誰のせいだと思ってんだ。恨うらみを込めて睨にらみつけると、視線で悪い悪いとでも示すように、魔女は軽く手を振りながらソニカに言った。

「ああ、初めまして。私は、灰色の魔女だ」

　ソニカは半目になって、まるで信じていないという風にこう返す。

「どっちかって言うなら痴女でしょ」

「痴女だけどね。痴女で、そして魔女なんだよ」

　ニヤリ笑う魔女と、首を傾げて不ふ審しんそうなソニカ。

　もうどうでもよくなってきた俺は、胸中だけでそっとツッコミを入れた。

　――いや痴女は否定しろや。







第二章『と思ったら正夢でした、というか現実でした』







「は――はああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　というソニカの盛大な叫び声ごえが、救世科一〇七教室に響き渡わたる。

　あのあと。

　俺はソニカをなんとか宥なだめすかすことに成功し、「説明するから教室で待ってろ」とだけ伝えて教員寮りようを追い出した。《もしも神聖なる学まなび舎やの中で聖職者たる先生が不ふ埒らちな真似に励はげんでいた場合は必ずお掃除をします》という約束で、どうにか説得した形だ。

　なんかもう、《お掃除をします》という表現が暗殺の隠いん語ごみたいになりつつあった。

　ソニカとしても、疑うにはさすがに魔女の外見が幼すぎたらしい。

　フランフェルトの王国法では男女とも十五で結婚可能だが、いい歳としした大人がここまで幼い子どもに手を出す、とまでは彼女も考えないでくれたらしい。

　信用されていると喜べばいいのか、基準が低すぎることを嘆なげけばいいのかは怪あやしいが、その辺りは考えないでおくことにしよう。そもそもこの魔女、突き詰つめればたぶん俺より遥はるか年上だと思われる。

　ともあれ、着替えた俺は魔女を連れて教室に向かった。

　一応、魔女は従ってくれている。騒さわぎを起こすことは本意でないという。

　残念ながら、魔女の目の前で着替えさせられるという羞しゆう恥ちプレイは強制されたものの、この程度の犠ぎ牲せいで済むのなら問題ない、と強引に自らを納なつ得とくさせた。それとなく例の鈴すずを鳴らして学院長には連れん絡らくを入れておいたが、おそらく魔女も気づいたことだろう。

　魔女は、実に楽しそうに俺の後ろをついてくる。

　害意や敵意らしき感情は見受けられない。警戒のしすぎ、なのだろうか。

　俺をこのやりなおしの世界へ送ってくれた張本人であることを思えば、むしろ感謝して然しかるべき相手なのだが。目的が不明すぎて、どうにも困こん惑わく気味だった。

　ともあれ魔女を連れて（布切れ一枚で学院をうろつかせるわけにもいかないため、もう服は俺のものを貸した）教室で待っていたソニカと合流する。

　そしてソニカに『彼女は本物の灰色の魔女だ』と告げたところ、さきほどの大おお袈げ裟さなリアクションを見せられたわけだ。

　まあ、気持ちがわからないとは言わない。

「ほ、本気で言ってるんですか……？　あのお伽噺の？　千年も前の伝説の魔女？」

「そう言ってる」と俺は頷うなずく。「疑う気持ちもわかるが、お前だって俺が灰式を使えることは知ってるだろ？　それを根こん拠きよに信じてもらいたいところだな」

「え――じゃあ本当に、先生は灰色の魔女から魔術を習ったってことですか？」

「なんだよ、信じてなかったのか？」

「いや、思いませんし。先生が研究して、自力で編み出したものと考えてましたよ……」

　意外と俺への評価が高かった、というのだろうか、この場合。

「自分で言うのもなんだが、さすがの俺にもそんなことはできねえよ」

　というか、そんなことができるなら、こいつらに灰式を伝授することも考えただろう。それをしていないのは当然、自分でもなぜ使えるのかいまいち理解していないから。

　つまり正確に言えば、俺も本当に魔女から教わったのかはわからない。

「いや、魔女に教わったってよりは、先生がなんか奇き跡せき的てきに術式を引き当てたってほうがまだ説得力ありますよ……実在するとは思ってませんでしたもん」

「……そうか？」

　けれどそういうものかもしれない。

　世間一いつ般ぱんにおいて、灰色の魔女はお伽噺の住人だ。今もこの世界のどこかでひっそりと暮らしていると言われてはいるものの、本気で信じている奴やつは少ない。

「……………………」うん？

　妙みような違和感。何か、おかしい、という感覚だけを覚える。

　けれど、その出どころに気づくより早く、魔女が笑いながら言った。

「本人を目の前にして言いたい放題だなあ。ふふん、まあ気持ちはわかるけれどもねー」

「……本当に本物の、灰色の魔女、なんですか？」

　恐おそる恐る、という風に訊ねるソニカ。

　魔女は楽しそうだった。教きよう壇だんを我わが物もの顔がおで占せん拠きよするなり、肘ひじを突いて笑っている。

「そうさ。まあ数百年単位で眠っていてね、実のところ活動している時間のほうが遥かに短いんだよ、私は。外見的な違和感は、その辺りが理由だから目を瞑つぶってほしいな」

「……はあ……」

「信じられないかな？」

　というよりは、信じる信じない以前に状況が掴つかめていないのだろう。

　実際、ソニカにしてみれば、はあそうですか以上の感想など持ちえない様子。

「それなら、うん。証しよう拠こを見せよっか」

　目を細めるソニカに、まだ信用されていないものと勘かん違ちがいしたのだろう。魔女はそんなことを言う。

　銀色の長ちよう髪はつがはらりと揺ゆれた。俺が貸した黒いローブは、当然だがサイズがまるで合わないため、袖そで口ぐちが余ってだぼだぼだ。魔女は、その腕をパタパタ振ふる。




「――《はい喚起おいで》、っと」




　適当極きわまりない略式詠唱キーコード。たったそれだけで、魔女は神秘を成立させる。

　それ自体は驚おどろくようなことじゃない。驚きよう愕がくすべきは、発動した魔術の内容だ。

　魔女が手を振った次の瞬間、教室に救世科の生徒たちが現れたのだ。

「灰式……空間転移!?　しかも、これは――」

　ソニカの驚愕が、言葉になって俺にも届く。

　そう、それだけじゃなかった。最初から教室にいた俺とソニカの位置までが、気づけば別の座標へ移動している。俺は入り口付近から教壇の横に、ソニカは自分の席に。

　アミ、イフリア、ラーク、リューリ。全員が、自分の定位置に座すわっている。

「……本物、だ……」

　ソニカも納得せざるを得ない現実。パフォーマンスとしては充じゆう分ぶんすぎる魔術だった。

「――え、ふぇ？　あ、あれ？　アキ兄？　おおおっ!?　なんじゃこりゃ面白っ!?」

「あ、あれ？　風が？　え？　何これ？　教室？　は？　え、え!?」

　驚きを露わにしたのは、アミとラークのふたり。

　どちらも制服を着た状態で、しきりに首を捻っていた。

「……んにゃ？」

　一方、リューリは寝ね間ま着き姿のままだった。目を擦りながらゆっくり顔を上げる。

「おお……あれー？　あたし教室で寝ねてたっけ？　なわけないか……じゃあ夢だな」

　そしてまた眠った。すげえなこいつ。

　アミとラークが、そんなリューリを見て言葉を交かわす。

「ふむ。アミ、どうやらこれは夢らしいぞ？」

「そうなの、ラーク？　でもリューリが言うならそうだねきっと！」

「そういうことだ。つまりアミ、今なら何をしても夢だから許されると思わないか？」

「えっ……も、もしかしてラーク……、天才？」

「フッ。この僕ぼくにかかれば、造作もない推察だと言わざるを得ないね」

　すげえな。一いつ瞬しゆんで会話が明後日のほうに飛んでる。

　何を話してるのか一ミリもわかんない。

「どうしよっか。とりあえず掘ほる？　穴掘る？　穴掘ろっか？　掘るよね穴？」

「アミは穴あな掘ほりが好きだね」

「低い場所に行くとテンションが下がるからね！」

「なるほど。あえて気分を落ち着けて、思し索さくを深めようというわけだね」

「あっははは！　いやラーク何言ってんのかわかんねー！」

「フッ。君には負けるよ、アミ」

「よっしゃー！　なんかわかんないけど勝ったぞー！」

「おめでとう、アミ」

「うん！　ラークもおめでとうっ！」

「何が？」

「わっかんねー！　でも感謝の気持ちは大事だよっ！」

「なるほど。深い」

「…………………………………………」

　絶句するアキ先生です。どうも。

　ダメだ、意味がわからない。このふたりの世界観について行ける気がしない。

　何？　なんなの今の？　会話が成立してなかったでしょう？　なんでそんな仲よし？

　欠片も理解できない。俺おれは壁のほうに視線を遣やったまま、教室を見ないようにする。

　それは、何もアミとラークから視線を逸そらしておきたかったわけではなくて。いやまあ視線は逸らしたかったんだけど、これは別の奴に対しての配はい慮りよであって。

「……そのまま視線を動かさないでくださいね、アキ先生」

　いちばん近い席にいたソニカが、ちょっと棘のある声こわ音ねで呟つぶやいた。

「……意外と優やさしいじゃないの、ソニカ」

「いえ……いくら私でも、これはさすがに不ふ憫びんだと思うんで」

「だろうね……」

「とにかく、絶対に見ちゃダメですからね。先生は」

　まあ、言われる前から目線を逸らしていたということは、つまり逸らす前に対象を見てしまっているという話で。やがて逸らされている側も、おそらく気づくことだろう。

　要するに、それはイフリアの話なんだけど。

「……うん？　ここは――なっ」

　イフリアが目を覚ます。俺は必死にそちらを見ないようにした。

　彼女も、リューリと同じでまだ眠っていたらしい。だが夢だと勘違いしたリューリほど寝ね惚ぼけてはいなかった。――この場合、そのほうがむしろ憐あわれだとしても。

「な、なな……なんで教室っ。な、ななな――!?」

　混乱するイフリア。彼女の覚かく醒せいに気づいて、アミが大きな声をかける。

「あ、イフリア、おはようっ！　ねえねえすごいよこれ！」

　ラークもそこで口を開いた。声の感じからするに、おそらくラークもイフリアのほうは見ていない。さすがの危機回かい避ひ能力と言っていいだろう。

「ねえアミ？　ところで夢の中で会っても挨あい拶さつは『おはよう』でいいのかな？」

「え……どうだろ。絶ぜつ妙みようなラインだねっ！　イフリアはどう思うっ？」

「……まずこれは夢でもなんでもないとぼくは思うんだが」

　酷く沈しずんだ声で、イフリアは正しく状況を把は握あくする。

「だろうね」とラークが言って。

「そうなの!?」とアミが言った。

「思うに、ぼくは突とつ然ぜん、眠っていたというのに教室へ転移させられたということかな？」

　誰に対して訊きいているのだろう。俺は答えなかった。

　代わりに答えたのはソニカ。彼女は淡たん々たんと、イフリアの推測を肯定する。

「そうね。その通りよ、イフリア」

「ああ、ソニカ。君もいたのか。着替えているところを見るに、君は起きていたのかな」

「……ええ。私は起きてた。アミとラークもそうでしょうね」

「ふむ。寝てたのはぼくとリューリのふたりか。……リューリは寝間着だね？」

「そうね。パジャマ着てるわね」

「……そうだね……」

　なんだか。

　雲行きが怪しくなってきた気がする。

「まあ、女子としては寝間着姿を見られるのも相当問題ではあると思うんだが」

　イフリアはあくまで淡々と、ひとつひとつ状じよう況きようを確かく認にんするように呟く。

　それはまるで逃げ道みちを塞ふさぐかのように。ソニカもまた淡々と頷いて答えた。

「格好もそうだし、寝ね起おきの顔を見られるのも最悪と言っていいと思う」

「……なら、その最悪を下回ったぼくは？」

　イフリアは硬い声で言う。

　ソニカがゆっくり、首を振る気配を感じた。

「いくら自分の部屋だからって、そんな格好のまま寝るのもどうかと思うけど」

「――だからって、こんな風に下着姿で教室に引きずり出だされるなんて想像できるかな!?」

　そう。イフリアは制服どころか、寝間着すら身に纏まとっていなかったのだ。

　さすがに下着は着ていたが、それもこんな風に露わになるだなんて予想していなかっただろう。こんな状態で転移させられたことが、憐れでならない。

　今日はなんだか肌はだ色いろに縁えんがあるなあ、なんて開き直るわけにもいかないが、だからってこんな事態は予想できなかった。イフリアのほうが驚いただろうけど。

　とはいえこれも事故だ。いや犯人がいる以上どちらかと言えば事件だが、いずれにせよ俺に過失はない。むしろすぐ視線を逸らした辺り、最大限紳しん士し的てきだったと言えよう。

　まあ、イフリアには不運だったと思ってもらうほかない。

　せめて俺の上着くらいは貸してやろう。とりあえず下着を隠せれば、まあ前回の事件のときの格好よりは幾いく分ぶんマシ、という程度になるはず。

　そう思って口を開きかけたところで――、

「さて。ぼくをこんな目に遭あわせてくれやがった犯人には、もちろん報復しなければならないわけだ」

「さすがの陰いん湿しつさね、イフリア」

「ソニカにだけは言われたくないよ。絶対同じこと考えるだろ、君も」

「まあそうだけど」

　そうなのかよ、というツッコミを差さし挟はさむ暇ひまはなかった。

「……ふん。というわけで犯人を特定したいわけだが、心当たりはあるかな、ソニカ」

　当然、犯人など魔女に決まっている。

　はずなのに、なぜかソニカは遠回しな表現でイフリアに答える。

「私じゃないわよ。そもそもできないんだから」

「そうだね。そして当然、アミもラークもリューリにも、灰式なんて使えない」

　やはり雲行きがおかしい気がする。

　なんだ。なんだ、これは？

　空間転移なんて灰式魔術が使えなければ不可能なのだから、もちろん犯人は灰式魔術が使える人間だ、という思考過程自体は正解だ。けれど、この流れだと……。

「ならば犯人はひとりしかいないね？」

　あ、あれぇ……？

　これ、なんか、俺が悪い流れになってない……？　気のせいかな。

「――アキ先生だ」

　いや気のせいじゃねえわ。

　なってる。もう完全に俺がやったみたいな流れになってる。

「ま、待てイフリア！　俺がやったんじゃねえよ!?」
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「おやあ、アキ先生。いたのかい」

「絶対気づいてたよね!?　お、おい、ソニカもなんか言ってやってくれよ？」

　ただひとり犯人を知っているソニカに頼たのみ込む。

　彼女は味方だ。俺の潔白を証明してくれる証人になるだろう。

「――ええ、そうですね」彼女は言った。「論理的に考えましょう。今、この部屋で灰式を使える人間は誰だれか。あらら、これはアキ先生しかいらっしゃらないようですよ？」

　うわあ。

「いやいや嘘だろ!?　そんな当たり前みたいな感じで裏切りますぅ!?」

「裏切りとか失礼なこと言わないでください。私は事実しか口にしていません」

「――ということだが？」

　つーんとした様子で俺の社会的抹まつ殺さつを目もく論ろむ暗殺者ソニカと、震える声音を抑おさえる処刑人イフリア。

　もう俺も必死だった。

「おいぃ、おかしいだろうが！　いるだろ、そこに、下手人が！」

「先生が誰のこと言っているのか、ぼくにはわからないな」

「だからそこにいる奴のことだよ！　俺じゃない、そいつがやったんだ！」

「――だから、誰が」

「は？　いやちょっとおい、まさか――」

　愕がく然ぜんとしながら、俺は教室内を振り返る。

　そこに、あの魔女の姿はなかった。

　逃とう亡ぼうした、ということだ。こんな風に誰かを呼び寄せられるのだから、その逆に自分がこの場から消えることも容易たやすいってことらしい――いやいやいや！

　こんなバカげた冤えん罪ざいを吹ふっかけられて堪たまるか！

「ち、違ちがうんだイフリア、聞いてくれ。これは俺がやったんじゃないんだ！」

　俺はイフリアを見つめて、自らの潔白を主張する。

「……へえ。でも、ほかの誰にもこんなことはできないと思うけど」

「それを言ったら俺にもできねえよ！　離れた場所に散らばってる人間を、しかも正確な位置を知らないまま呼び出すなんて高等技法、今まで一度も使ったことねえだろ!?」

　彼女の目には、非を認めず見苦しい言い訳を重ねているとでも映ったのか。

　イフリアの顔に青筋が浮うかんだ。ほ、本当に俺じゃないってのに！

「なら先生は、いったい誰がやったと言うのかな？」

「決まってんだろ、痴女だよ！　あの痴女だ！」

「痴女」

「そうだよ！　くっそ、なんで俺がこんな目に遭わなくちゃなんねえんだ……！」

「ぼくの台詞せりふすぎる。被ひ害がい者しやはこっちだ」

「俺だって被害者みたいなもんだ！」

　この返答は明らかに失敗だった。

「……ふうん。ぼくの、こんな格好を見ることが、被害……と？」

　火に油を注ぐも同然の失言。そんなつもりで言ったわけではないのだが、今の彼かの女じよには通じそうもない。

　両りよう腕うでで下着をなんとか隠そうとしながら、イフリアは顔を真っ赤にして震えている。

　その様子は羞恥というより、もはや怒いかりのほうが遥かに上回っているようで。

「あ、いや、違うんだ。すまん。そういう意味じゃなくて」

「……そもそも自分じゃないと言うなら、先生。なぜぼくをガン見している……？」

「あっ」

　しまった。

　魔女を探そうと思って、振り返ったままになっていた。

「すまん。意外と気にならなかったもんで、つい」

「誰の体が《まるで気にも留まらないほど無様で貧相》だって!?」

「そこまで言ってないですけど!?」

「第一、誰が痴女だって!?　下着で寝るくらい別にいいだろ!!」

「それお前に言ってないですけど!!」

「絶殺!!」

「何それ絶対殺、あだぁっ!?」

　おそらく、机にでも仕し舞まわれたままになっていたのだろう。

　イフリアが投とう擲てきした触しよく媒ばい用の宝石が、俺の額に高速でぶつかった。

「……っ、あ……、痛っつぁ……!?」

　あまりの痛みに蹲うずくまる俺。

「なんだこれ朝から！　なんだこの仕打ちは！　完っ全に見られ損じゃないか！　せめて少しくらいドキドキするとか反応見せろ、おかしいだろっ!?」

　怒りが明後日の方向に飛んでいるイフリア。

「……ふんだ。ざまあみろ。ふんっ！」

　そして、もはやなぜ怒っているのかさえわからないソニカ。

　休日の早朝から、だいぶ混こん沌とんの様相を呈ていしている我らが救世科であった。

　つまりがまあ、いつも通りで。




「――ふむふむなるほど。予想外の展開にはなったけど、予想以上の成果だったってことだから、まあよしとしておこうか。ふふん、なかなか面おも白しろい展開だね」




　いきなりの言葉が、全員の耳に響き渡った。

　それと同時。いつの間に現れたのか、消えたときと同じ前まえ触ぶれのなさで、魔女が教室に姿を見せる。なんらかの手段で、身を潜ひそめたままこちらを窺うかがっていたらしい。

　こちらの様子を、巻き込まれないように遠巻きから見つめていたラークとアミが、その突然すぎる闖ちん入にゆう者しやの存在に驚きの声を上げた。

「いや痴女だ!?」

「痴女だ――!!」

　片方はもはや喜んでいる気がするが、今さらかかずらってはいられない。

　言われた側の魔女はと言えば、そんなふたりの反応を、むしろ喜んでいるのだから。

「ふふん、その通り！　だが私はただの痴女じゃないのだよ！」

「そうなの!?　すごいのっ!?」

「ああ、すごいとも！　……や、すごい痴女って意味じゃないけどね？」

「アキ兄、すごい人がいるよ！　もうなんか、こう、すごいって！」

「あああああうるせえ！　知ってるわ黙だまれ！　あとイフリア、犯人そいつだから！」

　ツッコミがまったく追いつかない。

　いっぱいいっぱいだ。何がどうなれば、せっかくの休日がこうなるっていうんだ。

　俺は、魔女を強く睨みつける。

　安い威い圧あつが通じる相手じゃないことはわかっていた。俺を過去へ送ってくれた恩人だということも理解している。

　それでも本来、魔女とはそう簡単に信用していい存在ではないのだ。

《魔ま術じゆつ師し》ではなく、《魔女》と。

　そう呼ばれているのは、それだけの理由があるからだ。千年を生きると言われる魔女を相手に、油断することなんて許されなかった。

　――俺は、彼女を完全な味方だとは信用していない。

「……灰色の魔女。そろそろ教えてくれ」

　それでも下手に出ているのは、彼女の魔術の力量が埒らち外がいの域にあるからだ。

　冗じよう談だんみたいな行動に、冗談みたいな技術が用いられている。その底は俺にすら読めないレベルで、彼女がその気になればこの学院を滅ほろぼすことすら容易だろう。なんの前触れもなく自在に空間を移動する魔術――それを攻こう撃げき的てきに使えば、いったいどうなるか。

　もはや俺は、魔女が気き紛まぐれでそれをしない、と確信することはできなくなっていた。

「お前は、いったい何をしにこの学院に来たんだ？」

　魔女はふっと笑って答える。

「赤くなった額を押おさえながら言われても、まるで格好よくないな……フッ」

「誰のせいだと思ってんだテメェ！」

　信じられねえ。

　こいつ鼻で笑いやがった。

「まあまあ。お陰かげでいいものが見られたからね。それだけでも来た甲か斐いがあったさ」

「ヒトが勘違いで石ぶつけられる様を見て《いいもの》っつったか今」

「別にそのことじゃないけれどね。うん、とりあえず、みんな仲がいいようで安心だよ」

「――はぐらかすなよ。頼む、目的があるなら答えてくれ」

　杞き憂ゆうであることを本心で祈いのりながら。

　それでも、魔女が今ここで牙きばを剥むくという、最悪の想像に備える。

　そんな俺の警けい戒かいは、魔女にも伝わっているらしい。彼女はふっと表情を崩くずすと、どこか疲つかれたように溜息を零こぼしてこう言った。

「そこまで邪じや険けんにされると、私としても傷つく気分だよ。これでも私は、君たちの味方であるつもりだけれどね」

「……そうであることを、俺も願ってるよ」

「警戒するなとは言わないけど、それでも寂さびしいな。私はずっとひとりだったんだ、少しくらいの悪戯いたずらは大目に見てほしいね。もう数百年、人と話していないんだ」

「…………」

　そうまで言われてしまうと、こちらとしても毒気を抜ぬかれる気分だ。

　やはり敵意はない、と判断してもいいのだろうか。もともと、魔女がその気ならとうに殺されている、と考えれば警戒する必要はなかったようにも思える。

「まあ、充分に堪たん能のうしたさ。ええと、それで、私がここに来た目的だったっけ？」

「……ああ。それを教えてくれるなら、こっちも安心できる」

「それは決まってるさ。というか考えればわかるだろう？」

　教室の正面に立った魔女が、俺たち全員を睥へい睨げいして。

　凝こり固かたまった笑顔のままで告げる。




「――君たちを鍛えに来たんだ。このままじゃ、魔ま神じんに勝てずに死ぬからね」




「おい、やめろっ!!」

　反射的に俺は叫さけんでしまっていた。

　こいつらに、自分が死ぬ未来を知ってほしくなかったからだ。そんな未来を、よりにもよって魔女の口から語られることが嫌いやで、気づけば声が出てしまっていた。

　知らず体に力が籠こもる。そんな俺を見つめて、ソニカが小さく、震ふるえる声で言った。

「アキ、先生……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配すんな、ソニカ。お前らはもう死んだりしねえよ」

「……別にそういうことじゃないんですけど」

「何？」

「……いえ。なんでもないです」

　俺が首を傾かしげると、ソニカは視線を逸らして零すように呟く。

　てっきり魔女の言葉に怯おびえたものと思ったのだが、違っていただろうか。

「意外と鈍どん感かんだね。いや、そうであるよう努めているのか」

　そんなこちらを見て魔女は語る。その表情は、やはり愉ゆ快かいそうにしか映らない。

「ソニカ＝アルハーツの心配は伝わっていないようだね。ま、わかっていたことだけど」

「……何を言ってる」

「いや、別に？　まあひとり目は君でいいだろう、と思っただけさ。ふたり目は、そうだね。ここはやはりイフリア＝エルクレグリがいいだろうか？」

　その言葉に、ぞっとした。

　俺は自分が抱いていた感情の出どころに気づく。なぜ魔女を信用できなかったのかを。

　それは魔女が、明らかに自分の理り屈くつだけで全すべてを決めているからだ。

　彼女は他人の都合を斟しん酌しやくしない。自分の我を押し通とおすだけの力を持っているから。

　それは傲ごう慢まんと呼ばれるべきものではなかった。単なる事実だ。

　彼女の決定に逆らえる者などいない。それをわかっていて、どうして俺はもっと警戒をしておかなかったのだろう。――いや、そんなことにさえ意味はないのか。

　ようやくわかった。

　魔女は決して悪あしき存在ではないのだろう。

　悪かどうかで判断していたことそのものが間ま違ちがいだっただけだ。

「……ぼくが、なんだ？」

　イフリアが不審そうに問う。

　魔女は、やはり楽しそうに笑っている。それ以外の感情を知らないかのように。

「話を聞いているに――貴女あなたは、あの灰色の魔女なのか？」

「そうだよ？　それとわかるように君たちを呼び出したんだから」

「……ぼくらになんの用だ」

「決まっている。決まっているだろう。二代目救世衆に対する用件などひとつだ」

「それは――」




「――世界を救ってもらわなければ困るという話さ。それは魔女である私にすらできないことだからね。そりゃ当然、君たちに失敗してもらうわけにはいかないだろ？」




「ねえ、アキ先生。私、なんか嫌な予感がしてきたんだけど……？」

　そこで、ソニカが言った。魔女をまっすぐに見み据すえて。

　イフリアも同時に言葉を作る。

「奇き遇ぐうだね、ぼくもだ。まったく、魔女ってのはやっぱり悪い奴なのか」

「いいや。そいつは魔女に対する偏へん見けんってヤツだぜ、イフリア＝エルクレグリ」

　言い切ってから、魔女は両腕を左右に開き、酷こく薄はくにその口端を歪ゆがめる。

　そうだ――この笑えみだ。魔女はさきほどからずっと笑え顔がおでいる。それが不気味だった。

　彼女の双そう眸ぼうが、何かを映しているようには見えないから。

「私は君たちに協力するつもりだよ？　なにせ時間は限られているんだ、ならば選せん択たく肢しはひとつだけ。どんな手を使ってでも、最速で強くなること――その協力をしよう、と私は言っているんだよ」

　言っていることは実に正当。むしろこちらから喜んで助力を乞こうべきだろう。

　にもかかわらず、まるで背筋に怖おぞ気けが走るような不快感を覚えてしまう。

「でなければ、君らは間違いなく死ぬだろう」

「……間違いなく死ぬ、とはあっさり言ってくれるな。不安を煽あおるのはやめてくれ」

「言われてもね。事実なんだから仕方ないだろ。なぜなら魔神は私より強く――」

　その瞬しゆん間かん。

　全員が臨戦態勢に入った。




「――その私にさえ、君らは束になっても敵かなわないのだから」




　魔術の気配。最速で対応できたのは、こうなることを半ば予期していたからだ。

　けれど事実として、そんな抵てい抗こうは魔ま女じよを相手に意味をなさない。この程度ではまったく足りない。あるいは初めから、抗あらがおうとするほうが無理な話だったのか。

「ふふん、反応がいいね。よく訓練されているじゃないか」

　あまりに遅おそい。俺たちは魔女に対して、正当な脅威を抱くことができなかったのだ。

　足あし下もとの床ゆかから光が浮かぶ。夜の月に似た、銀に近い輝かがやきだ。

　円の中に複雑な紋もん様ようを結ぶような、それは魔ま力りよく光が描えがき出す魔ま術じゆつ陣じん。灰式魔術システム／グレイ。

「――っ、全員逃にげろ！　効果範はん囲いを出て――」

　叫ぶ俺の言葉を、魔女は当然とばかりに切り捨てた。

「無む駄だだよ。この私から逃げられる場所など、人界のどこにもありはしない。いや、それ以前にそもそも逃げ出せないだろ？」

　その言葉の通りだった。俺たちの両足は、まるで縫ぬい留められたかのように動かない。

　移動阻そ害がい。対象の《位置》を固定し、移動を概がい念ねんごと封ふう殺さつする空間干かん渉しよう魔ま術じゆつ。

　こうなってしまった時点で、もはや抗うすべがない。

「君らはこの王国にとって替かえの利きかない貴重な人材だ。だがその目的はあくまで魔神を倒たおすことであり、ひいては世界を救うこと。たとえ命を賭かけてでも、近道さえ踏とう破はしないほどの勢いで強くなることが義務だ。――そして反則には当然、代だい償しようが必要だね？」

　魔女は言っている。外法を使ってでも強化されることが役目だと。

　だが、それは諸もろ刃はの剣だ。そんなことをしなくても、彼女たちは強くなれるのに。

「待て魔女、無理に命を賭けて失敗したらどうするんだ！　それこそ取り返しのつかない事態になりかねない！」

「それならそれ、それまでだった、ってことだろ」

　制止する俺。だが魔女は首を横に振った。

　価値観が違いすぎている。果たして、魔女は当然のように告げた。

「――その程度で救世なんて不可能だし、できないんなら死んだって別にいい」

「テ、メ……ふざけたこと言ってんじゃねえぞ!!」

「別に殺すとも死ねとも言っていない。そうなるかもしれないというだけだ。というわけだ。よく聞け、第一の課題――私のところまでやって来い」

　魔女は一方的に、そう宣言した。

　こちらの返答を待つことさえしない、強制的な宣告だ。

　それが刻限であったと示すよう、同時に魔女の描いた魔術陣が発動する。輝く燐りん光こうが、淡あわく俺たちを包つつみ込んだ。

　そしてその中へ溶とけ込んでいくかのように――。

「このふたりは預かっていくよ。助けたければ私の城までおいで、ってことさ」

「おい、くそっ――待て、ふざけんじゃねえ、おいっ！　灰色の魔女っ!!」

　次の瞬間、何ごともなかったかのように教室の光が消えて。

　それと同じように、ソニカとイフリアのふたりが忽然と姿を消していた。

「――連れ、去られた……？」

　呆ぼう然ぜんと俺は呟く。考える頭が停止していた。

　直後だ。廊ろう下かの向こうから駆かけてくる足音が響ひびく。そいつはこの教室の前まで来ると勢いよく扉とびらを開き、ほとんど転がり込んでくるような速度で部屋に現れた。

　ロクサディムだった。

「おい、今のバカげた魔力量はなんだ!?　いったい何が――」

　おそらく異常を察して駆けつけてきたのだろう。

　彼かれの職務には、そういえば救世科の生徒たちの護衛も含ふくまれていた。

　だが結局、彼の問いに俺が答える機会はないままだった。俺ははっとして叫ぶ。

「――ロクサ！　後ろだ!!」

「ッ――!?」

　言葉に先んずるほどの反射で、背後からの接近者にロクサは対応を試みる。

　だが彼の実力でさえ、空間という概念そのものを踏ふみ躙にじる超ちよ越うえ者つしやには及およばなかった。




「ついでだ。こいつも借りていくとしよう」




　ロクサの背後に姿を現した魔女が、そっとその背に手を触ふれる。

　たったそれだけで、今度はロクサが魔女とともに、どこへともなく姿を消した。

　あらゆる空間を完全に掌しよう握あくし、物理的三次元的な位置や距きよ離りの概念をないも同然に扱あつかう超越者。灰色の魔女。

　彼女がほんの少し本気になれば、三人の魔術師を学院から攫さらうことなどこうも容易い。

　その事実を、逆立ちしても及ばないほどの実力でもって突つきつけられた気分だった。

　――あまりにも次元が違う。

　それこそあの魔神と対たい峙じしたときのように、為なすすべがなかった。まるで奴やつだけがこの世界とはまったく異なる法則の下に存在するかのような、超こえることのできない格差。

「……くそ！　どうする、どうすりゃいいんだこんなん……!?」

　高速で脳を回転させる。だが、果たして冷静な思考ができているかどうか。

　俺は焦あせっていた。ここまで追おい詰つめられた気分になるのは、この二周目の世界を訪おとずれて以来、初めてのことだ。力押しではどうにもならない、そんな気にさせられる。

「……畜ちく生しよう。とにかく奴を追わなきゃ……だがどうやって？　魔術で消えた奴がいったいどこに飛んだかなんざ、どうやって調べりゃいいっつーんだよ……っ」

　思考が空転している気分だった。まったくもって前に進んでいるという気がしない。

　それでも考えることをやめない俺に、ふとかけられる声があった。

「ね、アキ兄？」

「なんだ、どうしたアミ。悪いが下らない話ならあとで――」

「え？　いや、魔女さんを追いかけるんでしょ？　ならさっさと行こうよ」

「……お前なあ」小さく息をつき、アミに向き直る。「状況わかってねえのかよ？　なんでそんなあっけらかんとしてんだ。仲間が攫われてんだぞ、少しは焦ったりとか――」

「まあ大丈夫でしょ！　アキ兄がいるんだし、なんとかなるなる！」

「…………」こいつは。

　正直、少しだけイラっとした感情を抱かないでもなかった。

　だが見ればアミだけではない。ラークもまた、特に慌あわてるでもなくこちらを見ている。

「……お前も平気そうだな、ラーク」

「フッ、まあね。この程度の事件、僕にしてみれば恐おそれるに足りない」

「だったらあいつらがどこに連れ去られたのか教えてくれ」

「――――」ラークはさっと視線を逸らした。

　こいつ。

　思わずジトっとした視線を向けた俺。だがラークは、軽く首を振ふるとこう続ける。

「でも実際、大した問題じゃないですよ、先生」

「……だから、なんでお前らはそんな余よ裕ゆうなんだよ」

「そりゃ僕だけだったらわからないけど。でもアミが平気そうだから」

「は……アミ？」

　言われるがままに、名前を呼ばれた少女を見み遣やる。

　アミは俺の視線に気づくと、きょとん、と首を傾げて言った。

「ん？　どしたの先生。早く行こうよ！　わたし、魔女のお城とか超ちよう楽たのしみ！」

「……なんなのお前。さっきのやり取り聞いてなかったの？　そんな楽しそうな感じじゃなかったでしょうが明らかに。ソニカとイフリアが危ないかもしれないんだぞ？」

「え、なんで？　別に大丈夫でしょ」

　もしかしてこいつは本当に事態を理解していないのだろうか。

　そう考えた俺に、けれどアミはあっけらかんと、ごく当たり前のことを言う様子で。

「だって別に、あの魔女さんから嫌な感じはしなかったし。なら平気だよ」

「……おまっ……」

　思わず、俺は絶句した。ここまで根こん拠きよのないことを、自信満々に告げられるとは。

　だが確かに俺は、この少女の、異様とも言うべき直感を知っていた。

「わたしはあの魔女さん、いい人だと思うなー。ラークもそう思うでしょ？」

　にへらっと笑いながらアミは問う。その表情に浮かんでいるのは純じゆん粋すい極きわまりない興味と関心。これから魔女のお城に行けることが、楽しみで仕方ないと言わんばかりに。

　対するラークはあくまで淡々と、つまりは冷静にアミに答える。

「いや、僕ぼくは普ふ通つうに痴女だと思ったけど」

「なるほど！」

「でもアミが言うんなら、きっとそうなんだと思うよ」

「えっへへ。さっすがラーク、わたしのことわかってるねっ！」

「いや、それはさっぱりわかんないけど」

「あれえっ!?」

「でも信じてはいるよ」

「そっか！　よし、ならたぶんいいってことよー！」

「アキ先生だっていることだし。なら大丈夫なんじゃないかな？」

　信用とか信しん頼らいとか、たぶんそういうものではないのだ。

　言うなればそれは覚かく悟ごが近い。その選せん択たくがもたらす可能性を見据えた上で、なお相手を信じて行動する。仮にそれが間違っていたとしても、その責任は自らで背せ負おうから。

「……だな。悪かったよ、お前らより焦ってちゃ世話もない」

　俺おれは頭を下げて言う。

　別に、アミの直感を全て鵜う呑のみにしたってわけじゃない。

　ただ単純に、焦っていても仕方がないと気を取り直しただけ。教え子に教えられる、というのはこういうことだろうか。いや、単にその能天気さに当てられただけか。

「だいじょーぶ、だいじょーぶ！　アキ兄ならきっとどうにかできるよ！」

　あっけらかんと笑うアミに釣つられ、俺も思わず苦く笑しようしてしまう。

　と、その瞬間に気づきがあった。アミの言う、俺ならどうにかなる、という言葉に引きずられたのか。

「……もしかして。いや、いけるんじゃないか……これ？」

　直感だ。そう言ってしまって構わない程度の思いつきでしかない。

　それを確かめるべく、俺は教室の床にしゃがみ込んだ。莫ばく大だいな量の魔力で行使された、魔女の魔術には残ざん滓しがある。そこから行き先を逆探知することができれば――、

「――う、ううん……？」

　考え込む俺の耳元に、眠ねむ気け交じりの声が聞こえた。

　……ああ。そういえばこの教室には、もうひとり生徒がいるんだった……。

「んー……っ！　ふあぁ。おはようござ……――あ、あれっ？」

「……お前」

「あれえ、アキ？　うーん……なんであたし、教室にいるんだろ。……何これ？」

「よく眠ねむれたみたいだね、リューリ……」

　今の今まで、この状況で、完全に眠り続けていたリューリがようやく目を覚ます。

　彼女は何もわかっていない様子で、しきりに首を傾げながら呟つぶやいた。

「……はえ？」

　こいつもこいつで、ある意味だいぶ大物だよなあ、と苦笑する俺であった。




※




　眼前の光景が一いつ瞬しゆんで切きり替わったことで、初めて自分が転移に巻き込まれたと気づく。

　ソニカにも、イフリアにも、逃げるとか防ぐとか、そういった対応を考えさせる暇すら与あたえない瞬間の魔術行使。その速度だけでも、脅威の程度が理解できた。

「……イフリア。ここ、どこか知ってる？」

　気がつけばどこか広間のような場所に立っていたソニカが、隣となりに立つイフリアへ問う。

　何も答えを期待して訊たずねたわけじゃない。実際、イフリアは首を横に振った。

「いいや、想像もつかない」

「でしょうね。私にもわかんないわ」

　どこか大きな城か屋や敷しきの、入口に相当する広間――という表現が最も適切だろうか。

　ふたりのすぐ真後ろには両開きの大きな扉。その反対、正面には絨じゆう毯たんの敷しかれた階段が上階へと続いており、壁かべには別の部屋へ通じているらしき扉がいくつもあった。

「……アルハーツの本ほん邸ていも、ちょうどこんな造りしてるけど」

「ああ、君の実家か。となると、どこぞの貴族のお屋敷ってとこなのかな」

「どうかしらね。確かにお金のかかってそうな感じだけど、人の気配がなさすぎる」

「まあ、魔女に連れてこられたんだ。今さら何があっても驚おどろか――」

　ばたん！　と、いきなり上階の扉が勢いよく開かれた。

「――うわあびっくりしたぁ!?」

　体をビクンと跳はねさせるイフリア。ソニカは視線を向けないままで、小さく突っ込む。

「今さら何があっても、なんて？」

「……うるさいな。別に驚いてなんかない。ちょっとびっくりしただけだ」

「どう違うってのよ……」

「いろいろ違うだろう。ニュアンスとか。いろいろ」

「……まあ、お好きにすればいいけど」

「超ちよう黙だま」

「何それ超黙れって意味？」

　普ふ段だんはアキと繰くり広ひろげるやり取りを、代わってソニカが務め上げた。

　そんなことができるくらいには余裕だった。というよりは、単なる開き直りか。

　ふたりは今、二階のいちばん左に見える扉へ視線を注いでいる。

　突とつ然ぜん開かれたその扉からは、さきほど教室に現れた――あるいは自分たちを呼び寄せた――あの《灰色の魔女》が、今度はきちんと服を着た状態で姿を見せたのだ。

「おーい、気分は平気かなー？　うん、見たとこ大丈夫そうだ」

　ついさきほどまでの威圧感の大きな様子とは、雰ふん囲い気きがだいぶ変わっている。

　ソニカは思わずイフリアに目配せした。イフリアはそれに気づいたが、軽く肩かたを竦すくめるだけで、すぐに視線を魔女に戻もどす。ソニカも視線を上げた。

「まったく。鍵かぎなんて普段使わないからな、失くしたかと思ったよ……っと！」

　などと呟きながら、魔女は二階の手すりに腕うでをかけ、そのまま身を躍おどらせて階下に飛び降りた。ソニカもイフリアも、すぐ傍へ着地した魔女に目を丸くする。

　どうしてわざわざ飛び降りたんだろう。

　素そ朴ぼくな疑問を浮かべたふたりに、魔女は「ほら」と何かを投げて寄よ越こした。咄とつ嗟さに受け取ったソニカが手の中を見てみると、そこには金属製の小さな鍵がひとつ。

「……何これ」

「君らの個室の鍵だよ。しばらく滞たい在ざいしてもらうことになるからね」

　ソニカの問いに、魔女は当たり前の如くそう答えた。

　ちら、とソニカはイフリアを見る。軽く肩を竦めることでイフリアは返した。

　再びソニカは魔女に向き直り、改めるようにこう告げる。

「――じゃあ、さっきのはやっぱり演技……だったんですね？」

　問い、というよりは確かく認にんに近い声こわ音ねだ。

　魔女は軽く笑みを零す。その表情は教室で見たものと色が違い、確かに感情を見み出いだせる種類のものだった。

「あはは、バレちゃったか。結構いい演技だったと思うんだけど、どうして気づいた？」

「……アミが、まったく警戒していなかったので」

　ソニカは、アミを仲間として信頼している。彼女の直感は、時に理屈を超えて機能することがあると知っているからだ。

　たとえば先の研究所で、彼女だけが何かに気づいて外へ駆け出だしていったように。また彼女は、イフリアとアキが無事であると、知っているかのように振る舞まっていた。

　単純な索さく敵てき能力で言えば、救世科の中ではラークが最も優すぐれている。

　彼もまた、風の声を聞くことで、常人には察知できないなんらかの情報を知覚しているのだろう。アミの直感もその類だと考えれば、納なつ得とくできない話ではなかった。

　ある意味ではアミを欠片かけらも信頼していないアキよりも、むしろ彼女に対する信頼は仲間であるふたりのほうが大きい。そういうことだ。

　事実この世界には、ときどき神に愛されたかのような特とく殊しゆな能力を持つ者が存在する。

　ソニカとイフリアは、アミがその類たぐいなのではないかと見当をつけていたのだ。

「ああ……あの子か。アレはなあ……うん。まったくもって厄やつ介かいだよ」

　そしてそれが、間接的に魔女によって肯こう定ていされていた。

　なぜ魔女がそれを知っているのかは知らないが、魔女なのだからそういうこともあるのだろう。アミにはおそらく、常人とは異なる感覚が能力として備わっている。

「ま、こんなもんバレて当然かもな？　ふふん、なんで私に救世科の子たちを殺す必要があるんだって話だ。あんな与よ太たを信じるのは君らの先生くらいかもしれん」

　魔女は小さくかぶりを振ると、それから笑い飛ばすように言う。

　だいぶん気安い感じだ。イフリアはわずかに目を細めると、それから魔女に訊ねる。

「……貴女あなたは、アキ先生を知っているのか？」

　もちろん存在としては知っているのだろう。現に自分たちのことも魔女は知っている。

　だがイフリアの問いはそういう意味ではなかった。要するに、アキ先生と知り合いなのかと訊きいているわけだ。

　魔女は薄うすく、楽しそうな笑みを零す。それから皮肉げに口角を歪めて。

「そう硬かたい口調で話さなくていい。――しかし、その質問にはちょっと答えづらいな」

「……それは、どういう」

「会ったことがあるのか、という意味の問いなら答えはノーだ。私とアキ先生は、確かにさきほどが初対面だったさ。これは嘘うそじゃない。だけど知ってはいる」

「…………」

「はは、まあ心配しなくとも、きっと今いま頃ごろ、死しに物もの狂ぐるいでここに来る方法を探している。遠からず君たちを迎むかえに来ると思うよ。――愛されてるね、嬉うれしいかい？」

　からかうような口調。その問いに対するふたりの反応は違ちがっていて。

「当然だろう」

　とイフリアは薄く微笑ほほえむ。その態度には、アキに対する確かな信頼と好意があった。

　一方のソニカは、顔を赤くしながらわずかに俯うつむく。

「別に、愛されてるとか……そういうのじゃないと思いますけど」

　そんなソニカの態度にも、やはり信頼と好意は見えている。同時に恥はじらいがあるだけだ。

　そして魔女は、だからこそこのふたりを選んでいた。

「どうだい？　惚ほれた男に助けられるお姫ひめ様さま、という役どころも悪くはないだろ？」

「――な、何言ってるんですか!?」

　ソニカは露ろ骨こつに反応した。この態度で隠かくしきれているつもりな辺り、乙おと女め的だ。

「ほ、惚れたとか……そういうんじゃないんですけど!?　ないんですけどっ!!」

「……そこまで初心な反応を見せられるとはね。ご馳ち走そう様さまだ」

「何がですかっ!?」

「その様子だと初はつ恋こいかな？　いいねえ、甘酸っぺえよ。青春だなあ」

「なんなのよ、この魔女――!?」

　唸うなるように警戒を見せるソニカは、半ば野生動物のようだった。

　ただ、その一方で、イフリアは魔女からの指し摘てきに特別慌てた様子を見せない。

「……君はどう思ってるんだ？」

　訊ねた魔女に、イフリアは余裕で答えた。

「囚とらわれのお姫様なんて、ぼくはもう経験済みだからね。新しん鮮せんさがないよ」

「その反応は面白くないなあ……」

「いきなり攫ってきた魔女に、そんなことを言われたくはない」

　普通に答えるイフリア。驚いたのはむしろソニカのほうで。

「……え。え……？　イフリアって、あんた、まさか……先生のこと、好きなの？」

　狼狽うろたえるソニカに、

「――好きだよ。惚れている」

「な、」

　いっそ男らしいまでにイフリアは答えた。

　この態度には、訊いたソニカのほうが絶句してしまう。

「別に隠すことじゃないと思うけどね。むしろ悪い虫は払はらっておいたほうがいい」

「や、え、ちょ……」

「だからソニカ。君がぼさっとしているなら、先生はぼくが貰もらってしまう」

　それは宣言だった。実際のところはイフリアだって、充じゆう分ぶんに恥じらっている。

　傍で見ている魔女の目には、朱しゆに染まったイフリアの耳が映っていた。それでもあえて宣言したのは、おそらく強力な恋こい敵がたきに対する牽けん制せいと発破なのだろう。

「それでもいいのかな？」

「……別に、私は……そんな、えと」

　半ば開き直っているイフリアに対して、自らの気持ちを未だ持て余すソニカは答え方がわからない。少女には、その感情の名前がまだわからないのだ。

「ま、君がいいならそれでいいさ。ぼくにしてみれば、むしろ好都合だからね」

　――それより、と。

　イフリアは話題を変えるべく魔女に視線を向けて。

「さきほどの話が嘘なら、灰色の魔女。貴女はいったいなぜぼくらをここへ？」

　確認しておくべきことではあった。

　魔女の目的は未だに不明だ。そしてどんな理由があれ、救世科の生徒を学院から攫ってこの居城へと連れ出したことは事実。その真意は問とい質ただしておくべきだった。

「――別に、全てが嘘だったってわけではないよ？」

　果たして魔女は答える。

　演技なのか、それとも本心なのか。やはりそれは魔女らしい艶えん笑しよう。

「君らを鍛きたえてあげるつもりさ、ここは本当。そしてその訓練に命を賭けてもらうことも嘘じゃない。まあ、ダメそうだったら普通に助けてあげるけれどね？」

「――このままではぼくらは死ぬ、と？」

　それはあの教室で魔女が発言した言葉。

　全てが嘘ではない、と魔女は言う。ならばその言葉の真意は。

「死ぬね。――君らは確かに才能豊かで、それをアキ先生の指導の下、急速に開花させている。だが忘れてもらっては困るが、君らの敵は神なんだよ？」

　――仮にも神様を相手に、その程度でどうにかなると本気で信じているのかい？

　魔女の指摘は痛つう烈れつで、かつ現実的だった。少なくとも笑い飛ばすことはできなかった。

「というわけでの訓練なのさ。さて、出てきてもらおうか」

　魔女が言う。それと同時、気づけばふたりのいる場所がまたしても変わっていた。

　転移というよりも、いっそ場所の光景のほうが移り変わったかのような。前まえ触ぶれのない魔ま術じゆつ行使の結果、気づけば周囲が荒野に変わっている。

　そしてふたりの目の前には、ひとりの男が、不ふ機き嫌げんそうな表情で立っていた。

「灰色の魔女か。いきなり連れ出して放置とはやってくれる」

　――ロクサディム＝シュー。

　ふたりにとっては王国から派は遣けんされた護衛、という印象の男性だ。

　その様子から察するに、おそらく彼も魔女によっていきなり拉ら致ちされたらしいが。

「そう言うな。現状、実力的には君ら三人がトップスリーだからね。ならいっしょに訓練してもらうほうが効率的だと思ったんだよ」

「……お前は……」

「ま、話はあとでもいいだろ？　ていうかもう話すのが面めん倒どう臭くさい」

　身も蓋ふたもないことを魔女は言った。

「さて、君らに課す最初の訓練内容は模も擬ぎ戦だ。ロクサディム、君と一対二だ。ソニカとイフリアは組みなさい。その程度には実力差のある敵だと思って」

　ソニカとイフリアに、組んでロクサディムと戦え、と魔女は告げる。

　そのロクサディムはといえば、納得していないらしく首を振ってこう言った。

「なぜオレが、お前の言うことを聞かなきゃならない？」

「なぜ私が、お前に拒きよ否ひ権けんを許すと思うんだ？」

「――――」

「いいから殺し合えと言っているんだよ、私は。大だい丈じよう夫ぶ、それでも君らは死なない。私が死なせないからね。――ていうか、やらなかったら私が殺さなくても君らは死ぬんだよ」

　ソニカもイフリアも、ここに来てやはり自らの認にん識しきの甘あまさに気づいた。

　確かに魔女は、意味もなく殺しにくるような破は綻たん者ではない。だがその価値観が、それだけで自分たちと相あい容いれるかどうかまで証明されたわけではないのだ。

　鍛えるという言葉は嘘ではないのだろう。

　しかしその手段は確かに、アキの訓練よりずっと危険だった。

「命のやり取りをしなければ超えられない壁というものは、確かにあるんだよ。私が監かん督とくすることで、その経験を死の危険なく得られるっつってんだぜ？　諸もろ手てを挙げて喜べよ。それをしないっていうなら、仕方ない――死んだほうがマシな目に遭ってもらうぜ」

　ソニカも、イフリアも、そしてロクサディムも。

　三人とも覚悟を決めざるを得なかった。魔女に逆らうことは許されない。

　なぜならば――。




「そうだな。真ま面じ目めにやらないなら、君らが死んでも知られたくない秘密を、アキ先生にペナルティとしてバラす、とかどうだろう？」




「……最悪だ」

「そうね、最悪だわ」

「オレも同感だね」




　――彼かの女じよは、紛まぎれもなく《魔女》なのだから。




※




「あ、の、魔女め……マジで最悪だ畜生……!!」

　灰色の魔女の手によって、ソニカ、イフリア、そしてロクサを攫われてから。

　教室に残された魔力の残滓、術式の痕こん跡せきから行き先の解かい析せきを始めた俺は、日付が回って深夜になってようやく作業を終しゆう了りようさせた。

　難度の高い灰式魔術の魔術陣を、わずかな知識とこれまでの経験から読み解く作業。

　それは同じ文字を使っていながら文法がまるで異なる異国の言語を読み解くかのような作業だった。地道に進める以外に方法がなく、そのせいで時間を喰くわれてしまう。

「おー、終わったん？　お疲つかれ、アキ兄！」

「リシェさんに頼たのんで、食事を貰ってきてあるよ」

　それと同時、ちょうど教室にアミとラークが戻ってきた。あるいは偶ぐう然ぜんではなく、このタイミングさえ悟さとっていたのかもしれない。

「あー、サンキュ……ぐあ、つっかれたあ……！　マジで頭割れるかと思った」

　とはいえ、術式を解析したことで新たな魔術が使えるようになったのだ。それ自体は、悪い結果ではないように思う――というか。

「俺に解かせるために、あえてヒントを残していった、ってことか……？」

「アキ兄？」

　首を傾かしげるアミに、首を振ることで返す。

「いや。それより悪かったな、こんな時間まで待機させて」

「いいよいいよ！　だってアキ兄しかどうしようもないもんね、こんなの！」

「……そうなんだよなあ」そこが引っかかると言えば引っかかるのだが。「ま、考えてても仕方ない。出発しようぜ！　あいつらもきっと待ってるはずだ」

　全すべては魔女に訊ねればいいだけの話。そのために、こんな時間までアミたちに待機していてもらったのだから。

　準備はできているらしい。アミとラークは即そく座ざに頷うなずいた。あとはリューリなのだが、

「……お前も。そろそろ落ち込んでないで起きろ」

「うぅ……寝ねててすみません……」

「そういう意味で言ってねえよ、もう、相変わらずだな」

　部屋の隅すみで、膝ひざを抱かかえて丸くなっていやがる。

　何時間、落ち込み続ける気なのか。どうにも自分に自信のない奴だ。

「ほら立て、行くぞ。お前の力も必要になるんだ」

「……本当に？　本当にあたし、いる？　邪じや魔まじゃない？」

「邪魔じゃない邪魔じゃない。頼たよりにしてんだ、頼らせてくれよ、リューリ」

　この中で、魔女の記き憶おくをしっかりと持っているのはリューリだけ。

　ならば彼女がキーになる可能性もあった。単純に、戦力としても信頼できる。

「えへへ……。じゃあ、がんばる」

　幸い、リューリもようやく復活してくれた。

　落ち込みやすいのが難点だが、経験値としては彼女が救世科でもいちばんなのだ。特に実戦経験に欠けるアミとラークしかいない現状、リューリの助力は不可欠だろう。

　この先、何が起きるかわかったもんじゃない。
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　あの魔女の性格がねじくれ曲がっていることは自明の理。なぜなら俺の周りには性格がねじくれ曲がった奴しかいないのだから。実に論理的と言わざるを得まい。

　そんな奴の根城へ向かう以上、でき得る限りの警けい戒かいを怠おこたるべきではなかった。

　たとえ、その程度では足りないのだとしても、だ。

「――おし。全員、その場に立ってくれ。今から魔女にカチコミかけんぞ！」

　頼りになる仲間の顔を見て、俺は笑ってそう告げる。

「よっしゃー！　行っくぞ――っ!!」

「フッ。やれやれ、これはまた大変なことになりそうだ」

「……はあ。気が重いなあ……」

　三者三様の返答。うーん、みんなやる気に満みち溢あふれているねっ！

　ということにして自らを誤ご魔ま化かしつつ、魔術を起動する。初めて使う術式だ、きちんと詠えい唱しようはしておこう――そのための呪じゆ文もんなら、なぜだろう、頭の中に浮うかんでいた。

「――荷物を背負って立ち上がろう。ここから一歩を踏み出すために――」

　灰式魔術を編み上げたのは、灰色の魔女当人だ。

　ならばこの詠唱は、魔女が考え出した詩句ということになる。

「――恐れる足を前に出せ。震ふるえる腕を振り上あげろ。その目に未来を見み据すえるよう――」

　詠唱と呼応するように、術式が起動した。灰銀の輝きが教室に広がっていく。

「――きっと私の旅立ちは、今ではない遥はるか前のこと――」

　灰式魔術。座標指定型長ちよう距きよ離り集団転移。

　座標さえわかっていれば、正確な位置や距離を知らずとも瞬しゆん間かん転移が可能となる。

「――ゆえに私はひとりじゃない。この旅立ちは孤こ独どくに非あらず――」

　これまでの俺には使うことのできなかった、新しい魔術。

　あるいは魔女が、それを教えたのだとしたら――。




「――さあ、旅に出よう。いつか背中を押おしてくれた、貴方あなたの元へと戻るため――」




　直後、俺たちの視界がさっとブレる。

　魔術の維い持じは困難だった。術式の処理速度に魔力の供給が追いつかず、突き刺さすような痛みが側頭部を襲おそう。それでも必死になって、俺は全力で魔術を維持した。

　声が聞こえたのはそんなときだ。

「ん、いや驚いた。本当に一発で成功させるとはね。さすがと言っておこうかな」

　魔ま女じよの声だ。そんなものが耳に届いている意味は明白で。

　術式に干かん渉しようされているのだ。俺が成立させた魔術を、魔女が後から改変している。

　――まずい、と思った瞬間にはすでに、魔術の制せい御ぎよ権を奪うばわれてしまった。

　当然だ。年季が違えば理解も浅い、そもそも絶対的に魔ま力りよくが少ない。魔女を相手にその土俵で争あらそって、勝てると思うほうが傲ごう慢まんだろう。

「だが少し早すぎるな。悪いが、ちょっと遠回りをしてもらおう」

「魔女、お前、最初から……っ！」

　そして、次の瞬間。

　再び回復した視界の先に、俺たちは一面の荒野を捉とらえていた。

「……くそ、やりやがった！　魔術への遠えん隔かく干かん渉しようで、転移先を強ごう引いんに変えられた……！」

「ねえ、アキ……ここは」

　歯は噛がみする俺に、声をかけたのはリューリ。

　正確な場所はわからない。おそらく魔女からの隠いん蔽ぺいがあった。

　だが、その程度はこの際まったく問題じゃない。重要なのは別のこと。

「あっれ、アキ兄。もしかして、これ、やばいんじゃない？」

　アミの呟き。アミでもわかるということが、ある意味でいちばんヤバい気がする。

「集まれ」俺は小さく告げた。「そんで固まれ――ラーク、辺りはどうだ？」

「一面の荒野、ってところかな……見ての通りだね。たぶん結界か何かで覆おおわれてるからだと思うんだけど、微び妙みように周りを確認しにくい」

「なら時間をかけてもいい。だけど、とりあえず後回しだな」

「そうだね。調べるまでもなく、見ればわかるわけだし。――危険だってことだけは」

　荒野に投げ出され、身を寄せ合う俺たちは今、それ以上の脅きよう威いに囲まれている。

　そう。周囲には大量の魔族が存在していた。

　この場所は魔族の巣そう窟くつであるらしい。その大半は低級で、爵しやく位い持ちと思おぼしき者はいないものの、慰なぐさめになるかは怪あやしかった。いっそ人界ではなく魔ま界かいだと言ってほしいほど。

　群れを成す悪あく魔またち。その数は、見たところ二桁けたに軽く届く。

　一体一体は敵にもならない低級の魔族だが、ここまで揃そろえば充分に脅威だろう。ましてこの場に見えるだけが全てということもあるまい。

「猛もう獣じゆうの檻おりの中にいきなり飛び込んだ、みたいな状じよう況きようかね……」

「……な、なんでこんな、魔族が……こんなに!?」

　リューリの驚きに、けれど俺は教師として答えを持っていない。

　というか、リューリにとっても予想外な模様。

「さあな……魔女の力なら魔界から魔族を呼び出すこともできるのかもしれないが、これだけの数をそのまま人界に留め置く方法となると、ちょっと想像できねえ」

　いや。

　そもそも、ここは、どこなのか。

「――ま、いいじゃん！」

　アミが言う。この中で、彼女だけが怯おびえた様子をまったく見せない。

　そもそもこいつに、何かを恐れる、なんて機能が備わっているのかどうか。

「このどっかに魔女さんがいて、ソニカとイフリアとロクサもいるんでしょ？　なら進むだけだよ！　そうでしょ、アキ兄っ！」

「――ああ……」

　まったく、嫌いやなこったよ。意見が合ってしまったではないか。

　アミは立ち止まるということをしない奴だ。どんな危機的な状況でも、どうにかなると心から信じている。それを可能にできる、仲間がいるからだ。

　その姿は確かにかつての、まだ何も考えていなかった頃ころの俺にそっくりだ。

　ああ、本当に嫌になる。かつての俺は、ここまで考えなしなことを、なんの根拠もなく言葉に変えていた。そんな過去を突つきつけられてしまった。

　――しかも、そんな昔の自分に、教えられてしまったことが最も嫌だった。

「ったく、仕方ねえな！　おいお前ら、気合い入れろよ！」

　軽く頬ほおを両側から叩たたき、気合いを入れて三人に言う。

　教師が教えられていては立たつ瀬せがない。

　だけど確かにこの程度じゃ、窮きゆう地ちと呼ぶにはまるで足りない。

「――課外授業だ。今のお前らなら、この程度の状況に遅おくれは取らない」

「わかった。どうすればいい？」

　即座に訊ねたのはラーク。臆おく病びような彼かれは、けれど臆病であるからこそ、常に先せん陣じんを切って走る。自らが抱く恐きよう怖ふの感情を、仲間に押しつけることをよしとしない。

　三人の実力はよく知っていた。

　組み合わせは悪くない。速度のあるラークを前衛に、リューリの魔ま銃じゆうを後衛に据すえれば戦いになる。その中ちゆう継けいとして、意外に器用なアミが入れば万ばん全ぜんだ。

　だから言った。

「んなこた決まってる。ああ――言っとくが俺は手を出さんからな」

「ちょっ、アキ!?　それ本気で言ってんの!?」

「ああ、言ってるぜ、リューリ。ほら、力が必要だっつったろ。さっそく出番だ」

「……大丈夫かなあ」

「大丈夫！」

　リューリの呟きにアミが答える。アミは未来を疑わない。

「だってわたしたちは、救世科だからっ!!」

　アミにここまで言われては、リューリとしても気合いが入ろう。

「……それならあたしも、足あし手で纏まといにならないようがんばるよ」

「決まったな。いいか、今まで教えてきたことを思い出せ。今のお前らの実力なら、この程度で躓つまずくわけがないんだ」

「アドバイスそれだけ、アキ？」

「それだけだよ。あと先生って言え。つーか作戦なんて必要ない。お前らなら余裕だ」

　魔族は、その数を次し第だいに増やしていた。黒く、輪りん郭かくのブレたようなヒトガタが、荒野を埋うめ尽つくさんばかりに増ぞう殖しよくしている。

　だが無む駄だだ。即座に襲ってこない時点で、おそらく力の差を感じ取っているのだろう。

　いつでもフォローに入れるよう、魔力を循じゆん環かんさせながら言った。




「――薙なぎ払え！」




※




　薙ぎ払う、ことすらされなかった。

　ロクサの戦い方には終始、手心が加えられており、ソニカとイフリアはふたりがかりでなお、彼の本気を引き出すことすらできていないということだ。

　魔女は、特に何も言わない。ただ睥へい睨げいするように三人の戦いの外野に立つ。

「っ――はあっ、強……っ」

　地に手を、膝を突き、それでもソニカは、折れることだけはしないと自らを鼓こ舞ぶする。

　ダメージは蓄ちく積せきされ続けていた。無論、負ける気でやっているわけもないが。

「大丈夫かい、ソニカ。ずいぶん強く蹴けり飛とばされたようだけど」

　すぐ後ろからイフリアが問う。

　――イフリアに、こんなこと言われるなんてね……。

　ソニカは自じ嘲ちようする。だとしても、弱みなんて見せたくなかった。

「……この程度、大したことないわよ。そういうイフリアこそどうなわけ？　だいぶ消しよう耗もうしてるみたいだけど」

「別に。ぼくは君と違って、後ろにいるだけだ。直接、攻こう撃げきは貰っていない」

「その割には、かなり青い顔してるみたいだけど？」

「……見てないだろ、こっち。適当なことは言わないでほしいね」

「おっと。さすがに釣られなかったか」

　戦いの最中に、敵から視線を切るような無様はしない。

　対たい峙じするロクサディムが、追つい撃げきなど間ま違ちがいなくしてこないとわかっていても。

「――――」

　ロクサディムは、何を言うこともしない。

　ただ、その表情はだいぶ苦々しかった。とても勝っている人間の顔ではない。

「……もういいだろ」

　果たして、彼は言った。魔女にだ。

「これ以上は意味がないと思うが？　今のこいつらの実力じゃ、この程度が限界だろ」

　――言ってくれる。

　ソニカとイフリアは同時に表情を歪ゆがめた。

　入学当初と比べれば、若じやつ干かん、ほんの少しだけ、わずかばかり、欠片ほどには丸くなったふたりだが、それでも根本的にプライドが高いことは変わっていない。こうまで力の差を示されたところで、素す直なおに負けを認めるようなかわいげは、とうの昔に捨て去っていた。

　けれど一方、ふたりの高いプライドは、自らに反論を許さない。

　ロクサの言う通りだったからだ。

　こちらはふたり。対する相手はたったひとり。

　その上で、彼女たちの攻撃はたったの一度もロクサに通用していない。ロクサは魔術を防ぼう御ぎよにしか使わず、大半を体術のみで戦っているにもかかわらずだ。

　さすがにここで何を言っても、負け犬の遠とお吠ぼえでしかない。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団だん特務科。第七位とはいえ、その肩かた書がきは伊達だてではないということ。

「オレもこれ以上、女の子を甚いた振ぶるのは気が引ける。ここらで満足してくれないかね」

　こうまで気き遣づかわれてしまっては、もはや立つ瀬がないレベルだ。

　ふたりには、もはや状況に口を出す資格がないように思えた。本当はまだやれる、まだ戦えると叫さけびたい。強制されて始めた戦いでも、ここまでやられては引き下がれない。

　だが、叫びたい思いを押し殺ころして、ふたりは魔女の反応を待った。

「――ふむん」

　果たして魔女は、ロクサの言葉にようやく反応する。

　彼女は軽く頭の後ろを掻かくと、それから彼に向き直って、ポツリと言った。

「いや、この修しゆ行ぎよう方法、これ失敗だったな」

「……おい」

　さすがに突っ込むロクサである。今さら言うか、という表情。

「う、うるさいな……」魔女は少し恥ずかしそうだった。「私は誰だれかを鍛えるなんてやったことがないんだよ！　鍛えられたのもだいぶ昔だし、うーん……ダメか、これー」

「そもそも、何を考えてこんなことをやらせたんだよ、魔女？」

「それは何度も説明したと思うんだが……いや、しかし誤算だったよ。私のときは、この修行方法で上手うまくいったんだが。時代の違いかねえ……」

「とにかく」魔女の言葉をロクサは切る。「終わりなら終わらせてくれ。これ以上は――」

　だが魔女は首を横に振った。

「――終わりだなんて言ってないだろ」

「…………」

「目的は達成されていない。こんなんじゃダメだ。今はこれが限界？　バカを言うなよ、そんな限界、いったい誰が斟しん酌しやくしてくれるっていうんだ？」

「……だが現に――」

「うん。だからこの方法はやめて、――別の手段を取ることにしよう」

　直後だった。

　魔女の体が消えた。

　いや。それはソニカにそう見えたというだけだ。実際にはこれまでの転移とは違う。

　魔女は単に、そう錯さつ覚かくしてしまうほどの速度でソニカに肉にく薄はくし、彼女の心臓を潰すべく貫手を放っただけなのだから。

　ソニカには反応することすらできなかった。

　すぐ目の前で、金属がぶつかり合うような音が響ひびいて、ようやく事態を察知する。

「な――」

「――なんの真ま似ねだ、魔女！」

　驚おどろきに口を開こうとしたソニカ。だが、それより早くロクサが叫んだ。

　魔女の凶きよう手しゆから、彼がソニカを守ったのだ。腰こしに下げていた短い儀ぎ式しき剣けんを抜ぬき放ち、魔女の右手を払ったのである。

　さきほどの音は短たん剣けんと、それに匹ひつ敵てきするほど強化された魔女の掌てのひらがぶつかったものだ。

「何って、修行の方法を変えただけだ。その二といこう」

「……今のは、お前――」

「そうだな」魔女は、ソニカを見据えて、言った。「庇かばわれなければ、殺していた」

「――……っ!!」

　その言葉が嘘ではないことは、誰よりソニカが知っている。

　回かい避ひも防御も、できなかったのだ。なにせ知覚すらできていないのだから。

「お前、ふざけんな！　そいつらを殺す気か!?」

　慌あわてたのはロクサである。もし間に合っていなければ、本気で取り返しがつかなかっただろう。

　だが魔女のほうは、やはり魔女らしい理り屈くつで語る。

「殺す気はないよ。殺したくもない」

「なら、」

「だから言っておこう。殺されないでくれよ、と」

　殺意がないのは嘘ではない。だが、そもそも人間を殺すのに、殺意なんて必要ない。

　そして魔女は信じている。

　こうでもしなければ、やがて彼女たちは死ぬのだと。そのための荒あら療りよう治じだと。

「私は本気で君らが強くなることを願っているし、君らがその目的を達成してくれることを祈いのっている。そしてこれが、そのために絶対に必要な行こう為いだとも思っている」

「ムチャクチャかテメェ……！」

　魔女は一歩を後ろへ跳とんだ。それだけで十歩分ほどの距きよ離りができる。

「まあ安心しなよ、灰式は使わないでおいてやる。しかも今度は三対一だ」

　それが魔女の取った第二の手段。

　そうだ。魔女は初めから、命を賭かけろと言っていた。

　それが最低限、不可能を可能に変えるために必要な手段だと知っているから。

「おい、ぼさっとすんな。来るぞ」

　ロクサが、背後のふたりに声をかけた。

「え……でも」

「問答無用じゃ仕方ねえ。それに俺おれも魔女を相手に、お前らを守り切る自信はない。最低限、自分の身を守れる程度には働いてくれ。お前らに死なれたら困るんだ」

「――わかった、やろう」

　イフリアは即そく答とうした。

　それは計算だ。今、この状況を乗り切るために、ロクサの助力は必ひつ須す条件。向こうからこちらにつくと言ってくれているのなら、それを活用しない手はない。

「悪いが力を貸してくれ。ぼくも、こんな状況で死ぬわけにはいかないからね」

「……わかった。私も戦う」

　ソニカも、イフリアに続いて戦意を固める。

　そして、そうと決めれば覚かく悟ごは早い。顔には出ださないものの、ロクサは感心していた。

　切きり替かえの早さは才能だ。自分の命を賭けるとき、最も適切なものを選ぶ本能。

　常識で考えるなら、ロクサにすら勝てなかったふたりが、それより強大であろう魔女を相手に戦いを成立させられるはずがない。

　だがふたりはそれを考えない。必要ならば、ただ、為なすだけだ。

　たとえ今は不可能でも、一秒後、一分後の自分は今よりも強くなっているから。それを繰くり返かえしていくことが、強くなるただひとつの方法であり――。

　――鍛えてくれている先生にできる、唯ゆい一いつの恩返しだと知っていた。

「では行こう。私は殺す気で君らを襲う。だから――」

　――頼むから殺されないでくれよ？

　魔女は言う。




　訓練は第一課題を落第したまま、第二課題へと突とつ入にゆうした。







第三章『夢が現実に及ばないなどと誰が決めたのか』







「アミ、無駄が多すぎる！　威い力りよくだけに囚われるな、最低限の余力を残して行動しろ！」

「そんなこと簡単に言われてもだよっ!!」

　酷ひどく珍めずらしいことに。

　ついに、アミから泣き言に近い言葉が飛び出た。

「難しくてもやるんだよ！　低級の魔族なら、その存在をこちらに縫ぬい留める《核かく》さえ破は壊かいできれば魔界に強制送そう還かんされる。いちいち倒たおそうとするな、還かえすだけで充分だ！」

「んなこと言われたって、核ってどこなのさ――っ！」

「見りゃわかんだろ！」

「見てわかるのはアキ兄だけだいっ!!　って、うおわぁ危ないいいっ!?」

　背後から現れた魔族の奇き襲しゆうを、転がる形で回避するアミ。

　それは格かく闘とう技ぎや剣けん術じゆつといった武道の理屈とは異なる奇き妙みような動きだったが、持ち前の運動神経と本能で見事な体捌さばきを見せている。

　意外とアミは、単純な身体運用に関しては天才的だ。あるいはルールのある格闘技でもやらせれば上に行けるだろうが、ルール無用の殺し合いと考えれば無駄がありすぎた。

　たとえるなら《器用な不器用》とでも言おうか。アミは俺に似て、割となんでもできる代わりに、これといった得意分野がない。

「リューリ」

「了りよう解かい」

　その隙すきを埋めるのが、リューリによる狙そ撃げきだ。

　魔ま力りよく銃じゆうが、弾だん丸がん代わりに彼女の魔力を吸い上げて、それを威力に変え発射する。

　リューリによって心臓部分の核を的確に射い抜ぬかれた魔族が、霧む散さんするように消しよう滅めつした。

「いい腕うでだな」

「や、まあ神賜兵装テスタメントだしね。狙ねらったとこ勝手に飛んでくから、楽なもんだよ」

「それでもだよ。つーか裏を返せば、どこを狙えばいいか理解してるってことだろ」

　彼女は三人の中で最も安定している。ある程度の距離さえあれば、おそらく一対一なら救世科の生徒全員を完かん封ぷうできるだけの実力があった。

　しかも彼女の魔ま弾だんは、その全てにデフォルトで螺ら旋せん式の魔ま力りよく軌き道どうが備わった術式貫かん通つう弾だんときている。およそあらゆる魔族を、彼女は淡たん々たんと一いち撃げきで送還し続けていた。

　……強いなあ、この子……。

　魔銃による魔弾を連発しているだけで強い。しかもド安定で燃費よしと、隙がない。

　近接型のソニカやラークは基本的に分が悪いし、イフリアも手数で押し負けるだろう。アミは……アミはわかんねえけど、総合的に見てリューリが勝っていることは明白だ。

「数、だいぶ減ってきたね。獣けものと違ちがって、こうなっても撤てつ退たいしないのは面めん倒どうだけど」

　完全に遠えん距きよ離りタイプのリューリは、俺の横に留まっている。

　完成された実力だ。少なくとも技術的にはもう、俺が口を出せる域にない。

「とはいえせっかく教材が向こうから来てくれるんだ、活用しない手はないだろ」

「悪い顔してるなあ……」

「教師の顔と言え」

「そんな顔の先生、嫌だよ……」

　だが事実、だいぶ余よ裕ゆうのある立ち回りができていることは事実だった。

　魔族は獣よりは賢かしこい。少なくとも戦いにおいて思考を行う。だがそれが逃とう亡ぼうを選せん択たく肢しとして選ばせることはなかった。奴やつらにとって、人類は優先的に殺すべき対象だからだ。

　そして今の三人の実力をもってすれば、この程度の有う象ぞう無む象ぞうが百や二百ほどいたところで敵じゃない。

「ラーク、戻りが大きすぎだ。速さに振り回まわされるなよ！」

　なおかつ戦う分には余裕であるからこそ、こうして細かな部分に拙つたなさが現れる。

「く……！」

　戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐるラーク。

　彼に求められる役割は、切り込み隊長にして遊ゆう撃げき手しゆだ。単純な移動速度が常じよう軌きを逸いつして速いラークであるからこそ、たとえ遠くにいても《すぐに届く》範はん囲いが広い。

　だが、彼は性格としては基本的に臆病だ。拗こじらせた思春期キャラと、理解しがたい発言で誤魔化してはいるものの、ある意味で救世科で最も怖こわがりな男だと言っていい。

「離り脱だつが早すぎるんだ！　張りつけるときは張りつけ、逃にげるにしても距離を取りすぎるな、安全なギリギリのラインを見み極きわめて動け、得意だろ！」

　一撃を加えて即そく、離脱。これがラークの最も得意とする戦い方だ。

　けれど、その動きにはまだ無駄が多い。最速であるがゆえ成立しているものの、もしも自分より速い敵がいればその瞬間に勝ち目がなくなる。

　そうでなくとも動きの速いラークには、味方のフォローに最速で駆けつける役割も要求したいところだ。イフリアが魔術を放つよりも、リューリが魔弾を撃うつよりも、ラークがその足で駆けつけるほうが速い――理想としてはそのレベル。

　今、立っているその場所から、戦場のどこにでも次に現れることができる。その速度でもって、どんな集団戦でもあらゆる敵と一対一を成立させる――。

　それがラークの理想の戦型。

　この型を完全に使いこなすことができれば、ラークは間違いなく最強になれる器だ。

　けどなあ……。

「……っ！」

「ダメか……」

　またしても敵との距離を大きく離はなすラーク。

　自分でも失敗を悟っているのだろう。その表情は苦々しげだった。

　敵の魔族は、巨きよ体たいだが動きは鈍にぶいタイプと見える。低位の魔族は基本的にはヒトガタをしているが、その個性は個体によってまちまちだ。――要するに人間と変わりない。

　そして戦う手段もまた、基本的には人間を遥かに超こえる膂りよ力りよくで、強引に押し潰すだけ。

　ときおり魔ま術じゆつを使う個体もいるが、こちらは魔力で対たい抗こうできる分、物理的な攻撃に特化している個体より組みやすいことが多かった。まあ、何を使ってくるかわからない分だけ総合的には互ご角かくなのだろうが、救世科ほど才能に恵めぐまれていれば話は別だ。

　今、ラークが戦っている個体も、普ふ通つうにやればラークが負けることなどあり得ない。

　事実、ラークは次に近づくと同時に、一撃でその巨体を両断した。人間で言えばへその位置に相当する（魔族は基本的に体色が黒なのでわからないが）核をきっちり断って。

　圧勝と表現していい。だが――、

「……ぜんぜんダメだな。大きく逃げすぎだ」

　格下には圧勝できるが格上にはまったく勝てない戦い方だ、これは。要するに、戦術を練るのではなくパワープレイで圧あつ倒とうしているに過ぎないのだから。

　勝てればいい、なんて段階はもう通とおり越こしてもらわなければいけなかった。

　どうしたものか、わからない。

　頭ではラークも理解しているのだろう。だが心がそれについて行けていない。

　そして俺も、教師としてどう指導すれば、ラークをこの先へ導けるのか思いつかない。

　これは精神こころの問題だ。技量としては、すでにこなせるだけのものをラークは身に着けている。けれど学んだことを、百パーセント実戦で発揮できるかと問えば答えは否。

「――あああっ、もう面めん倒どう臭あ――いっ!!」

　そして、これはアミにも言えること。

　いきなり叫び出すなり、アミは魔力を大きく練り上げ、そして魔術を構築した。上空へ手を伸のばすアミ。その頭上に平面の魔ま術じゆつ陣じんが投とう影えいされていた。

　咄とつ嗟さにそれを読み取ったところ、放たれる魔術は――、

「《赤式魔術システム／レツド》《九番ナインス》――《枝し垂だれ花火》っ!!」

　上空へ投影した魔術陣から火か炎えんの球を雨の如く降ふらせる広域型の攻こう撃げき魔ま術じゆつだ。見た目が派手なこともあり、多くの魔ま術じゆつ師しのキメ技わざとして採用されている、まあ有名な魔術だ。

　独自に改変アレンジが加えられており、狙いもきっちりつけている。……アミのバカ。

「ラーク逃げろ。魔力に狙い定める術式だ、そこいると巻き込まれるぞ」

「ひえっ」

　妙みような声を上げたラークが、一いつ瞬しゆんでこちらへと戻ってきた。その直後、

「――まっとめて、くーらえぇ――っ!!」

　アミの魔術が炸さく裂れつした。

　炎弾の雨が、確実な狙いを定めて魔族に降り注ぐ。一いち撃げき一撃が、魔族を撃げき滅めつするに足るだけの威力を充じゆう分ぶんに秘ひめていた。辺り一面を、綺き麗れいに掃そう除じするだけの効果がある。

　魔族はこの一撃で、完全に掃そう討とうされた。

「やったぜ！」アミがガッツポーズを掲かかげてこちらに走ってきた。「アキ兄、どうだった!?」

「赤点」

「なんでえっ!?」

「これじゃ訓練にならないだろ！　出題の意図を履はき違えた以上、得点はなしだよ」

「そ、そんなばかなっ!?」

「バカはお前だ！」

「ええー……ちゃんと倒したのになあ……」

　納なつ得とくいかない様子のアミだった。

　うーん。まあ、気持ちはわからなくもないんだよなあ。まさに俺がそうだったから。

　倒せるんだからいいだろ、と細かな戦術を無視して戦って――そして通用しなくなった段階で命を賭けることを余よ儀ぎなくされる。たまさか生き残ったから学習できただけ。

　だからって、こいつらに命を賭けさせるんじゃ意味がない。なんとかそうなる前に学び取ってもらいたいのだが、なかなか上手くいかなかった。

「ま、まあまあ。アミの言う通り、とりあえず倒せたんだし今回はいいじゃん！　ね？」

　リューリがフォローするように言った。

　彼かの女じよは理解しているのだろう。単に場を執とり成なしただけ。

「……そうだな」

　俺も認めざるを得なかった。

　今回は、あくまでソニカたちの救出が目的だ。急いだほうがいいかもしれない。

　魔女があいつらに危害を加えているとは、今はもう考えていない。

　だが、魔女にその気がなくとも、そういう展開になっていないとまで考えるのは楽観が過ぎるだろう。もしものときの覚悟は決めているが、あり得てほしいわけじゃない。

「今の時間に辺りの地形も把は握あくした。たぶんあっちのほうだろ、魔女のねぐらは」

　戦せん闘とうを任せきりにしていた間、俺が何もしていなかったわけではもちろんない。

　辺りの地形の把握（もっとも基本的に荒野が広がっているだけだが）や、魔女の居場所を探知していたのである。

　なんだか、どうにも言い知れない違い和わ感かんのある場所で、かなり判断がつけづらかったのだが、灰式魔術を応用することでどうにかなった。

　教室に残された術式を解かい析せきして以来、殻からをひとつ破ったような感覚がある。

　ともすればこの分なら、また新たな魔術を組み込めるようになるかもしれない。

「……まあ、俺が強くなったとこでなんの意味もないんだけどな」

「あれ。なんか言った、アキ兄？」

「なんも。そろそろ行くか、またぞろ魔族どもが集まってきたら面倒だ」

　――魔女の掌で踊おどらされ続けている。

　それを自覚した上で、なお足あ掻がくために歩き出した。




※




「っ――このっ!!」

　ソニカが双そう剣けんを振るう。

　魔女はそれを素す手でのままでいなし、流し、素す早ばやく身をかがめて懐ふところに潜もぐり込むと――

「脇わきが甘あまい」

「か――」

　無防備な鳩尾みぞおちに、鋭するどく肘ひじを叩き込んだ。

「まだまだ剣けんに振り回されているね」

「――っ、は――あ、く……！」

「少なくとも、かつて《炎舞》と呼ばれた人間は、その程度じゃなかった」

　咄嗟に背後へ跳ぶことで、多少なりとも衝しよう撃げきを軽減できたのは、魔女が手を抜いていたからだ。ソニカに声をかけるだけの余裕が、彼女にはあったということ。

　ゆえに当然、ソニカに対する攻撃において、魔女は隙など晒さらしてはいない。だから、

「イフリアは魔力の練りが甘い。ロクサディムも同じだね」

　ソニカが稼かせぎ出した一瞬の時間を突いて、同時に放たれたふたりの魔術。

　それは、どちらも魔女が手を軽く振るだけで打ち消されるという、同じ結末に至った。

「……その点を指し摘てきされたのは初めてだね」

　冷ひや汗あせを流すソニカ。

　魔術の技量において救世科一の彼女でさえ、魔女には下手と断じられてしまう。

「いや。つーか今以上の魔術なんて、もうひとつも使えねえよオレは」

「……君でもか」

「生あい憎にくと、単純な魔術の技量じゃ、オレは君には及ばないぜ、イフリアちゃん。なんならソニカちゃんより下手だろうね」

「そいつは……また、絶望的な情報だ」

　魔女はまったく全力ではない。イフリアもロクサも、それは痛感していることだ。

　だが、その全力にはまるで及ばない程度の実力にすら三人がかりで届かない。

　それもまた事実だった。魔女にとっては児じ戯ぎに等しい腕のひと振りで、簡単に殺されてしまいかねない。

　たとえ魔ま女じよに殺す気がないとしても、だ。

　殺意などなくても人は殺せる。その簡単な真実が、あまりに高い壁かべとしてそびえ立つ。

「話にならない。いったい何をしているんだ、君たちは」

　魔女は淡々と言った。

　どこか、それは母親が聞き分けのない子どもに説教をする雰ふん囲い気きに似ている。

「この状況を打破する手段などひとつしかないだろう」

「……そうは言われてもね」と、ロクサが答える。「この力の差じゃ、そりゃ話にならないだろ、としか。勝てる見込みがまるでない」

「それが甘いって言ってんだよ、私は」

　魔女の答えは辛しん辣らつだった。

　けれど事実だ。なにせ全ぜん霊れいを賭けていないのは魔女だけではないのだから。

「――勝ち負けじゃないだろ。殺せよ、私を。何、手を抜いてるんだって言ってるんだ」

　ソニカも、イフリアも、ロクサディムでさえ。

　魔女を相手に、未だ全力を出し切ることができていないのだ。

「必死、ってのはそういうことだぜ？　殺さなければ死ぬ、死にたくなければ殺す。その覚悟を持てって言ってるんだ。――だから、なあ、必死になれよ、二代目。戦いの場に、余分を持ち込めるほど贅ぜい沢たくな立場じゃないだろ？　《炎舞ドレーク》も、《切風ラスト》も、《悪喰デイエズ》も、《心穿イマ》も――初代の救世衆メサイアは皆、今の私よりよほど強かった。そんな皆でさえ、命いのち懸がけで救世を為したんだぜ。命なら懸かけている、と君らはいうかもしれない。だが違う、そうじゃない。自分の命なんて前提だ。お前らは、ほかの人間の命も懸けるんだよ」

「――待て。なぜ、貴女あなたが初代の救世衆を知って……」

　その言葉の違和感に、イフリアが口を開く。

　そして自分で言ってすぐに、その予感に肩かたを震ふるわせた。

「まさか――貴女は」

　なぜ、今になって《灰色の魔女》が姿を現したのか。

　なぜ自分たちに絡からんでくるのか。

「おいおい、嘘うそだろ……そういうことなのか？」

「待って。なんか、私も今、すごい可能性を想像しちゃったんだけど……」

　なるほど確かに――彼女には、救世科に口を出す権利があるのかもしれない。

「なんだ、今いま頃ごろようやく気づいたのか？　まあでも、気づいたんならいいさ。殺し合いに矜きよう持じを賭けるなんざキャラじゃないが、借り物の肩書きってのも締しまらないだろう」

　その答えを。

　魔女は――否、彼女は言った。




「私は、ゴスペル＝ホワイトリンク。――いわゆる初代救世衆さ、後こう輩はいくんたち」




※




「――全員止まれ」

　と、俺が言ったことに、果たして意味はあったのか。

　言われずとも、全員が目の前の脅きよう威いを理解していたことだと思う。

「さすがは魔女……簡単には踏ふみ込ませねえか」

「アキ兄、あれって」

　こちらを見上げたアミの言葉に、答えを返す。

「魔女の使い魔、だろうな。たぶん。少なくとも好意的ってことはなさそうだ」

　荒野を進んだ先に、俺たちは一軒けんの屋や敷しきを見つけていた。

　切り立った崖がけの先にあるように見える。

　おかしな空間だ。まるで時間の流れが止まってしまっているみたいに変化を感じない。そのくせ、魔女の城に近づいていくほどに、辺りが黄昏たそがれ色へと染まっていく。

　夕焼けの狭はざ間まに、取り残されたような崖だった。

　手前には、敷しき地ちを示すよう鉄の門が備えられていて、そのさらに手前には門番がいる。

　そう、門番だ。

　剣と盾たてを構えた巨きよ大だいなヒトガタ。全身が鎧よろいに包まれており、わずかな隙すき間まから黒い靄もやが漏もれていた。その濃のう密みつすぎるほどの魔ま力りよくが、ただの飾かざりでないことを告げている。

「鎧人形の使い魔……？」

　ラークの問いに頷うなずいて答える。

「ああ。だがただの使い魔じゃないな。……ったく、魔女らしい悪あく辣らつさだ」

「……って言うと」

「中身――アレ、魔族だな。鎧の内部に押おし込めることで、強制的に使し役えきしてるんだ」

「やっぱりか……聞きたくなかったなあ」

　うげえ、という表情のラーク。基本的に、戦いはあまり好きではない奴だ。

　だからこそ、あえて俺は訊たずねた。

「……どう見る、ラーク？」

「爵しやく位い級、だと思う。さっきまでのとは風レベルが違う」

「なんか言葉にしづらい違和感があったけど、まあいいや。同じ見立てだ」

　魔力量だけ見れば公爵位でもおかしくないレベルか。

　階級的には上から三番目。もっとも、これは魔族側から名乗りがなければ正確な階級はわからないのだが。

　基本的には偉えらいほうが強い――というか強いほうが偉い。

　とはいえ、向こうの世界のシステムなどほとんど知らない。

　真っ当に運営されているようには、到とう底てい思えない場所ではあったのだが……。

「――俺がやろう」

　考えを打ち切って俺は言う。

　使い魔として鎧の中に封ふうじ込められている以上、力は落ちているはずだ。しかし魔族の実力などそうそう安易に判断できることでもない――少なくとも、こいつらにはまだ荷が重いと俺は判断した。

　最低限、あの《灼毒》と同レベルくらいには見ておいたほうがいい。罠わなにかけることで対処したが、本来あいつの実力はあの程度ではなかっただろう。

　旅路を急いでいる今、目的地を目の前にして立ち止まる選択肢はなかった。

　使い魔が動く様子はない。

　おそらく敷地の中へ立ち入ろうとする者に攻撃を命じられている、といったところか。逆を言えば一撃で決めてしまえば、反はん撃げきを受けずに倒すことができるはず。

　思考能力を奪うばわれた使い魔は、たとえ実力が高かろうと、つけ入る隙がある。

　そう考えて俺は一歩、前へと足を踏み出した。

「――――っ!?　ぐぁ――お、ぁ……」

　強きよう烈れつな酩めい酊ていと倦けん怠たい感かんに襲おそわれたのは、その直後だ。

　体の奥おく底そこから、吐はき気けがせり上がる。堪たまらず膝ひざを突つき、俺はその場にくずおれた。

「なっ……アキ先生!?」

「アキ兄!?」

　ラークとアミが、口元を押さえる俺にそっと触ふれる。

　それさえ体調を悪化させた。その上、心臓が軋きしむような痛みを訴うつたえ始める。

　――なんだ。何が起きた。まるでわからない。

「ご、ぁ――ぅおぇっ、かはっ――、ぶ」

　荒あれ狂くるう肉体の不調を制せい御ぎよできない。胃の中身が零こぼれ出すのを抑おさえられなかった。

　吐と瀉しや物ぶつが地面に落ちて、嫌いやな水音を立てる。

「アキ兄！　アキ兄!?　だいじょうぶ、どうしたの!?　気持ち悪いの!?」

　右手で口を、左手で心臓を押さえる俺。

　その行為で症しよう状じようが和やわらぐことはなかったが、かといってやめることもできない。

「どうしよう、ラーク!?　アキ兄、なんか、おかしいよ!?」

「アミ、落ち着いて！　と、とにかく先生を――」

「落ち着いてなんかられないよっ！　ねえ、アキ兄、しっかりして……!!」

　こんなにも狼狽うろたえるアミを、俺は初めて見た気がする。

　そうだろう。彼女は常にマイペースで、それは場の空気に呑のまれないということ。

　そういう精神力メンタルの強さが、彼女の武器だったはずだ。

　だが今、彼女は泣き出す寸前のように、顔をくしゃくしゃに歪ゆがめている。いや、これはもう泣いていると言ってしまっていい表情だ。

　泣くなよ、と告げる余裕もない。生徒アミの顔を歪ませているのが、教師じぶんであることが酷く情けなく思えた。

「――みんな、前っ!!」

　リューリの叫び声ごえが響く。

　ああ、これは、たぶん使い魔が動き出したんだろう。野や郎ろう、このタイミングで、おい。

　まずい。完全にまずい。ヤバすぎる。

　だが何を言おうにも肉体を苛さいなむ不快感は、消えるどころか強まる一方だ。ついには膝を突いていることすらできなくなって、俺はそのまま横向きに地べたへ倒れ込んだ。

　なんとか、全身に魔力を巡らせることで痛覚を麻ま痺ひさせることに成功した。

　けれど動くことはできない。痛みが通用しなくなったと見るや、今度は俺の行動を阻そ害がいする方向に干かん渉しようがシフトしている――つまり術者が存在するということだ。

　当然、それは目の前の鎧人形以外にない。なんらかの能力で俺の行動を阻害している。俺は倒れ伏したまま、身じろぎひとつできずに転がっているしかなくなってしまった。

　幸運だったのは、そのお陰かげでアミと目線が合ったこと。

「――、っ――」

　俺は視線だけで告げる。

　こっちはいい。今すぐ逃げろ。あいつにはまだお前らじゃ勝てない。

　俺を、見捨てろ。

　そう伝えたつもりだった。

　けれど結果的に目線が合ったことが、俺の思おも惑わくと逆の判断を三人に選ばせてしまう。

「……わかったよ、アキ兄。あれは、わたしたちが倒す」

　涙なみだを拭ぬぐって、アミが立ち上がった――立ち上がってしまった。

　同時、リューリの銃じゆう撃げきの音が、黄昏色の世界に響く。

「く――ダメだ、回避すらされなかった。ぜんぜん効かないんだけど！」

　どうやらリューリの魔弾では有効打が与あたえられないらしい。

　やはりだ。この三人、バランスはいいが、どうしても決定力に欠けている。見るからに防ぼう御ぎよ力りよくの高そうな鎧人形を、抜けるだけの攻こう撃げきを放てるのは――おそらくアミくらい。

　灰式魔術の五番式――《空断つ光ヴイーガ》ならば、防御力を無視した空間切断ができるのに。

　アミが魔力を練るには、どうしても時間がかかってしまう。さきほどの戦闘では、ラークとリューリがそれだけの時間を稼いでくれていた。

　だがこの鎧人形を前に、リューリではダメージを与えることができず――、

「――ラークっ！」

「見えてる！」

　リューリの叫さけびに応じるよう、ラークが駆けた。

　鎧人形が剣を構え、こちらへ突とつ進しんしてきたのだ。

　動きは速い。見た目ほどの鈍どん重じゆうさはなく――とはいえラークに敵かなうほどではない。

　だが、代わりに膂力は段だん違ちがいだ。

　鎧人形の剣が、横薙なぎに振ふるわれた。ラークはそれを、武装形態にした《切風》で受け止めたが、勢いを殺しきれずそのまま吹ふき飛とばされた。

　そしてそのまま動かなくなった。斬きられたわけではないが、吹き飛ばされた衝撃で気絶してしまったらしい。

「ラークっ!?　まずいアミ、ラークの意識飛んでる！」

　リューリが叫びながら牽けん制せいの魔弾を連発する。

　だが、その全すべてが鎧に弾かれていた。効果が欠片かけらもない。術的防ぼう御ぎよを貫かん通つうする魔弾も、物理防御に対しては無力だ。

「――――」どうする。

　どうもこうもなく決まっていた。たとえ動けずとも、魔術師ならばできることがある。

　思考に時間はいらない。優先順位などずっと未来まえから決まっている。

　感覚を麻痺させている魔力を解除。再び襲ってくる激痛と悪お寒かんの一いつ切さいを無視して、俺は魔術を発動した。

「――……《空断つヴイー》、《光ガ》……」

　鎧人形の判断は素早かった。そして対処も。

　灰色の魔術陣。円形の紋もん様ようが鎧人形の胴どう体たいに現れる。けれど鎧人形は、その魔術が成立するより遥はるか早く横へ跳び退すさり、切断の効果を回かい避ひしてみせた。

　だろうさ。こんな攻撃が通用しないことくらい読んでいる。

　本当の目的は、今の隙に気絶したラークを灰式魔術で移動させることにあった。

　灰色の魔術陣が、ラークが倒れている真下の地面に描えがかれた。魔術の発動と同時、光がラークを包つつみ込んで、アミのすぐ真横へラークを引き連れる。

　今までの俺にはできなかった遠えん隔かく転移。

「……今の、アキっ!?　ああもうっ！　またすぐ無む茶ちやするんだからっ!!」

　もう完全に俺を先生と呼ぶことを忘ぼう却きやくしているリューリ。

　同時にラークも目を覚まして、辺りの様子を確かく認にんしていた。

「っ――アミ！」

　けれどアミだけは、なぜか顔を伏ふせて動かない。

　いや、よく見れば違う。彼女の肩が、わずかに震えていることが見て取れる。

　それは怯おびえでもなければ悲しみでもない。

「あああああああああああああああああああああああもうっ!!」

　アミは怒おこっていた。

　俺おれも、ラークもリューリも、驚おどろきに目を見開く。

「アキ兄のバッカッ!!　ホントにバ――カ!!　あとわたしもバカ――ッ!!」

「……アミ？　ど、どしたの……？」

　それは、アミと仲のいいラークですら見たことがないらしい姿。

　使い魔の鎧人形までもが、表情はわからないにしろ、驚いたように動きを止めた。

「――そうだった。アキ兄が、こういう無茶するのわかってたのに。止めらんなかった」

「そっか……そうだね。アミが怒る気持ち、わかるよ」

　その怒いかりにリューリが同調する。

　彼女もまた、同じ怒りを受け取っているみたいに。

「情けないよね。アキがひとりで倒せると思ってる相手に、あたしら、三人がかりでも敵わないって思われてるんでしょ？　まあ、さっきもアレだったしね……」

　そういうことではない。

　これは相あい性しようの問題なのだから。実力どうこうの話ではない。

　と、言えればいいのだが伝えられず。

「やろう」アミは宣言した。「わたしたちで、あれ、倒そう！　いつまでもアキ兄にばっか無理させて、守られて――そんなんじゃダメだ、わたしたち。でしょ、ラーク？」

「……だね」と、ラークが頷く。「先生がやられて、呑まれてたんだ、僕ぼくたち。アキ先生が倒れたら終わりだなんて、そんな覚かく悟ごでついて来たわけじゃない」

　俺にはまるでわからなかった。

　いったい、このモチベーションはどこから急に湧わき出だしたんだろう。

「――わたしが、指示を出すよ」

　アミが言う。

　俺は、こんなアミを見たことがない。

「だからふたりとも、力、貸して。アキ兄よりは頼たよりないと思うけど、だけど、ちゃんと考えるから。――それができるように、教えてもらってるから」

「――どうすればいい？」

「ラークは前。悪いけど、あいつをこっちに寄せないで足止めして」

　答えることすらしなかった。

　指示を受けるなりラークは駆け出す。その速度で、鎧人形との距きよ離りを一瞬で詰つめる。

　当然、鎧人形の一撃が走る。

　ラークは今度は、それを防御ではなく回避することで時間を稼いだ。

　ほんのわずかな動き。掠かするだけでも危ない一いつ閃せんを、紙かみ一ひと重えで見切って反撃に移る。

　まるで、風に合わせて踊るような動きだった。

　見覚えがある。それこそが、ラーク＝シルデという男の完成形だ。風を読み、至近距離でさえ安あん全ぜん圏けんを見み抜ぬく綱つな渡わたりじみた接近戦。

　臆おく病びようなラークには、ついさっきまでできなかったはずの動き。

「ラークなら必ず持たせる」

　アミは言った。どこまでも冷静な声こわ音ねだった。

「だからわたしたちで決めよう。リューリ、魔ま力りよく螺ら旋せん、解除したら威力上げられる？」

「うん、やってみる」

「ありがとう。それじゃあ、わたしが指示したとこ撃って」

「わかった」

「――じゃあアキ兄」

　アミが、こちらを振り返かえった。

　その表情には、笑えみが浮うかんでいた。

「そこで見ててね。わたしたちが、勝つところ」

「ア、ミ……」

「――今度は、わたしたちが、アキ兄のことを守る番だから」

　そして。

　アミが――神賜兵装テスタメントを励れい起きさせる。




「うん、聞こえてるよ。力、貸してね。それじゃあ、行こう――《心穿イマ》」




※




　魔女――否、ゴスペル＝ホワイトリンクの宣言が、三人にもたらした影えい響きようは大きい。

　かつて世界を救った、紛まぎれもなき英えい雄ゆう。

　今はイフリアの持つ神賜兵装テスタメント《式詩ゴスペル》にのみ名を遺のこす、文字通りの先達。

「おいおい、マジかよ……初代のフルネームなんて初めて聞いたぜ」

　慄りつ然ぜんとするロクサディム。

　だが無理もない。それこそ彼かれは今、歴史上の偉い人じんと本当に対面しているのだから。

「ま、正確にはその抜ぬけ殻がら、とでも表現するべきだけどね。おわかりかい？」

　イフリアは言った。

「えっ、うそ、すごい。あっ、サインください！」

「イフリア!?」ソニカが突っ込む。「空気読んで、イフリア！　今そういう感じと違う！」

「だって初代救世衆だぞ！　最高の魔術師と呼ばれた女性だぞ!?」

「そうだけど！　あとにしてくれるかな!?」
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「あとなら貰もらってもいいかなあ……」

「ああもうこの歴史オタク！　部屋掃除しろぉ!!」

「いやそのツッコミはわからないけれど」

「うっさい、バカっ！　もうもう、ホント、もうもうもうっ!!」

　――ダメだ、読書好きのほうのイフリアちゃんが出てる。おめめキラッキラしてる。

　本の虫とも呼ばれるイフリアは、これで熱心な偉人ファンである。普ふ段だんの毒気がナリを潜ひそめて、ただのファン状態のイフリアちゃんが顔を現していた。

　さすがに意外な反応だったらしく、初代救世衆――《魔女》は一瞬、きょとんと両目を丸くするが、すぐに破は顔がん一いつ笑しようしてイフリアに告げた。

「ああ、わかったよ。私のサインなんて言っても、誰だれも信じないとは思うけれど」

「部屋に飾っておくだけなので大だい丈じよう夫ぶです！　ああ、部屋を掃除しなきゃ」

「私がいくら言っても頑がんとしてやらなかったイフリアが!?」

「それとこれとは話が違ちがう！」

「く、くそぅ。あの、せめて掃除するのは私がやってもいいかな？　いいよね？」

「…………なんの話してんだ、こいつら」

　普通に喜んでいるイフリアと、かなりどうでもいい箇か所しよでショックを受けたソニカ。

　ロクサディムは呆あきれのあまり言葉を失い、ゴスペルは愉ゆ快かいそうに笑って言う。

「……まあ、君には少し、申し訳ないと思う部分があるからね。そのくらいならいいさ」

「ぼくに、申し訳ない……？」

　話の意味がわからず、イフリアは首を傾かしげる。

　だがゴスペルは答えることなく、かぶりを振って、改めて三人に向き直る。

「いずれにせよ、全ては私に勝ってからの話だ。なんせ、でなきゃ君らは死ぬからね」

　そう言うと、ゴスペルは片かた腕うでを高く上げた。

　彼女の頭上に魔力の渦うず。その莫ばく大だいな魔力を完全に支配していることは明らかだった。

「――ここからは殺すつもりでやる。かかってくるといい」

「ちっ……」

　舌打ちをしたのはロクサディムだった。

　彼は背後のふたりに告げる。

「おい、お前ら。冗じよう談だん言ってる間に死にそうになってんぞ、どうする気だ？」

「先輩から課された訓練だからね」イフリアは真ま面じ目めになって答えた。「応えるさ。それができなきゃ後輩の名折れだ。ソニカだって、そこは同じだろ？」

「当然」ソニカも即そく答とうで頷く。「どうすればいいのかなんてわかんないけど、もともと私は負けっ放しで終わるつもりなんてないんだから。絶対、一発は入れてやらないと」

「オーケー」

　ロクサディムは一度頷き、それから目を閉じた。

　再び開くと、彼はふたりに向かって告げる。

「――一分。俺がひとりで時間を稼ぐ」

　それがどれほどの難題かは、誰もが理解していた。

　それでもロクサディムはできると断言する。その方法を選ぶと言う。

「その間にお前らで、奴やつをブッ飛ばす方法を考え出せ。でなきゃ負けて死ぬぞ」

「……ブッ飛ばす、でいいのかい？」

　方法ではなく、あえてその部分についてイフリアは訊ねた。

　ロクサディムは笑う。

「ああ。殺す気でやれって言われて、素す直なおに従ってやるなんざムカつくだろ。いくら先輩だからって、昔の人間にここまで偉そうにされるとな。逆らってやりたくなるのさ」

「……それは確かに」

「そうね、同感。そこまで指図されたくないわ」

　殺されずにブッ飛ばす。つまり倒たおす。

　それは、むしろ課題の難易度を自ら上げている。おそらく殺してしまうほうが楽だ。

　けれど三人は、そこまで素直な性格じゃない。

　せっかく先輩がわざわざお越しくださったというのだ、一度くらい驚かせてからお帰り願うのが当然の礼儀というものだろう。

「……ほう」

　ゴスペルは当然、そのやり取りを聞いていた。

　命を賭かけろと彼女は言う。救世衆は、初めから世界中の命を背せ負おわされている。それを場合によっては犠ぎ牲せいにすることを、容認しろと彼女は言った。

　そうすることでしか到達できない場所があるから。

　魔女の狙ねらいは、初めから命を賭けた極限のやり取りで三人を成長させることにある。

　初代の救世衆も、アキだって、それを繰くり返して今の場所まで来たのだ。

　だが三人はそれを否定した。なるほどそれができるなら、彼女も認めざるを得ない。

　魔女が用意した手段より、さらに先へ行くというのだ。

　それで強くなってくれるのなら言うことはない。諸もろ手てを挙げて喝采しよう。

　――だからこそ、自分はその壁であろう。

「行くよ。どう生き残るのか見せてもらおうじゃないか」

　ゴスペルが魔ま弾だんを放つ。

　それは純じゆん粋すいなる魔力の奔流だ。けれど彼女は、灰式魔ま術じゆつの応用によって威い力りよくを極限まで増幅して撃うっていた。人間三人を殺すには、あまりにも強すぎる攻撃と言っていい。

　防御も回避も困難だ。三人が全霊になってようやく対処できるレベルのそれは、魔弾という言葉の域を超え、海に押し寄せる波濤とも称するべき規模へ至っていた。

　ソニカも、イフリアも、その場から動かない。

　どころか攻撃を見てさえいない。

　彼女たちはお互いの顔を見合わせたまま、一分後に魔女を倒す策を練っている。

　その一分後が訪れるということを、欠片も疑ってはいない。

　信じたのだ。必ず、ロクサディムが、ふたりに《一分後の勝利》を運んでくると。その信しん頼らいを預けるに足る相手だと、ふたりはロクサディムを認にん識しきしている。

「……いいね」

　小さく零れたゴスペルの言葉は、誰にも届いてはいない。

　直感したのだと思う。その肉体に刻まれた聖痕が、たとえ知らずとも信頼すべき仲間であることをふたりに教えている。ゴスペルはそう確信していた。

　――きっと、かつての自分たちと同じように。

　ならば。

　ロクサディム＝シューは、その信頼を決して裏切らない。

「行くぜ。起きろよ、喰らえ、――《悪喰デイエズ》ッ!!」

　名を呼び、神賜兵装テスタメントを起動する。

　――大剣《悪喰デイエズ》。

　その能力は《魔力吸収ドレイン》。すなわち相手の攻撃のエネルギーを喰らい、ゼロに還かえす。

　だが、

「甘いぞ、ロクサディム。それが私に通じると思うのか？」

「さて――やってみないことにはねえ！」

　ゴスペルは当然、知っている。かつて命を預け合った仲間の武器なのだから。

　この剣は刀身に触れた魔力エネルギーを強制的に吸い取り、吸い取った魔力を《斬撃》として放つことができる。ゴスペルにとっては天敵と言っていいほど、単純にして強力な効果だ。

　――オレは魔術が下手だからな、こういう能力が合ってるのさ。

　初代の使い手がバカみたいな理り屈くつで考え出した能力は、けれど純粋に強力無比。攻防のどちらにも使え、効果も甚大とくれば当然――その対処法を彼かの女じよが知らぬはずもない。

「その剣の吸収限界なら知っている。そして君が、そこまで扱あつかい切れないことも」

「ああ。今の俺じゃ、この攻こう撃げき全すべてを吸いきるのは無理だな――」

　前に駆かけ出したロクサディムが、迫り来るゴスペルの魔弾をその剣で防ぐ。

　同時、がぶり、という音を幻聴しかねないほどの勢いで、魔力が削り取られて消えた。

　まるでそこに不可視の大顎があるかのように。一直線に伸のびてきた魔弾が、その先端を削り取られて断たれる。それは、たとえるならインクによって引かれた線の先端に、白いインクが垂れ、塗り潰されるような。再び線が伸びるまでの一いつ瞬しゆんに、空白が作られる。

　無論その程度で、彼女の攻撃はまるで終わらない。

　ゆえにロクサディムは次の行動を起こす。

　すなわち、魔弾を――再び斬った。

「……おいおい」

　呆れとともに、魔女は思わず口に出した。その行動は予測していなかったからだ。

　ただ振るったのではない。彼が行った行動はひとつ。

　剣が持つ、《吸収した魔力を斬撃に変える》能力で斬ったのだ。

「正気かよ……」

「生憎、そのつもりだよ」

　あとはその繰り返し。吸収し、それを斬撃として放出。ひたすらそれを繰り返す。

　魔弾の渦が自分へと到達する寸前で、ただ高速で腕うでを振り続ける。吸収によってできた空白が、再び自分に迫る刹那のうちに腕を振り、斬撃で魔弾を押し返す。再び吸収して、魔力を蓄え、蓄えた魔力を放つことで次の吸収に備える。

　一瞬でも腕の振りが遅おくれたら、タイミングを見誤ったら、吸収限界と魔力量を見誤ったら、魔弾と拮抗するだけの威力を見誤ったら――その瞬しゆん間かんに彼は渦に飲まれて死ぬ。

　気づけば彼の右腕には、聖痕が広がっていた。まるで腕一面を覆う刺青だ。

　聖痕から供給される全ての魔力を右腕の一点に集めている。そういう技術があることをロクサディムは知っていたのだ。

　諸もろ刃はの剣だ、文字通り。

　全身は魔力による守りのない無防備な状態。右腕は過供給により筋繊維が断裂する。

　それでも彼は、同じ行動を繰り返す。その場に留まり続けている。

　ただ魔弾を撃ち続けるだけのゴスペルと比べれば、その限界は遥かに早い。それでも、ただの一歩もロクサディムは動かない。彼もまた、背後のふたりを信用しているからだ。

　彼にとっては、気が遠くなるほどの遥かにある六十秒。

　不幸があったとすれば、彼の限界が予定の二秒前にあったことだ。

「――っ、」

　一瞬というのも烏お滸こがましいほどわずかの時間、ほんの微かだけ腕の動きが鈍った。

　腕が、壊れたのだ。

　魔力によって強ごう引いんに稼働させられた筋肉が、悲鳴を上げるように血を迸らせる。ぶつ、という嫌な音がロクサディムの腕から響ひびいていた。

　――届かなかったか……。

　ゴスペルは一瞬、目を伏せる。今から魔術を破棄キヤンセルしたところで到底間に合わない。

　けれど。

　不幸があったとしても、その対策をしていれば問題はない。

「おい」

　光に飲まれる寸前、ロクサディムは言った。

　それは、おそらく勝手に諦めたゴスペルに対する不満だった。どうした先輩、諦めるの早いんじゃないの？　そういう意図が、彼の視線には込められている。

　ゴスペルは目を見開く。

　そして、それよりも早く、迅はやく、視線の先で――ロクサディムの右腕が振るわれた。

　これまでで最速。振り切りまで腕が転移したのではないかと思うほどの一閃。視覚では到底捉えられない一いち撃げきは、おそらく完全に彼の腕を破は壊かいした。

　けれど同時に、斬撃が――その剣けんから放たれる。

　そう。ロクサディムは決して命を捨てる気などない。さらさらない。当然、備えならば行っているのだ。

　もう魔力に余力はない。そう思い込んでいたゴスペルは、驚きに身体を震わせる。

　――少しずつ、魔力を溜めていたのか……！

　おそらくは毎回、ほんの一パーセント以下。吸収した魔力の全てを放出せず、一部だけ剣の中に残して《最後の一撃》へ伏線を張っていた。かつてのディエズですら、可能か否かはともかくとして、おそらく発想すらなかったであろう、綱渡りじみた魔ま力りよく制せい御ぎよ。

　その一撃は威力もまた甚大。

　稼かせぎ出した時間と、振るわれた攻撃の反動を利用して、ロクサディムは射線を抜けた。

　その表情に浮かぶ笑みは、初代の思惑を超えたことに対する皮肉の笑み。

「――あとは、任せたぜ……」

　大剣を、ロクサディムは手放した。それが地面に突き刺さる。

「うん、ありがとう」

「任されたよ」

　稼ぎ出した六十秒は、果たしてソニカとイフリアに逆転の策を与えただろうか。

　ゴスペルはそれをまだ知らない。盗み聞きするような野暮はしなかった。

　けれど、同時に信頼してもいるのだ。彼女もまた、新しい後輩を、きっと信じている。

　――第一、顔を見ればわかるってもんだよな。

　ゴスペルはふたりの表情を見て、笑う。

　それはもはや、流されて連れてこられて、無理やり戦わされている表情ではない。遠く偉大な先達へ、自分たちの覚悟を確かに示そうとする――救世主の目をしていた。

　彼女たちは苦手だったのだ。

　誰かを信じ、何かを背負っての戦いが。だからどうしても超こえられない一線があった。

　想いを信じて進むには脆もろく、自分のためだけに生きるには優しすぎた。

　そんな彼女たちに覚悟を示す方法を、ゴスペルは、これしか知らなかったのだ。だから強制的に命を賭けさせ、初めは当人同士で、次いでは自分と戦わせた。

　それは場合によっては敵にさえ情けを見せてしまう弱さだ。彼女たちは、いつだって手加減しながら格下と戦っている。何かを犠牲に格上を打倒する強さを持っていなかった。

　これは、アミやラークにはむしろ存在しない、ソニカとイフリアの弱点だ。

　悪いとは言わない。

　だが英雄には向いていない。

　だから、場合によっては自分を殺させてでも、後戻りのできない一歩を強制した。その覚悟なくして、魔ま界かいに向かうことは自殺も同然なのだから。

　けれど彼女たちは今、先代の思惑さえ超えて先へ進もうとしている。

　ゆえにこれはゴスペルの手柄ではない。

　彼女たちは初めから、それができるだけの想いを、溢れんばかりに受け取っていたのだから。

「ふふん、なるほど。ちゃんと、先生やれてるじゃないか――アキ」

　ご大層な覚悟なんて手にしてはいない。

　英雄未満の淡い思いだけで動いている。

　それでも、そんな自分たちを信じてくれている先生だけは、絶対に裏切れないから。

　――だからふたりは戦える。

　きっと助けに来てくれるあの先生に、情けないところは見せられない――。

　動機なんてその程度。だけど、その想いがあるから潰れない。

　ロクサディムが稼ぎ出した時間を、魔ま女じよに託されたものを、全て呑み込む決意がある。

　だから――ソニカ＝アルハーツは駆け出した。

　踏ふみ込み。そこから、まるで自らを弾だん丸がんの如く射出する高速の接敵。

　身体運用は完璧だ。さきほどまでの戦いとはまるで別人の如く仕上がっている。彼女をそこまで鍛きたえ上げてくれたものを、全部ちゃんと思い出していた。

　ここに至りゴスペルは発射していた魔弾を破棄する。どうせもう当たらない。

　イフリアに対する意識を残したまま、接近してくるソニカに対応する。

「とはいえ、さすがに近接ってわけにはいかないね……っ！」

　さきほどまでソニカを翻ほん弄ろうしてみせたほどには、彼女にも格かく闘とう技ぎの心得がある。けれどさすがに、本職に及およぶレベルではない。今のソニカにはもう通じないだろう。

　ゴスペルは赤式を起動する。

　生み出された火か炎えんが、ソニカに向かった。

　それは稚気とも言うべき遊びで、今の彼女に対しては完全な悪手だ。

　ソニカは、その攻撃を一切気にすることなく、むしろ自分から突っ込んでいった。

「あ、コレまず――っ！」

　彼女の意図はすぐに察した。まったく、腹を括ればここまで変わるか、と。

　ソニカは決して、今、急に強くなったわけではない。

　初めからそれが可能なだけの実力はあったのだ。けれど人間は、いつだって必ず全力を発揮できるわけではない。その波があることを不安定と言い、弱さと称す。

　けれど、彼女たちは全力の出し方を学んだ。

　自らの中に、それができるだけの動機を見つけ出した。今さら与えられる必要はない。

　ゴスペルの目的は達成されている。

　――それでも。

「まだ、続けさせてもらおうかなっ！」

「は――あああああっ!!」

　地面から黄式によって作り出した盾たてを手に、ゴスペルはソニカの斬撃を防ぐ。

　火炎の中から飛び出してきたソニカは、完全に無傷だった。

　ゴスペルの魔術は、ソニカに熱すら与えていない。――それが彼女の神賜兵装テスタメントの能力。

　大盾で自らの身を隠かくしながら、魔女は次なる魔術を構築する。攻撃面を魔術に完全依存する場合、身を隠せる盾を持つことは悪くない手段だ。発動までの時間を稼げる。

　ただしそれは、盾をバターか何かのように容易たやすく斬り裂く相手など想定していない。

　――火炎。

　ソニカの剣は炎ほのおを纏まとっている。ゴスペルの盾は、その炎に溶かされる如く両断された。

　ゴスペルは咄とつ嗟さに黄式を用いて跳躍。反発力を増やして中空に跳とび上がった。

　そのまま空中を蹴り進みながら、跳ね回るようにソニカの周囲を走る。空気さえ固めて足場にする魔術は、黄式の基礎魔術にして奥義。到とう底てい、ソニカでは真ま似ねできない。

　ならば引きずり落とすしかない。

「《心の熱よ》――」

　詠えい唱しよう。それは口ずさむことで魔ま術じゆつ陣じんのイメージを自らに喚かん起きする儀ぎ式しき行こう為い。

　ソニカは同時に、腕を体の前で交差させた。両手の剣の切っ先が背中側に向く。

　それは溜めだ。次の攻撃の威力を上げる、イメージを形にする行為。強固な自己暗示。

「……」

　刹那、ゴスペルは思案する。

　受けるか、躱かわすか。あるいは降りて急襲するか。

「――受けよう！」

　彼女は防御を選せん択たくした。

　論理的な思考だ。炎を操る神賜兵装、その補助を受けたソニカの攻撃を回避するとなると現実的ではないだろう。降りるなどより論外。防ぎきるのが合理的な選択だ。

　ゆえに防御行動に移ったゴスペルの目の前で――ソニカの詠唱が完成する。

「――《炉より弾けろ》!!」

「っ――!?」

　交差するように振り抜かれた剣から、直射される形で昇る二本の火炎流が襲いくる。

　想像に相違ない、あるいは上回ろうかという火力。

　――まったく、死んでなお私を苦しめるな、あの女は……！

　それは炎のカタチを取り、炎という概がい念ねんを再現する、けれど炎ならざる魔ま力りよく塊。

　直に受けては無事で済まないが、防ぐにしてもひと苦労。空気の流れを操り壁かべに変え、火炎を完全に遮断する形で防御する――寸前。

　ゴスペルは直感だけで、あらゆる魔術を破棄し、自ら落下した。

「っ――頭の回る……っ！」

「――――」

　予感は的中。ソニカの放った火炎は、攻撃ではなくあくまでも目眩ましだった。火炎で視界を遮さえぎると同時、黄式魔術によって自らの足元を《隆起》させ、ゴスペルに接近する。

　それを寸前で察知したゴスペルは、踏み固めていた足元の空気を元に戻し、向かい来るソニカと入いれ替かわる形で地面へと落下していった。

　当然、その途と中ちゆうでソニカの足元の隆起した地面を破壊し、足場を失わせておく。四角い塔のようにまっすぐ伸びた地面は、途中で分断されそのまま自壊した。

　足場を失ったソニカが、ゴスペルの上へと落下する。

　それを迎むかえ撃とうとするゴスペルは、だが、そこで再び強きよう烈れつな違い和わ感かんを知覚した。

　――ソニカの瞳ひとみが、あまりにも透き通りすぎている。

　その表情には、驚きどころか感情がまったく浮かんでいない。全てが計算のうちであるかのように透徹した瞳で、少女は魔女を見下ろしていた。

　こういう予感は経験が打ち鳴らす警鐘だ。その指し摘てきには従ったほうがいい。

　そう考えるゴスペルの視線の先で、落下するソニカが――片手の剣を下に投げた。

「ん、おぉ――っ!?」

　咄嗟にゴスペルは防御用の障壁を張る。

　さすがに神賜兵装ともなると、ただ投とう擲てきされただけでも厄やつ介かいな威力だ。しかし防御できないレベルではないし、事実としてゴスペルはソニカの投擲を完全に防ぎ切った。

　けれど、それは悪手だ。ただ防御するだけでは足りないことを、彼女は知っていた。

　ソニカの神賜兵装テスタメント――双そう剣けん《炎舞ドレーク》は、一いつ対ついの剣がお互い引き合う機能を持つ。

　これは剣自体の特とく殊しゆ能力ではなく、神賜兵装のように《形を変える》機能を備えた魔術兵装のうち、武装形態が複数でひとつと見做される武器の基本的な仕様だ。

　双剣はまさにその代表例。ソニカは右手の剣を投げた瞬間、左手の剣の機能を解放し、片割れの元へと向かっていく力を利用して自らの落下速度を強引に引き上げたのだ。ゴスペルは無論、防いだ剣を即そく座ざに弾くが、そのときにはもう遅おそかった。

　驚くべきは彼女のセンスであり、策として一発で成功させた胆力だろう。

　先に落下したゴスペルに、あとから落下したソニカの持つ剣の切っ先が届く――寸前。




　――舐めるなよ、後こう輩はい。




　ゴスペルの魔術が遅れて起動する。

　灰式ではない。それを使わないことが、彼女なりの矜きよう持じなのか、あるいは敬意か。

　いずれにせよゴスペルは、あらかじめ保険を打っていた。魔術をそのとき、その場所で用意するなど二流の仕事。

　本物の戦せん闘とう魔ま術じゆつ師しであるのなら、奥の手のひとつやふたつ、用意していて然しかるべき。

「――――!!」

　ソニカの視界に光が映った。

　光源は目の前のゴスペルではなく、その下の地面だ。そこに、魔術陣が描かれている。

　いったい、いつの間に――そう疑問する暇ひまさえなかった。

　直後、ソニカとゴスペルの真下の地面から、ふたりを一直線に貫く形で光の棘とげが伸びてくる。あまりにも高速。そいつは、ソニカが腕を振るよりなお速い光の剣山。

　それはさきほど、ロクサディムに対して行った砲撃の余波による仕込み。当たることのなかった魔弾は、地面に吸い込まれたままエネルギーをそこに溜めてあったのだ。

「……っ」

　ソニカは攻こう撃げきを中断し、防御を余よ儀ぎなくされていた。

　天を衝くように隆起した光の棘は、ソニカより先にゴスペルを貫く。だからといって、それが相討ち上等の特攻だなんてソニカは思わない。どうせ本人には効かないはずだ。

　剣が棘を受け止め、ソニカの落下が一瞬だけ押おし止とどめられる。いかにゴスペルの攻撃といっても、神賜兵装を破壊できるほどの威力は込められていなかった。

　だがその隙すきに、ゴスペルはもう、剣が届かない位置にまで落下してしまっている。

　こうなっては逆に、窮きゆう地ちに陥るのはソニカのほう。

　着地したゴスペルは、落下してくるソニカを迎撃すればいいだけだ。身動きの取れないソニカは必然、選せん択たく肢しから回避を奪うばわれている。

　ゆえにゴスペルは、そのまま決着に持ち込もうと魔術を起動――しかけて、やめた。

　落下してくるソニカが、薄うすく笑っていることに気がついたからだ。

　刹那の判断。思考を回転させる時間など瞬きの間にも過ぎ去ってしまう。実際、ロクサディムが戦線を離り脱だつしてから、十を数えるほどの時間も経っていない。

　――何を見落としているのだろうか。

　可能性を想定する時間などない。無限にも等しい選択肢の中から、唯ゆい一いつある正解を引き出すには時間がいる。考えている余よ裕ゆうはない。

　ソニカがここに到達するまでの一瞬で、取れる行動はひとつだけだ。その選択が勝敗を決める。思考の時間がない今、ゴスペルが選んだ方法は――待機。

　どんな策でも後出しで対応できるという自信が、彼女に思考することをやめさせた。

　ゆえにゴスペルは当初の予定通り、ソニカの攻撃をそのまま対処することを選ぶ。何をされようと、その全すべてを押さえ込んでしまえば勝ちは揺るがない。

　そこでゴスペルは、ソニカの背後に光を見た。

「――これは」

　ソニカによる魔術ではないだろう。彼女にそんな余裕はない。ならば魔術の発動者は、ここまで動かなかったイフリア以外あり得ない。――だが、いつの間に。

　無論、前衛のソニカが隙を作り、後衛のイフリアが決定打を放つ、という戦術は当然のものである。ゴスペルもそれを理解しており、だから彼女から意識を切ってはいない。

　視線を向けていなくても、魔力を感知していればわかる。イフリアは最初に立っていた位置から一歩も動いていないはずで、魔術も発動していない――いや違う。

　――いない。

　どこを探しても、イフリアの魔力を感じない。

　ほんのわずかな光に気を取られた一瞬、転移魔術より鮮やかにイフリアの気配が消えていた。

　そして、それに気づいた瞬間に背後から殴り飛ばされた。

「ぐぅ――!?」

　一瞬の隙。理解が及んでいない。

　遅れた防ぼう御ぎよでも、ほとんどノーダメージで済んだ。そしてそのことがむしろゴスペルにとっての不可解だった。今のは、殴られたわけでは、ない。

　意識の空白。

　それはソニカにとって充じゆう分ぶんすぎるほどの時間。

「お――らああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合い。それと同時に、落下の勢いを乗せて放たれたソニカの拳が、ゴスペルの胸部に直撃していた。回かい避ひが間に合わず、下手に身を捻ったせいで急所を抉られたのだ。

　心臓打ち。まさか剣さえ手放して、素す手でで殴り飛ばされるとは、ゴスペルも想定外。
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　――勝負を決するのに、充分すぎる一撃だった。

　地面に着地したソニカは、そのまま警けい戒かいを保って、吹き飛ばしたゴスペルを睨む。

「……なるほど。完全に騙だまされたね……」

　胸を押さえて蹲うずくまるゴスペルは、それでも笑みを浮かべて呟つぶやいた。

　何をされていたのかは、この時点で理解した。その綱渡りの作戦に、賞賛を贈ることは敗者の義務だろう。だからゴスペルは笑っているのだ。

「ソニカ。この戦いで、君は――魔術を一度も使っていなかったんだね」

「……そうよ」

　少しの間があってから、ソニカは頷うなずき、ゴスペルの言葉を肯こう定ていした。

「これも、アキ先生の教えかな？」

「……魔術の発動箇所を選べないようじゃ二流って、耳に埃が溜たまるほど言われたから」

「ははは……いや、その比喩表現は意味がわからないけれど」

　要するに、ソニカは自身の魔力――その供給源となる《聖痕ステイグマ》の使用権を、イフリアに完全に譲渡していたということだ。

　さきほどロクサディムが、自分の聖痕を右腕いっぱいに広げていたことから着想したのだろう。聖痕は使い方に融通が利く。それは単に魔力の出口であり、それをたとえば片腕だけに限定できる。――ならば、他人に使わせることもできるはずだと考えた。

　実際にそこまで完全な制せい御ぎよはできていないだろう。だがイフリアも、そしてソニカも、自分の魔力をアキに預けるという経験はそれぞれ持っていた。ソニカは魔力の大半をイフリアに譲渡し、イフリアは自身の魔力を一いつ切さい使わずソニカの魔力で、ソニカを発動箇所として、戦せん闘とうの経緯を確かく認にんしながら、流れに合わせて魔術を発動していたのだ。

「二対一の戦闘を、あえて一対一と認識させるための策……か」

「そうでもしないと、さすがに先代に攻撃を当てられないと思ったから」

　――それに悔しいけど、魔術の腕前じゃ、私はイフリアに及ばない。

　口にはしなかった。けれどそれが、ソニカがこの作戦を受け入れた理由のひとつだ。

　ソニカの役割は、とにかく攻撃の手を休めないこと。ひいては自分の姿を、ゴスペルの視界に入れ続けることだった。

　その上で、あと一度の攻防で勝敗が決する、というラインまでゴスペルを追い込む。

　あとは単純だ。

　イフリアが姿を消せばいい――そう、ゴスペルに認識させればいい。

　ゴスペルはイフリアを魔力で判断している。視界に収めて肉眼では判断できないよう、ソニカが強引に立ち回っていたからだ。

　だからこそ姿を消せる。

　単純な話だ。保有している魔ま力りよく全すべてを失えば、ゴスペルの認識からイフリアは消える。

　ゆえにイフリアは最後の一瞬、ロクサディムが取り落とした神賜兵装《悪喰》に触ふれることで、自らの魔力を全て喰らわせたのだ。ほとんど自分から流し込む形で強引に魔力をゼロにしたイフリアは、ゴスペルが把は握あくしている認識の上ではいないことになる。

　あとは、地面に突つき刺さった大剣の陰にでも隠れていればいい。

　ゴスペルが最後の瞬間、背後から飛んできた魔弾に反応した理由はこれだ。イフリアが背後に回って攻撃してきたのかもしれない、という誤判断を彼女にさせた。

　それがなければ、大したダメージにもならない魔弾など無視されていただろうし、またソニカが最後の一撃をゴスペルに当てることもできなかっただろう。

「……凄まじいね。全てが策だったわけじゃないだろうが、アドリブでここまで為なしたという事実が、むしろ恐ろしい……見事だよ」

　前衛と後衛に分かれている以上、決定打を放つのは後衛であるはずという思い込み。二対一を一対一のように錯さつ覚かくさせ、その実、三対一であったという流れの操作。その策を、わずか一分で編み出し、アドリブまで含ふくめて完璧にこなしきった対応力。

　そして、それら全てを、これまで習ってきた技術と、ここに来て学んだ知識と、何よりずっといっしょに授業を受けてきた経験によって成立させたコンビネーション。

　ゴスペルが、彼女たちの才能を認めるには充分だった。

「うん。ここまで見せられちゃ、認めないわけにはいかないな。おめでとう」

「……どうも」

　ソニカとしては、なんと言っていいのかわからない気分だ。

　強かった。イフリアがいて、ロクサディムの援護があり、そしてゴスペルが灰式魔術を使わず戦力を縛って、こちらの出方を見る戦いだった――その前提あっての勝利だ。

　誇れるような勝利では、あるいはないのかもしれない。

　一応、鍛えてはくれたらしいし。これで、さすがに殺されることもないだろうけれど。

　なんと答えたものかは、さすがに逡巡してしまう。

　そんなソニカの目の前で、笑え顔がおを見せていたゴスペルは、ここで言った。

「さて……最後に、っと」

　ぱちり、と指を鳴らす。

　それと同時、周囲の景色が移り変わり、初めにいた広間に戻ってきていた。

　ゴスペルはソニカに言う。

「部屋の場所は言ったっけね？　それじゃあ、あとは任せたよ」

「――え？」

「いや、いい一撃だったね。やっぱ君、徒手空拳のほうが向いてるぜ。本当、あんなものまともに喰くらっちゃ、私だって肋骨や内臓は結構なダメージだよね――ごぼっ」

　言うなり魔女は、それまで我慢していたのだろう、口の端から血液を零こぼし。

　そして、そのまま前のめりに倒れ込んだ。

「え、ちょ……嘘うそでしょ、ここで倒れちゃうの!?　ちょっと、ゴ、ゴスペルさん!?」

　死屍累々。そんな表現が近いだろう。

　いや、別に誰だれも死んでいるわけではないけれど。

　ソニカの一撃を受けたゴスペルだけでなく、力を使い果たしたロクサディムも、自分の魔力を全て喰わせるなどという暴挙に出たイフリアも。

　全員が例外なく、意識を失って床ゆかにぶっ倒れてしまっていた。

「うそぉ……どうしよう、これ……」

　ソニカは頭を抱えた。

　まさかこんな展開になるなんて、考えていなかったのだ。

　しばらく考えたあと、ソニカは溜ため息いきをつき、それから意を決してこう言った。




「――お掃そう除じ、しますか。これはやり甲斐があるってもんよね、うん！」




　つまり考えるのをやめていた。




※




　――戦いはあまりにも一方的だった。

　鎧よろい人形が倒れる。頭部の装甲を剥ぎ取られ、その内側の核かくを破壊されて。

「……勝てた」ぽそり、と零すようにリューリは言う。「しかも、こんな簡単に……」

「まあ、苦戦するよりはいいと思うけど。そんなものなんじゃないかな」

　戻ってきたラークがそれに答えた。

「そりゃそうだけど。……てか、凄かったね、ラーク」

「ふ。またしても僕ぼくは、風の向こう側を覗いてしまったみたいだね」

「それは何言ってんのかわかんないけど」

「それは君の風かぜ力ちからが足りてないからさ」

「かぜちから」

「そう。もう少し鍛えるといい」

「……え、あ、はい。よくわかんないけど、ごめんなさい……もう言わないです……」

　相変わらずの妄言によって謝罪まで追い込まれるリューリはともかくとして。

　実際、彼女の言葉通り、ラークの動きは凄まじかった。

　膂りよ力りよくで劣りながら、最後まで鎧人形の至近に張りついて離れない。

　その上で全ての攻撃を避け、防御を選択しないにもかかわらず反はん撃げきは着実に当てる。

　鎧の隙すき間まを縫ぬい、内側を刻む攻撃。決定打にはならないものの、じわじわと鎧人形の力を削いでいた。あのまま続けば、時間はかかったがひとりで倒たおしきっただろう。

　とはいえ、驚おどろくには値しないのかもしれない。

　精神面でのハードルさえ超えれば、ラークにはそれだけの実力が初めからあった。

　風を読んで安あん全ぜん圏けんを悟り、風を纏って高速で駆ける。それを十全に行う限り、理論上、ラーク＝シルデに敗北はない。

　そしてこの戦いで、彼かれは一枚、見事に殻からを破ったようだ。




　けれど。

　この戦いで最も活躍したのはラークではない。




「あ、アキ兄。もう動けるっぽい？」

「――あ。お……おう」

　無傷のままこちらへ歩いてきたアミが、腰こしに手を当て、屈み込むようにして俺おれに訊きく。

　さきほどまで俺を苛んでいた症しよう状じようは、確かにすっかり消え去っていた。

　体の汚れを落として立ち上がる。ラークとリューリもこちらへ駆け寄ってきた。

「……悪かったな。助けるどころか足あし手で纏まといになっちまった」

「ううん、そんなことないよ」

　リューリが首を振ふって言った。ラークもそれに頷く。

「ん、まあ、たまにはね。アキ先生、すぐ死にそうになるし。過労とかで」

「過労は俺のせいじゃないんだが」

「まあまあ！　アキがあたしたちを助けたいと思ってるのと同じくらいに、あたしたちもアキを助けたいと思ってるんだから！　だから、これだけ戦えたんじゃないかなっ」

「……そりゃ照れるぜ」

　いや、まあ、そういうこと……なんだろうけれど。

　仲間のためなら力が出だせる、ってのは実際にある話だ。俺はそうやって来たし、きっと一周目の世界では、みんなそうだったのだと思う。それを俺は忘れていたのだ。

　基本的に怖こわがりなラークでも、仲間のためならいつだって勇気を奮ってくれていた。

　クサい話だが、そういうことはある。動機ってのはそれだけ重要なのだ。

　培った実力を何パーセントまで発揮できるかは、そこに懸かっていると言えた。

　――しかし。

「ふぅ。アキ兄が無事でよかったよー！　まったくもう心配させてっ!!」

　ぷりぷりと怒おこるアミ。その姿は、俺の知っているアミとまったく変わらない。

　――さきほどまでとは別人のようだ。

　アミは冷静だった。普ふ段だんのバカさはどこへ消えたのかと思うほど策士だった。

　彼女の――かつては俺の――神賜兵装テスタメント《心穿イマ》は、儀ぎ式しき短刀の武装形態を取っている。

　取り回しがよく、また魔ま術じゆつの発動媒体として非常に優ゆう秀しゆうだ。器用貧乏を地で行く俺には重宝したものである。

　これを装備して、戦場を駆け回りながら司令塔として指示を出すのが俺の役割だった。

　アミもまた、俺と同じスタイルを取ることになる。

　だが、はっきり言おう。

　――俺は、今し方のアミの戦いを見て、俺より上手つよいと感じてしまった。

　アミは駆け回りながら、ときおり地面に短たん剣けんで傷をつけた。

　そして地面に魔術陣を描き出したのだ。それと同時にラークに指示を出しながら、魔術陣の設置された場所まで鎧人形を誘導させる。

　並行してリューリに指示を出し、彼女が地面に撃ち込んだ魔ま力りよく弾だんを契機として黄式魔術一番《隆起ミズガルズ》――すなわち地形魔術を発動する。

　かつて俺がリューリとの模も擬ぎ戦でも使った魔術だが、これは地面を隆起させるだけではなく、逆に陥没させることにも使える。アミはそれを用いて鎧人形の動きを封鎖。

　そして、魔術陣によって発動した赤式魔術によって鎧人形を撃げき破はした。

　全てが計算下に置かれた動きだった。

　自分だけではない。あらかじめ決められた筋道を、リューリも、ラークも、敵である鎧人形さえ誘導して辿る。その間、アミは冷静に透徹した瞳で戦場を見つめ続けていた。




　――うん、終わり。思ったより弱かったね。




　アミがそう呟いたときには、正直な話、背筋に怖おぞ気けさえ走ったのだ。

　個々の技術は拙つたない。俺のほうがよほど上手うまくできる。

　だが逆に、その程度の拙い技術で、全てを操り切った頭脳のほうがより恐ろしかった。

　初めて思う。俺は今まで、その点だけは疑わずにいたけれど。

　だけど、本当は、ただの思考停止だったのだろうか。




　――アミは、いったい、何者なんだ――？







第四章『至極あっさりと披露される世界の秘密とかなんとか』







「――やあ、いらっしゃい。久ひさし振ぶり、元気してたかな？」

　と。そう言って声をかけてきた灰色の魔女。

　ついに屋や敷しきへ辿り着いたのだ。

　厳しい道のりだった。数多くの魔族もどきを掻かい潜りながらの進行。これは言い換えれば、彼かの女じよたちが魔界へと向かったときの訓練になる。

　というか。ここまで来れば、さすがに魔女の思おも惑わくにも気づくというものだ。

　彼女が、俺たちへ試練を与あたえるために現れたということくらいは、さすがに悟さとった。

　それを考えれば、いっそお礼を告げるくらいでもいいのかもしれない。そう思う一方、やはり脅されたことに対する不満もあって。なら文句もお礼も両方言っておこう。

　そんな決意で魔女の根城へ辿り着いた俺は、だが迎えに現れた魔女を見て、ひと言。

「え、大だい丈じよう夫ぶ？」

　思わず心配の声をかけてしまった。

　それを見て、魔女は苦く笑しようとともに呟く。

「いや。結構マジで死にそうだ」

　見た目にはおそらくわかりづらいだろう。

　だが魔女の魔力が、最初に会ったときとは比べものにならないレベルで減少している。よく見れば体中に怪我をしており、その治癒に魔力が回されていたらしい。

　正面の大階段。その手すりに体重を預け、ふらつきながら降りてくる魔女。

　尋じん常じような様子ではなかった。

「……何があった？」

　目を細めて俺は問う。魔女がこうまで追いつめられるなど、そうあるとは思えない。

　何より攫さらわれた三人の姿も見えなかった。いったい、何があったというのか。

「そんな怖い顔をするなよ。悲しくなっちゃうだろ？」

「おい魔女、ふざけたこと言ってないで質問に答えろ、何があった？　あいつらは無事なのか？　なんとか言ったらどうだ！」

「やれやれ。まあ心配せずとも無事だぜ？　いつでも会えるさ。今でもね」

「……ならお前の傷は――」

「いや、これ、君の生徒たちにやられたんだぜ？」

「俺の――えっ待って今なんて？」

「だから君の生徒にやられたって言ってるんだ。稽古つけたらね、やり返されたぜ」

「…………」

「そんなシリアスになるなよ、アキ先生。……今ちょっと、恥ずかしいぜ？」

「やっかましいわァ!!」

　吠える俺であった。そんなオチだと思わないだろ、この状じよう況きようで！

　アミとラークが、両後ろからポン、と俺の肩かたを叩たたく。

　そういうのいらねえから。

「ともあれ」

　灰色の魔女が両りよう腕うでを広げた。そして、気取るような笑えみとともに告げる。

「――ようこそ、魔女の居城へ！　歓迎し、あ、お腹痛い……あいたたたたた」

「お前、もう休んだら……？」

　だってぜんぜん締しまらないんだもんな、これ……。

　なんなんだろ、この感じ。救世科の関係者って全員ボケないと気が済まないのかな。

「まあ、そうさせてもらうよ。部屋は全員分あるから、とりあえず休んでくれ。ラークも、リューリも――それから、アミも。みんなまとめて歓迎するよ」

　魔女の言葉。アミはあっさり受け入れて、「はいはい！」と背伸びしながら挙手。

　その様子を細めた目で見つめながら、微笑ましそうに魔女は答える。

「……うん。アミ、なんだい？」

「ソニカたちはどこー？　会いたいっ！」

「ああ。二階の左手のほうの部屋だ。行ってくるといいよ。君らの部屋の鍵かぎも、ソニカに渡してあるからね。部屋分けは、まあ好きにしてくれればいいさ。私も部屋に戻もどる」

「よっしゃあ、いっくぜ――ッ!!　魔女さん、ありがとーっ!!」

　魔女の言葉を、アミは欠片かけらたりとも疑わずに二階への階段を駆け上っていく。

　その後ろをラークも追っていた。なんだかんだ心配なのだろう。

　俺も、ふたりのあとを追いかけたい気持ちはある。この目で安全を確認したい。

　それでも今は魔女が優先だ。

　ふたりが去ったのを見届けたあと、再び魔女に問いかける。

「――聞きたいことが、山ほどあるんだが」

「だろうね」魔女は肩を竦すくめた。「その全てに私が回答できるかはわからない。だが知っていることならば、全て正直に答える準備はあるよ。あとで、私の部屋まで来てくれ」

　これまでがどうあれ、魔女の言葉は真摯であるように俺には思えた。

　やり方は、確かに俺とは違ちがう。けれど彼女が二代目の救世衆を応援していることは、少なくとも間ま違ちがいではないのだろう、とも思った。

　灰色の魔ま女じよは、俺たちの敵ではない。

　だから俺のほうも、緊きん張ちようを抜ぬいて彼女に問いかけた。記き憶おくにないとはいえ、恩人であることは、きっと間違いないはずなのだから。

「……お前の部屋って、どこだよ？」

「ん？　ああ、そっか、覚えてないんだったね。ならリューリに訊くといい。君なら覚えている――というか知ってるだろ？」

　何やら言い回しが妙みようだった。とはいえ考えて答えの出る違和感ではなさそうだ。

　リューリの頷きに、あっさり疑念も掻き消される。

「うん。――同じ部屋でいいなら、わかると思うけど」

「同じ部屋で大丈夫さ。じゃあ、またあとで。生徒の顔を見てくるといい」

　言うなり、魔女は姿を消し去った。

　歩いてではない。灰式魔術で転移したと思える。相変わらず術のキレが異常だ。

　見送る、というよりは一いつ瞬しゆんでいなくなったことを認にん識しきしたあとで、俺はリューリに向き直って今の話の意味を問う。

「……なんか、あんのか？」

「んー……なんだろ。わかんない。どこまであたしが言っていいのか……」

　――ここなら大丈夫って気もするんだけどー、と目を閉じる。

　彼女にも彼女で縛りがあることは聞いているため、あまり掘ほり下げる気もないのだが。

　というか、《リューリが知っていて俺が知らないこと》は、現状かなり限られる。つまりそれは俺が失った、今はもうない未来の記憶であり、それが過去に戻った現状に何か影えい響きようするとは考えにくいわけだ。

「あ、でもひとつ。あの人の名前だけは、あたしが言ってもいいと思う」

「あの人っつーのは、つまり魔女の名前か。名前なあ……」

　そこに、何か大きな意味があるのだろうか。

　それとも別に意味がないから、リューリが口にできるということなのか。

「んー」リューリは右の人差し指を唇くちびるに当てて。「まあ、この館の今の主のことだね」

「同じだろ……で？　なんて名前なんだ」

「――ゴスペル＝ホワイトリンク」

「ふうん。やっぱ聞いたことな―――――――――――――――――――――はえぇ？」




※




「あ、アキ兄！　リューリ！　こっちこっち。みんないるよー！」

　リューリと連れ立って二階まで上ると、廊ろう下かの奥の部屋の扉とびらから体を覗のぞかせるアミが、笑顔でこちらに手招きをしていた。

　さきほどまでの策士の顔は、いったいどこへ消えたのだろう。年相応、という表現すら下回りかねない幼さをアミは持っている気がした。まあ、性格の問題だろうが。

「ま、あの分ならみんな無事そうだしな。結果オーライだと思おう」

「そうだね。ここなら安全なはずだから、むしろラッキーと言えばラッキーかも」

「ふむ」リューリの頷きで、少し考えてみた。「……あれ。そう考えると、もはや学院に戻る理由のほうがなくなっちまうかもしれない……」

「え、えぇ……それはそれでどうなのさ」

　第一学院に《救世科》が設けられている最大の理由は二つ。教育と、そして保護だ。

　この両方を最大限に行える場所として、国内では王立第一学院が最も相応ふさわしかったわけなのだが、ここなら学院以上に安全なのでは？　という気がしないでもない。

　なにせ一周目。世界が滅ほろんでなお、この場所にだけは平然と魔女が在ったのだから。

　時間に取り残された世界で、悠久を味わうような女が。たった、ひとりだけで。

「……まあ、そうだな。少なくとも教育に関しては、学院のほうがマシな気はする」

　灰色の魔女――否、あえてゴスペル＝ホワイトリンクと呼ぶべきか。

　初代救世衆。

　かつての俺が成し得なかった奇き跡せきを、世界を本当に救うという偉業を達成した大先輩。

《式詩》ゴスペルから魔術を直接、教授できるなら、これ以上ないかもしれない。

　と思う一方で、時代の違いなのか価値観の差異なのか、彼女はかなりのスパルタ気質だと思われることが難点だ。『最悪まあ死んだら死んだじゃないの？』とか言い出しかねない危うさを、彼女は持っている気がした。いや実際、外でヒデェ目に遭あったわけだし。

「せっかくだし、あたしはもっと学院にも通ってたいけどなー……」

　ちら、とこちらを見上げるようにリューリは言う。

　そう言われると弱い。記憶にはなくても、状況から俺はリューリを捨てて未来に来たのだという負い目があった。

「わかってるよ」

　と、だから答えた。いや、何も本気で移り住もうと考えていたわけではないのだが。

「俺の役目は、お前らを生かして還かえすことだ。ちゃんと自分の人生を、きっちり送ってもらいたいんだよ。んで、それなら将来のために、学院できちっと勉強したほうがいい」

「んふふ……アキのそういうとこが、あたしは好きだよ」

　にへら、と柔やわらかくリューリは微笑ほほえんだ。

　なんだかな。やっぱりどうにも、リューリとの距きよ離り感は掴みづらい。

「……お前も俺の生徒だからな。同じことだよ、ほかの奴やつらと」

　誤ご魔ま化かすようにそれだけを告げてから、歩く速度を少し速める。

　アミに誘われて部屋を覗くと、そこは少し広めの空間になっていた。中央に大テーブルがあり、その周りを二十人くらいは軽く座すわれそうなほど椅い子すが囲っている。

　食堂室といった風情だ。清潔感があって、ほかより明るい部屋だった。

「ソニカ、イフリア。……はあ、実際見ると安心するな……」

　入り口近くの椅子に、ソニカとイフリアが座っていた。奥にはロクサディムもいる。

「む」

　とソニカは、俺の顔を見るなり、なぜだか不ふ機き嫌げんそうに表情を顰めた。

「なんですか先生、来るなりその感じは。ここでも私たちが悪さしてないか心配ですか」

「んなこと言ってねえだろ。本当に心配してたんだよ、ったく……」

　相変わらずの反応。いい加減、悲しくなってくる。

　とはいえ、合流できたのだから深く考える必要はないだろう。ひと安心だ。

「ん、む……ぐぅ」

　なぜか歯は噛がみするようにソニカは呻いた。

　それから顔を赤くして、ふん、とそっぽを向いてしまう。

　……いくらなんでも意味がわからないんだけど。助けに来てもらって照れている、ってわけでもないだろうし、そもそも俺とは関係ないところで怒ってる感じか？

　ここにいる間に何かあった、って辺りか。魔女ともやり合ったようだし、その辺で何か思うことでもあるのだろう。つまり俺にはどうしようもない。ま、いつものことだが。

「や、せんせ」

　一方のイフリアは、どこか機き嫌げんがいいように見えた。

　俺も片手を上げて笑う。

「おう。きちんと迎むかえにきたぜ？」

「――うん。もちろん、ぼくは来てくれるって信じてたよ。ありがとう、先生」

「お、おう……ずいぶんまた素す直なおだな、お前」

「もちろん。――誰かと違って、ぼくは素直に信しん頼らいを示すタイプなんだ」

　……こっちはこっちで、いつもとなんだか雰ふん囲い気きが違う。

　いや、イフリアの場合は、魔女が来るより前――あの研究所での事件が終わって以降、なんだか俺に対する感じが変わっていた。

　素直な信頼を向けてくれるようになったことは嬉うれしいのだが、んん。例の事件のときのアレを、意識してるってことなのか、いやむしろ俺が意識してしまっているのか。

　ときどき、妙に色っぽいんだよなあ、イフリア……。

　これを意識するなってほうが無理だと思う。

「ちょっとイフリア、今、誰のこと言ったわけ？」

　と、ソニカがイフリアに反応して、じとっと睨むような視線を向ける。

「さあ……別に？　ソニカとは言ってないだろう誰も」

「あぁん？」ソニカこわい。「そんなあからさまにやっといて、言ってないって？」

「事実、何も言っていないだろう？」

「どうだか」

「まあ実際、言っていないだけだが」

「じゃあ実質言ってるようなものだよね……っ？」

「――ああもう！　お前ら、なんでそんなすぐに喧けん嘩かを始めるかな!?」

　落ち着け、と火薬と毒薬を宥める俺。

　よくも悪くも、いつも通り。こいつらは本当にまっすぐだ。が、時と場合がある。

　ここは教師らしく、威厳のあることを言っておこう。

「詳しい事情はわからないが、お前らあの魔女と一戦やって、しかも一矢報いたんだろ？　うん、それはとても素晴らしいことだと先生も思うんだ。けど思い出せ？　お前たちも、そのときはきっと今みたいに喧嘩せず、チームワークで戦いを――」

「先生ちょっとうるさいんで黙だまっててください」

「ていうか誰のせいだと思ってるんだ？　先生がはっきりしないせいだろう」

「ほらね？　仲よくなったろ？　こういうことだよ、見たかリューリ」

　俺は死んだ目でリューリに振り返り、リューリは憐あわれみながら俺の肩を叩いた。

「がんばった。がんばったよ、アキは！　アンタ先生だよ」

「……慰なぐさめんじゃねえよ畜ちく生しよう……」

　いいよもう。どうせ威厳なんてねえんだから。俺を敵にすることで、彼女たちが仲直りしてくれるなら、それで充分に役目は果たせたと思うんだ……ああ、つれえ。

　肩が落ちるアキ先生であった。俺の何が悪いのか。

　そんな俺を見つめて、遠くにいたロクサが疲つかれた様子で、笑みを見せた。

「はは……相変わらずだね、センセイ。生徒におモテの様子で、いやまったく重畳だ」

「お前は今の何を見てその結論に至ったのバカなの？」

「……お前に言われたくねえ……」

「そこまで嫌いやそうに言わなくてもいいだろ、おかしいだろ……」

　そこまで言ってから、いや、と思い直してかぶりを振った。

　どうあれここに来てから、ふたりを守ってくれていたのはロクサだ。そのことは、先に感謝を述べておくべきことだろう。

「……悪いな。ありがとう、助かった。お前のお陰かげでふたりは無事だ」

「やめろ」だがロクサは小さく首を横に振り。「別に、オレは何もしちゃいねえよ。褒めるならそこのふたりを褒めてやれ。……オレは今、自己嫌悪と闘うだけで精いっぱいだ」

「……自己嫌悪？」

「あんたとおんなじだよ、アキ先生。魔女に乗せられたことを嘆いてるだけさ」

　軽く、ロクサは肩を竦めて吐はき捨てるように呟いた。

　どういうことだろう。俺はソニカとイフリアに向き直り、視線で訊たずねた。

　彼女たちは顔を見合わせると、一度だけ頷き。

　それからイフリアが、ロクサに向かってこう声をかけた。

「いや、ぼくたちからもお礼が言いたい。――助けてくれてありがとう」

「私からも。貴方あなたがいなければ、魔女には勝てなかったかもしれない。向こうに本気で殺すつもりがなかったとしても、弾みでどうにかなってたかも。だから……ありがとう」

「……どういたしまして」

　ロクサは溜息を零すようにそう答えた。それからがしがしと頭を掻き。

「ああ、ったくよぉ！　あんたらにそう素直に来られちゃ、こっちもガキの反応ができなくなっちまう。――いいよ、わかった。礼は受け取る。言いたいこともあるだろ？」

　それからロクサは、視線の向く先をリューリへと向けた。

　全員がその様子を見ている。その先で、ロクサは軽い調子を気取って。

「つーわけだ。悪いな、リューリ。そういうことだ」

　リューリは答える。

　真正面から見つめ合うふたりの真剣な様子に、誰も言葉を発せないでいた。

「別にお前とは協力関係ってわけでもねえが……それは言っとく。悪かったな」

「うん」リューリは頷き、それから。「え、ごめん。あの……何が？」

「――いやそれはねえだろこの感じでよォ!?」

　ロクサは吠えた。頭を抱かかえていた。

「マジかおい。わかんねえのか。ここでそう返されちゃうオレ、もう立たつ瀬せないぞオイ」

「え、ええと……」

「察せよ！　そこは察せよ！　なんかちょっと恥はずかしくなってきたわ!!」

「恥ずかし……あ、あれか。えーと……あれだよね？　前にロクサが手ぇ出して裁判沙汰になりかけた貴族のご令嬢とのドロドロ愛憎劇――」

「この状況でそんな話するわけありますぅ!?」

　なんの脈略もなく、ロクサの過去の恥ずかしい恋愛遍歴が暴露されていた。

　すげえな。もう今のテロだもんな。あまりにも憐れだよ。

「違った？　でもアレは顔がいいと見るやすぐに手を出すロクサの自爆で――」

「ちっ――がうわァ!!　今、ここで、その、話、するわけ、あるか!?　ねえよ！　なんでオレの昔の過ちをしれっと表舞台に復活させてんだよ!?　バラすなや！　ああほら、結構潔癖な感じの嬢ちゃんふたりに嫌そうな顔されちゃってんじゃん！　違うからね!?」

「……うっわ最低」

「こっち見ないでくれ」

「うわ、やばいこれ思ったより心に来る。結構マジでつらい。泣きそう」

　あー……これロクサだなあ。

　と思った俺はしれっと視線を逸そらす。巻き込まれて誘爆を喰らうのはごめんだった。

　ロクサは一周目むかしから遊び人を気取ってたからな……。

　そして大抵痛い目に遭っていたし、なぜか俺も巻き込まれて、ソニカとイフリアに痛い目に遭わされていた。……今にして思うけど後半は絶対おかしいでしょ？

　ともあれ、そういうところは変わっていないらしい。ロクサは、やはりロクサだ。

　違いがあるとすれば、それは俺が巻き込まれずに済む対処法を覚えていることと――、

「……その話は今はいいとして、だ」

　イフリアが言う。

　彼女は、俺にも一度だけ視線を向けて、それからこう続けた。

「訊いていいことなら訊こう。――なぜ貴方が、神賜兵装テスタメントを持っているんだ？」

「……そうなるよな」

　小さく、どこか諦念にも似た感情を、ロクサは笑みの形で浮うかべた。

　イフリアの追及は続く。

「神賜兵装は、この世に五つしか存在しないはずだ。六つ目があり得るわけがない。にもかかわらずロクサディム、君は六つ目の神賜兵装を持っている。――なぜだ？」

「――――」

「答えてほしい。……ぼくが君に助けてもらったのは、これで二度目だ。ほとんど覚えていないけれど、かつて研究所からぼくを連れ出してくれたのは……君だった」







[image: ]







　――そうだったのか、と内心で思う。

　ロクサと、この世界で初めて会ったときの、あの対応。イフリアへの言葉。その意味をようやく掴めた。『かわいく育ってる』とか言っていたのは、昔を知っていたから。

「答えてくれ……と言われてもねえ？」

　ロクサは軽く息をつき、それから態度を変えた。

　仮面を被るような。軽けい薄はくな素そ振ぶりで何かを誤魔化すときのそれだ。

「六つあるなら、そりゃ六つあったってだけの話だろうよ。現に六つあるんだから。あり得るもあり得ないもない。だって実際あるんだ、話はそこで終わりじゃないのさ！」

「誤魔化すのか？」

「や、だから誤魔化すも何もあるもんは仕方ないでしょうが。それともどこにあったのかって話？　やー、それは立場上ちょっとね。それよりほら、みんなで食事でも――」

「それとも答えられないのか？」

「…………」

　問いの内容としては、ほとんど同じことを訊いているに等しい。

　だが厳密には、イフリアは前後でニュアンスを変えていた。だからロクサも黙った。

「別に、ならそれでいいんだけどね」

　イフリアは、ふっと力を抜いて笑う。そんな彼女にソニカが視線を向けて。

「いいの、そんなんで」

「いいも悪いもね。答えられないなら仕方ない。それが彼の答えで、なら応じるぼくたちが次は答えを出す番だろ？　ま、助けてくれたのは事実だし、それ以上は疑わないさ」

「……そう。まあ、アンタがいいならいいけどね」

　軽く肩を竦めるソニカ。それに合わせてイフリアは苦笑。

「まったくぼくの周りの連中と来たら、どいつもこいつも隠かくしごとが多くて困るよ。まあぼくが言えた義理じゃなかったかもしれないけどね。……言っとくけど、先生もだよ？」

「お、俺おれか？」

　ちょっと狼狽うろたえる俺だった。だがイフリアはやはり苦笑いのまま。

「そうだよ。第一、先生、ロクサディムが神賜兵装を使えるって聞いても、まったく驚いてなかったじゃないか」

「あ」

「あ、じゃないよ、本当にもう。知ってたか、最低でも察してたか……まあ魔女しか使えないはずの灰式魔術を使っている時点で、何かあるに決まってるんだけど」

　――だけどね、とイフリアは続ける。

　俺の表情をまっすぐに見み据すえて。

「今さら先生のことをいちいち疑うなんて馬鹿らしいからね。少なくともぼくらは同じ目標に向かっているんだ、ほかのことは……まあ、言ってしまえばどうでもいい」

　その言葉に、俺は思いのほか強く動揺した。

　そこまで信用されているとは、どうも思っていなかったようだ。

　それは俺だけじゃない。ロクサもまた、きょとんと目を見開いてイフリアを見ている。

　だが驚いているのは俺とロクサのふたりだけで、残る全員は皆が当たり前の表情のまま変わらずにいた。――そんなことは、とっくに前提でしかないとばかりに。

「初めから、仮にも救世主候補を陥れようなんて思う奴のほうが考えにくいしね」

　あっさりと言うソニカ。

　いや、それは確かにそうかもしれないが。

「そういうの、私じゃ判断できないし。イフリアがいいって言うならいいんじゃない？」

「へえ……それは意外だな。ソニカがそこまでぼくを信用しているとは」

「私たちの中でいちばん頭がいいの、アンタでしょ。あとは全員、こういう局面じゃ役に立たないし。見なさいよ、ラークなんかとっくに明後日の方向見てるから」

「――ん、話終わった？」

　どこか遠くを見ていたラークが、自分の名前を聞き取って振り返かえる。

　さすがに呆あきれた様子のイフリアが突っ込んだが、

「いや、君はもう少し興味を持とうよ……」

「だって、なんの話してるかわからないし。イフリアがわかってるならいいでしょ」

「……なんだかな。ていうか、なら何をしてたんだ君は」

「遠く離はなれた彼女と交信ができないかと思って。試ためしてたんだ」

「彼女っていうのは」

「草」

「草」

　草の根活動に余念のないラークであった、じゃないんだけども。

　まあ、よくも悪くも、仲間同士の信頼は固い連中だ。この点だけは喜んでいい、と俺も思うのだった。それはたとえば、救世科であるという事実を抜きにしても。

　友達とは、仲がいいに越こしたことはないだろう。




※




　あのあと。

　少しだけ休きゆう憩けいを取ってから、俺おれたちはまず食事に移った。

　食材は豊富に用意されていたため、料理をすることができたのだ。使用許可は出ているとのことだったため、遠慮なく調理させてもらうことにした。

　いつもは少し息苦しいくらい近くにいるリシェがいなくなって、初めてそのありがたさに気づいた気分だ。何も言わなくても生活の世話を全すべてしてくれるのだから、感謝してもしきれないほど助けられている。

　ちなみに俺自身の料理の技量は、せいぜい《できないとは言わない》のレベル。それも旅の間に必然として習得した最低限のもので、重視するのは簡易さ、早さ、エネルギー、以上である。味なんて、二の次どころか三の次以下だ。

　あとを言えば、ソニカは俺よりマシ程度、イフリアとロクサは論外。

　かつてはこの辺りをラークに頼たよっていたのだ。地元で子どもたちの世話をしていた経験から、人並み程度には料理ができる。いちばんは、何より食材の目利きなのだが。

　ともあれ五人でいるときは、おおむねラークが腕うでを振るった。

　だが今回、ラークの出番は訪れなかった。思わぬ伏兵がいたからだ。

　リューリは、料理が上手かった。

「一応、得意分野なんだっ。期待して待ってて！」

　と珍しくも自慢げに言っただけはあり、その手際は慣れた人間のそれだった。

　作る機会が多かったんだ、とは本人の談である。その発言にいろいろ思うところはあるものの、楽しそうにしているところを見るに、もしかすると趣しゆ味みなのかもしれない。

　――しかし。しかしだ。

　伏兵、とは何もリューリのことではない。なぜならリューリの料理スキルは初めから未知数だったため、上手いのか下手なのか誰だれも知らなかったからだ。

　それでは伏兵にならない。伏兵とは、誰もが警けい戒かいしていない場所から現れるべきだ。

　そう、アミである。

　この女、キャラに似合わず料理が異様に上手かった。

　それはもう、なんならちょっと引くくらい上手かったのである。

「わたしも手伝うよっ！」

　とアミは、自慢げに作業へ取りかかったリューリに、ちょこんとついて行った。

　この時点では、おそらく全員が《頼たのむからリューリの料理を台なしにはしないでくれ》と願っていたことだろう。作業を分担制にして、別々の品を作ったのは警戒のためだ。

　それが――おそらくはリューリにとって最大の誤算だった。

「ほいほいっと」

　なんて軽いノリで、鮮やかに調理器具を操り、リューリの三倍の速度で一品を仕上げていく様は、もはやアミという概がい念ねんを破壊する一種の魔ま術じゆつクライシスと言っていいだろう。

　思わずプロかと思った。救世後は料理人を目指せばいいのにというレベル。

「……負けた……」

　自信があった分野であっさり追い抜かれたリューリが、一瞬で鬱うつを発症して部屋の隅すみへ消えたことはもはやお約束としても、……いや嘘うそだろ。お前そういうキャラだっけ？

　事実、味も絶品であった。あんな簡単にこんな美味しく作る？　みたいな部分がなまじ気合いを入れていたリューリの敗北感を、さらに重ね塗りした感じだろうか。

「うんうん、リューリも上手だねっ！」

「……すみませんあたしが愚かだったんですもう追い討ちは勘弁してください調子乗ってごめんなさい沈みます大地にそうあたしはバターとろけるアイデンティティ……」

「どしたのリューリ？　よくわかんないけど元気出だせー？」

　死んだ表情のリューリの肩を、ポンポン叩くアミは、もはや拷問官か何かだった。

　そして俺も俺で、俺にできないことを平然とこなすアミに、なんだか謎なぞの敗北感を植えつけられているのだった。……ああ、アミに、負けた……俺が……。




　まあ、そんな感じで食事を終わらせてのちが――本題だ。

　ノックの音を響ひびかせる。いろいろ考えてはみたが、結局ひとりで行くことにした。

　返事は、一秒と待たずにこちらへ届く。

「ああ、来たね。開いているから、どうぞ入ってくれて構わないぜ。私はもう待ちくたびれていたところさ」

「……んじゃ、失礼させてもらうよ」

　先刻の約束通り、俺は魔女の部屋を訪ねていた。

　扉を開け、中に入る。

　狭い部屋だった。取り立てて目立った家財は何もなく、せいぜい奥のほうの隅にちょこんと置かれたベッドくらい。簡素というより、ほとんど無機質というほうが近い。

　魔女は、ベッドの上で身体を投げ出していた。

「――お帰り、アナタ」

「…………」

　全ぜん裸らだった。

　ブッ飛ばしたいなあ……。

「私にする？」

「しない」

「それとも私にする？」

「選せん択たく肢しがない」

「そ、れ、と、も、わ、た、し？」

「そもそも話を聞いていない！」

「女に恥を掻かせるものではないと思うぜ」

「掻けよ。まず全裸の時点でもう恥を掻いてんだよお前は。そこを認識してくれよ」

「では私ということで」

「聞いてねえ！　なんだ、お前にするってことはお前をブッ飛ばしていいってことか!?」

「む――なかなか高度なプレイを要求するね。いきなり、そんな……荒っぽい」

「してねえよ。今ここで行われているのは俺に対する放置プレイでしかねえんだよ」

「もちろん、君が望むなら応えるのも吝やぶさかではないんだけれど」

「俺が望んでるんでまず言葉に答えてください」

「ただ、やっぱり一回目だし」

「二回目以降を想定した受け答えをやめろ。一回目もやめろ」

「まずは君との体の相あい性しようを確かめてからがいいかな」

「心の相性は最悪みたいですけどね！」

「君のその、律儀に全て突っ込んでくれるところ、私かなり好きだぜ」

「俺はお前のこと、すでにだいぶ嫌いになってるけどな!!」

「君のその、それでも私に突っ込んでくれないところは、ちょっと悲しいぜ」

「っ――お前の存在は教育に悪すぎる!!」

　この場にあいつらがいなくてよかったなあ……。

　自分の身がどうこうっていうか、もう年ねん齢れい制限がつくよ。魔女は成人してからです。

「ま、冗じよう談だんはさておき」

　魔女は言う。

　冗談のくだりが長すぎるんだよ。そういうのは生徒たちだけで間に合っている。

　いや……こいつも、言ってみれば救世衆ではあるのだが。

「改めて、まずは名乗らせてもらおうか。――ゴスペル＝ホワイトリンク。いわゆる初代救世衆と呼ばれる人間のひとりだ。よろしく、二代目」

「……アキ＝フォルトヴァール。今はもう、二代目じゃねえよ。知ってるだろ？」

「はっはっは。いやいや、まあその認識は今は問題ではないとしよう」

　ベッドのシーツを体に巻いて、危ない部分を隠しながら彼かの女じよは言った。

　もしかして服と布の違いがわからないのかな？　おばあちゃんだからかな？

　俺は思ったが、口に出すとまた話が進まなくなるので黙っておく。ゴスペルは笑った。

「その失礼な認識は変えてもらいたいがね。おばあちゃん言うんじゃないぜ」

「当たり前みたいに心を読むな」

「君がわかりやすいだけだと思うが……まあいい。本題に入ろうか」

　ニヤリ、と笑う。

　その表情は――ああ、確かに魔女と思わせるだけの色があった。




「――世界の話をしようじゃないか、救世の後こう輩はい」




「世界の……話」

　その響きの重たさに、迂闊な言葉が浮かばない。

　ゴスペルは、それでも笑みだった。

「はは――まあ格好つけて言ったはいいが、結局のところ私たち先達の負債を、後世の君たちに押おしつけているだけに過ぎないんだけどね。というか、わかっちゃいただろう？」

「……なんの話だ？」

「私たちは初代として神滅に当たり、結果として神を封ふう印いんした――封印することしかできなかった。倒せなかった。だが当然だろう？　神を、人が殺すことなどできない」

「……だったらなんだ？　諦めろって言うわけじゃねえだろ」

「もちろん。それは君たちの選せん択たくだ。勝手に聞こえるかもしれないが、少なくとも私が何かを強制することはない。あくまで選ぶのは君たち次し第だい……そうだろう？」

「なら――」

「前提として言っておきたかっただけだ。恨んでくれても構わない。だが、アキ。いいかい、言っただろう。こんなことは考えるまでもなく当たり前なんだ」

　心が、いつの間にかささくれ立っていた。

　そうだ。俺は怒おこっている。ほんの一分にも満たない会話が不ふ愉ゆ快かいで仕方ない。

　その理由は。きっと。

「人間では神には勝てない。やってみなければわからないとか、愛と希望と友情でどうにかなるとか、そういうことじゃないんだよ。無理なんだ。それは初めから不可能なんだ」

　つまり。

　と、ゴスペル＝ホワイトリンクは、言った。




「――君らが敗北することは、挑む前から決まっていたということだ」




「――――」

「おい。落ち着けよ、アキ＝フォルトヴァール。そんな風に私に当たってどうする？」

　無意識だった。気づけば俺は、ゴスペルの胸倉を強く捩じり上げていた。

　我慢ならなかったのだ。

　その言葉は、まるであいつらの死に意味がなかったと言われるかのようで――。

「無む駄だだったって、そう言うのか」

「…………」

「押しつけられた役割を、それでも背せ負おったあいつらの戦いに！　あの戦いに意味がないと、あいつらの死に価値がなかったと、よりにもよってお前が言うのか、なあ！　ゴスペル＝ホワイトリンク!!」

「……落ち着けって。そう言っただろ？」

「――っ」

　わかっている。何を言われても、ここでゴスペルに当たる意味はひとつもない。

　それはむしろ俺自身が、あいつらの価値を貶おとしめるような行いにほかならないのだから。

「別に君らを腐したいワケじゃないんだ。私は知らない――この世界では君だけが知っているその奮闘に、私は心から敬意を表する。その価値は尊く、貶められるものではない」

「…………」

「だから、そろそろ手を離してくれると嬉しいな。言っただろ？　君が望むなら応えたいと思うって。それとも、本当に今ここで体の相性を確かめてみるかい？」

「……そう、だな……悪かった。平気か？」

「ふふ」手を離した俺に、ゴスペルは笑えみを向けた。「男にベッドへ押し倒されるのは初めてだったからね。貴重な体験だった、悪くない気分だよ」

「謝らなければよかったという気分にさせてくるのをやめてくれ」

「その意気だ。そして実際、謝る必要はないんだ」

「は――うおっ!?」

　離したはずの手が、今度はゴスペル自身によって引っ張られた。

　俺はそのままゴスペルに向かって倒たおれ込む。なんとか潰さないよう堪えたものの、それこそ押し倒しているのと変わらない格好だ。

　間近に見える魔性の顔。その唇くちびるが、俺の耳元でそっと、囁ささやくように言葉を紡ぐ。

「――千年前。まだ、世界がひとつしかなかった頃ころの物語だ」

「は？　世界が……何を言って。ひとつ？」

「戦争が起こった。当時の人間は、その戦いを指して《権限戦争》と名づけ、人類はふたつの陣営に分かれて争あらそった。勝者には地上の覇権が与あたえられ、霊長として星の頂点に立つ。わかるかい？　勝ったほうが、《人間》になれるはずだったのさ」

「待て、おい。なんの話をしてんだ、お前は。お伽とぎ噺ばなしか？　そんなの聞いたこと――」

「だがそれは天罰の一側面だった。争いを繰り返す人類を神は見限った。要するに戦いの趨すう勢せいが初めから決まっていたも同然の出来レースだ。神は当時の人類より進化した種を、言うなれば新人類を創造し、当時の現生人類から霊長の座を奪うように仕向けた」

　語られることの意味がまるでわからない。

　わかることはひとつだけ。

　ゴスペルが、創作ではなく歴史を語っているということ。

「神が創造した新しい人類。それを今の世では《魔族》と呼ぶ。だが当時は違ちがった。魔族こそが進化した人類であり、旧人類――すなわち我々普ふ通つうの人間は、新人類に駆逐され、滅亡を待つだけの存在でしかなかったんだ。わかるね？　人類は神に見放された」

「ま、待て、待って――くれ、」

「――ならばまずはその目で確かめてくるといい。これが世界の真実だ」

　まっすぐに、ゴスペルの瞳ひとみが俺を射抜く。

　頭が、ふらっと揺らいだ。意識が急速に薄れていく感覚。精神に介入を受けている。

「お、ま……何、を」

「夢を、せめて詩うたってあげよう」

　俺の実力で、初代救世衆最強の魔ま術じゆつ師しによる干かん渉しようを防ぐことはできなかった。

　ましてこの至近距離で。弾こうとしたときにはとうに遅おそい。抵てい抗こうなど意味もなく、俺はあっさり意識を奪うばわれ、夢の世界へと叩たたき落とされてしまった――。

「私はゴスペル＝ホワイトリンク。《式詩》のゴスペル。あらゆる法則しきを使うたい、あらゆる夢うたを指揮する魔術師――そう呼ばれた女だよ」




※




　――アキ＝フォルトヴァールは地じ獄ごくを知っているだろうか。

　それが地上に再現されたものを、俺は実際に目にしたことがあった。答えはイエスだ。

　あの光景は――滅ほろんだ世界は、地獄という表現に充じゆう分ぶん足るものだっただろう。

　だが。だがそれでも、俺は《滅んだ世界》を目にしただけで、《滅んでいく世界》を目にしたことがあったわけではない。そんな風に、思わせるだけの光景ゆめだった。

　現在進行形で、不可逆への破滅へと追いやられていく人類。

　その救いのなさは、いっそ作り物めいていた。煮詰められた悪意のように醜悪で、吐き気けすら催すほど不愉快な邪悪で、にもかかわらず心に残るものがない。理性がそれを否定していても、感情がそこまで届かないのだ。これ以上、いや――以下があり得ないがゆえに。

　だからこそ――それが信じられないほどの異常だったからこそ、疑う余地のない現実であり、かつて発生した歴史なのだと信じることができた。

　決して、一方的な殺戮というわけではなかった。

　人類の反攻は、それが最後の足掻きでしかないのだとしても行われてはいたのだから。力の差はあまりに明白で、数で言えば圧あつ倒とう的てきに上回るにもかかわらず、個体としての性能差がそれを覆して余りあるほど大きすぎる。

　多くの魔術師が、戦士が、魔族の攻こう撃げきの前に散っていった。

　この星は、その全土が魔族の支配下となる寸前にまで追おい詰つめられていたと言える。

　もはや人類の行動は、自らが滅ぶことを前提として、その上で可能な限りの反はん撃げきをするという自己満足の域に至っていたのだろう。それを折れなかったと取るか、それとも勝つ気力を失った負け犬の遠とお吠ぼえと取るかは――どうなのだろう。わからなかった。

　決して醜いものだけを見せられたわけではない。

　尊く美しいものが、命の価値を証明する在り方というものが、確かにそこに存在した。

　けれど、それでは何も解決しなかった。軌跡を遺しても奇き跡せきは起きなかった。かつての人類の奮戦が、どれほど素晴らしいものだったとしても。それでも滅亡は免れない。

　それだけの事実が、ただ存在していたというだけの話でしかない。

　だから俺は、それを地獄だと思ったのだ――。




※




　次に意識を目覚めさせたとき、光を認にん識しきした瞳のすぐ近くにゴスペルの顔があった。

　時間は、おそらく数秒と経過していないだろう。ほんの一いつ瞬しゆんの間に、俺は過去の歴史を早送りの映像として追体験させられていた。そう確信している。

　それでも問うてしまったのは、本能の理解を理性が拒んだからだろうか。

「いま、のは……いったい」

「歴史だよ。語られざる歴史ブラツクヒストリーというヤツかな」

　――もっとも私は白いけれどね。

　笑えない以前に冗談として成立してすらいない妄言をゴスペルは吐いた。

「今は失われた歴史。けれど、かつてにおいて確かに存在した事実。ああ、とはいえ見せたものはあくまでも幻術の類たぐいだ。記き憶おくではなく記録。その架空再演だと思えばいい」

「……映像として作られた歴史の教科書、みたいなもんか」

　噛み砕いて訊ねた俺に、ゴスペルは笑みを見せながら頷うなずいた。

「そうだね、その表現は適切だと思う。さすが教師」

「仕事関係ないだろ……今の、本当なのか？」

「――本当だよ」

　あっさり告げるゴスペル。

　そうじゃないかと思う俺がいる一方、幻術であることを鑑みれば理性が否定する。

「だったらもう人類なんざ、とっくに滅んでないとおかしくないか？」

「そうだね」ゴスペルはそれも肯こう定ていした。「このまま進めば滅んでいておかしくなかっただろう。では？　人類はなぜ今も存続していると思う？」

「なんだよ。こっから華麗な逆転劇が始まるとでも言うつもりか？」

「うん。その通りだ」

「……どう見たって詰んでたろ、あれ」

　これまたあっさり頷かれてしまい、思わず素で訊きき返してしまった。

　ダメだ。今の光景にまだ頭が侵されている。

　俺はかぶりを振ふって、冷静さを取り戻もどすよう脳を働かせた。

　体を起こして、俺はベッドに座り込んだ。

　その隣となりにゴスペルが来る。

「人類と魔族が戦争をしていた。まあ、それはいい。わかった――だが疑問がある」

　今だってある種の戦争状態であることには違いがないのだ。

　実際、かつては一度、魔ま神じんの指揮によって侵しん略りやくがあり、それを防いでいるのだから。

　それを為なしたひとりが、目の前のゴスペル＝ホワイトリンクでもある。

「お前らは一度世界を救っている。だけど、それは初代救世衆が魔ま界かいへの侵しん攻こうを成功させて、魔神を封印したから――だよな？」

「そうだね。魔界に行くことができたのは私たちだけだから」

「なら、さっきのはなんだ？」

　魔族には、そう簡単に人界へは出てこられないという制約がかかっている。その逆に人類も、聖痕と神賜兵装を持つ救世衆以外は魔界へと向かう手段がない。

　だが今し方、ゴスペルに見せられた記録によれば、人類と魔族はほぼ全面戦争だった。

「――あんな風に魔族の軍勢が攻めてきたら、人界と魔界は両方が溶とけ合うみたいに消しよう滅めつする。俺はそう聞いているが」

「事実だ」

「……なら」

「言っただろう？　人界と魔界は、もともとひとつの惑星せかいだったのだと。それをふたつに分断したのは、ある種の苦肉の策だったんだ。隔離することでしか魔族に対応する手段がなかった。彼かれらは人類を駆逐するべく動いているが、それは手段であって目的ではない。本来の目的はあくまで地上の征せい服ふく――かつての人類は地上から魔族を追放し、この星そのものを一種の人質とすることで侵略を防いだ。来るなら諸共滅んでやる、とね」

「――――」

「彼らは魔界に住んでいるから魔族と呼ばれているわけではない。世界の裏側を切り離すことで彼らを隔離し、向こう側を魔界と呼ぶことに決めた。そして、そこに住まう者たちのことを、後づけで《魔族》と呼こ称しようするようになったのさ――人間ではない、とね」

　俺は、学院へ侵しん入にゆうしてきた魔族――《灼毒》のアンドレアスの言葉を思い出していた。

　彼は魔族と呼ばれることを嫌きらっていた。

　この事実が、その理由の一端だとするのなら……なるほど辻褄は合っている。

「じゃあ魔族は、……そう呼ばれている連中は、初めは人界に生まれていたのか。いや、それだけじゃ……ないんだな？」

「その通り。彼らはこの世界が故郷であり、またこれもさきほど言ったけれど、気づいているようだから今一度言おう。――彼らは全員が例外なく、もともとは人間だったんだ」

　思わず、目を閉じた。

　異界より現れる理由なき侵略者。それが魔族だと俺たちは教えられてきた。

　だが事実は、そんな認識の彼岸にあったらしい。

「魔族に生殖能力はない。増えないんだ。現代まで生存している魔族は、黎れい明めい期に魔族化を果たした元人間。旧人類であることを辞め、進化を選んだ者だけなんだよ」

「……そんなの」

「その通り。そんなものはもはや人間の精神性ではない。視点が変わった、とでも言うのかな、その価値観、精神性はすでにヒトのそれから乖離している。言っただろう？　元は人間だった、と――それは、今はもう人間ではないという意味でしかない」

　つまりゴスペルは言っている。

　だからと言って戦いを諦めたりはしないだろう？　と。

　そして、その通りだ。どうあれ侵略を受けていることには変わりなく、人間同士だって別に戦争をしないなんてことはない。それは、戦いの理由に影えい響きようしない過去だ。

　とはいえ……。

「これを、あいつらに言うのは……キツいもんがあるな」

「信じるのかい？」

「お前が嘘をつく理由がなさすぎる。それに――しっくりこないこともないんだ」

　おそらく現状の世界において、対魔族の戦せん闘とう経験は俺が人類トップクラスだろう。

　まあ目の前の大先輩には及およばないかもしれないが、それでも数えきれないほどの回数、魔族と戦っている。その経験が――今の話を直感で信じさせていた。

　人類に対する優越感。進化した存在であることの矜きよう持じ。その上で持つ、人類と人界に対する執着。それらの感覚に、答えを貰もらったような気がするのだ。

　何より《人が魔族になり得る》という事実を、俺はもう知っている。

「……トーキン＝カーゴの研究も、そういうことなんだな」

「ああ。彼は人類を魔族にする方法を知っていた。それがたとえ偶ぐう然ぜん見つけた術式で、再現性がなかったとしてもね。不可能ではないということを証明してしまっている」

「考えてみりゃ、人が馬や猫になったりしねえもんな……」

　人間はほかの生き物にはなれない。姿形が変わっても、それは外見が変わった人間だ。変身であっても進化ではない。その精神なかみが、ヒトのモノである限りは。

　だが魔族にはなれるというのなら――それは、その時点で魔族がそもそも人間を起源にする生命だということの証左でしかない。気がついてもおかしくない話だった。

「ま、そういうことさ。あるいは彼も、その点を理解できていれば研究を完成させることができたかもしれないけれどね。人と魔を分けるのは肉体の能力などではなく、あくまでもその精神性なんだから。性能ちからを求める余り、ガワに囚とらわれたのが彼の限界だ」

「……それで？」

　と、俺は重ねて問う。

　まさかゴスペルの話がここで終わり、なんてはずもない。

「魔族はもともと人間だった。つまり人間の中に、魔族になることを選んだ人間がいたってことだ。だけどならなかった奴やつもいる。――違うな、ならなかったんじゃない、なれなかった……魔族にしてもらえなかった奴がいるんだな？　だから戦いになった」

「その通り。……悟さとったね、アキ？　なら答え合わせといこうか」

「お前がヒントどころか答えをばら撒いたからだろ」

　ゴスペルは最初に語っていた。

　敵は神であり、結果は初めから決まっていた。勝ち目のない出来レースだった、と。

　――彼女は神が敵なのだと言った。

　救世衆の目的は、魔神の打倒ないし封印。敵は魔神だ。

　だが、魔族はもともと人間で、その名は後づけで与えられたものだとも言っていた。

　そして人間が魔族になったのなら、人間を魔族に変えたものがいたということで。

　……ここまで聞いて、察しを否定できるほど楽観的にはなれなかった。

　俺は言う。

　その、現実を。

「――魔神なんて存在しないんだな」

　あるとき、魔界の神様が、魔界の軍勢を率いて攻めてきました。

　神は人類を守るため、魔神を倒せる兵装を賜し、資格ある者が魔神を封印しました。

　――その歴史が、全て偽りだったとするのなら。

「敵は、魔神じゃない。神は初めから一柱しか存在していなくて、それが人類を見限って魔族を作った。そういうことなんだろ」

「古くて性能の低い玩具おもちやに、神様は千年前に飽きたのさ。そんな旧種より、もっと新しくて進んだものを選んで当然だって話、なのかもしれないよな」

「なら俺たちは、親に棄てられた子ども、ってことか……」

「その通り」ゴスペルは頷く。「人類の敵は、創造の神。人類の守護神。人を創り、だが人を裏切って敵についた造物主、我らが創造神様なのさ」

　神が人を創ったという。

　だが人は、その神に「新しいのを創ったから、旧ふるいほうは要いらない」と棄てられた。

　魔神と創造神で何が違う、と思うべきか？

　どっちにしたところで神様なんだ。異界からいきなり攻めてきた神様だろうと、自分たちを創った神様だろうと、おんなじようなものだろう、と強がってみせるべきなのか？

　それは……きっと、違うと思う。

「な？　これでわかったろ」

　と、ゴスペルは笑うように呟つぶやいた。

　その笑みは、今になって思う――彼女の笑みはずっと自じ嘲ちようだ。

　親に棄てられた子どもが、その親に抗あらがう無力さを嗤わらう、全人類への自嘲だった。




「――こんなもの、初めから勝てるわけがないんだ」




　さすがに。

　頭を抱えたくなってきた。

「……参ったね。そいつは絶望的ってヤツだ。全部をひっくり返された気分になる」

「人類は、造物主に棄てられたなんて歴史を認めたくなかったのさ」

　俺の泣き言をゴスペルは聞きもせずに話す。

　手心なんて加えてくれない。

「だから不利なんだよ。そんなことを今の人類はとっくに忘れて、けれど魔族側は人類を滅ぼし地上の覇権を取り戻すために、千年もの年月をずっと準備に費やしてきた」

「なんも知らねえで戦うバカな人間と、全部知った上で覚かく悟ごしてきた新人類。しかも片方は神様に見捨てられ、もう片方はその神様に応援されてるときたもんだ……笑わせる」

「なら笑ったらどうだ？」

「うっせバカ。笑えるわけねえだろ、皮肉だよ。お前、性格歪んでんじゃねえの」

「む……それは酷ひどくないかな？」

　人によっちゃ、それだけで全てを投げ出すに値する情報だろう。

　素す直なおに魔族へ星を明け渡せ、それが正解だ――と言われたも同然だ。

　そんな話を楽しそうに告げてくるような奴は、ああまったく最悪の性格だ。これくらいの反撃は、認めてもらわなくちゃ割に合わないってもの。

「お前は酷い奴だよ、本当」

「……ふむん。私だってちょっとはお喋りを楽しみたいだけなのに」

「拗ねた風なことを言ってんじゃねえよ、歳としいくつだお前」

「私はまだ十七だ！　いいじゃないか！　こんな機会はもうないんだからっ！」

　外見年齢で歳を答えてくるのは卑怯だと思うが。

　まあ、いいか。俺は小さく笑って、軽く肩かたを竦すくめるに止とどめた。

　隣に座すわるゴスペルもまた、わずかな笑みでもって言う。

「安心したよ。この事実を聞いてなお、まだ戦う意思を失わないことに」

「それは俺を舐めすぎだ、先輩。――そういうの、もうやめることにしてるもんで」

　絶望程度で足を止めるようなら、俺はとっくに死んでいる。

　もともと不可能みたいな話に、さらに不可能要素が増したところで大差がない。初めから俺は、不可能に挑むためにここへ来たのだ。全て今さらでしかない。

　――戦う、と。

　そう決めた生徒がいるというのに、教師が先に諦めるなんてあり得ない話。

「それに、まだ言うほど絶望ってこともないだろ？」

「へえ。面おも白しろいことを言うね。根こん拠きよは？」

「――お前だよ」俺はゴスペルを見み据すえて言う。「そうだろ？　実際、あんたは魔神を……いや、神を封印して千年を保った。なら、希望があるってことじゃねえか。違うか？」

「ああ。違わないぜ！」

　ゴスペルが、すっと立ち上がった。

　座る俺の目の前に立ち、安心したみたいな微笑みで。

「――君に賭けた判断は間ま違ちがっていなかったな」

「なんだよ。褒めてくれんのか？」

「ああ。だから私が、当代の灰色を継ぐ者として君への助力を誓おう。いや違うか。力を借りているのは私たちのほうなんだから」

「なんだって？」

「灰式魔術の使い手は、過去への干渉を可能とする――と、君は思っているんだろ？」

「そりゃ実際、俺はお前に過去に戻してもらって……なんだよ。違うのか？」

「違うね。今の言葉は全すべて間違いだ」

「あ？」

「まず言っておこう。――私には決定した過去を変える能力などない」

　それは。

　どういう意味なのか。

「魔術論において、過去とは確定情報のことだ。それは魔ま術じゆつ干かん渉しようによる改変がそれ以上に為されない固定状態という意味だ。人間は魔術で過去を改変できない」

「――――」

「では《灰色の魔ま女じよ》はなぜ君を過去へと戻したのか。嘘をついて過去ではない世界へと送り込んだのか？　意味がないと知っていて君を騙したのか。違う、そうではない。魔女もまた人間である以上、当然だが人界が魔界に侵食されていいとは思っていない。これは前提だ。いいか？　――人界が征服されてもいいと思う人間などこの世にはいないのさ。いるとすればそれは魔族と、それに類する者……人間を辞める気でいる者だけだ」

　考えてみれば、ゴスペルは初めから当たり前のことしか言っていない。

　そうだろう。その通りだ。どうして故郷が滅んでもいいなどと思えるだろう？

　誰だってそんなことは普通、望まない。そこは疑うところではない。

「だが敵は強大だ。言っただろう？　敵は神であり、本来なら絶対に敵かなわない。だからこそ奇跡が必要なんだ。出来レースと言っていい現実を覆すためには、通常ならあり得ない裏技だって使わなくちゃいけない。この戦いは初めから敵に有利に仕組まれている。ならそれを覆せる戦力を、私たちはなんとしても手に入れなくてはならない。わかるな？」

　ひと息。

　彼女は言った。




「――それが君だ、アキ＝フォルトヴァール」




「俺おれ、が……？」

「そうだよ。当然だろ？　この世界で、君だけにその可能性がある。その可能性を君へと繋いでくれた人間を君は知っているはずだ。なら、その想いに応えろ、アキ。君の願いは生徒たちを、かつての戦友たちを生きて帰すことだと言ったな。そのための力を与えるのだと。――違うだろ。足りないだろ。どうしてそこで思考を止めるんだ。やれよ、君が。君自身が、君自身の手で世界を救ってやるくらいのことは言ってみせろ！　やりたくないとは言わせないぜ。やれる、と私が言ってやる。そのために、君をここまで呼んだんだ」

　――なぜならば！
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　と、ゴスペル＝ホワイトリンクは叫さけぶ。




「人は過去を変えられない。けれど未来を変えるのは、いつだって人の力なんだ」




「未来を……変える」

「ああ。君ならば未来を変えられる。なぜならこの世界は君にとって地続きの未来であり、まだ確定しない状じよう況きようならば変更が利く。それは、君だけに許された特権だ。そのための力なら、もう君は持っているだろう？　――これまでの戦いには、全て意味があったんだ」

　そうなの、だろうか。

　俺は、俺ひとりの力でここまで来たわけじゃない。

　どころか俺の力なんて、何ひとつ使われていないと言ってもいいくらいだ。

　魔女が俺を、過去に送ってくれた。

　そこまで俺を生かしてくれた、仲間たちの犠ぎ牲せいがあった。

　俺はただ、俺を助けてくれた全ての人間の力に、背中を押されて歩いていただけ。

　――そんな俺に、意味があるとするのなら。

「不思議には思わなかったか？　過去に戻ってきた段階で、それより過去が変わっているということを」

「……ああ。あれは、どうしてなんだ？」

「人類側についている《灰色の魔女》が過去を視ているんだぜ。その特権が、もともと不利な自分たち側だけにあると思い込むのは甘あまいだろう？」

「――まさか」直感し、俺は叫んだ。「いるのか？　敵にも……時間を視る奴が!?」

「いる」ゴスペルは頷いた。「魔女とは対極、《未来》を視る魔族がいるんだ。九王と呼ばれる魔族の頂点――その一角に、未来視を固有能力として持つ王がいる」

「未来を視認する、王……」

「いいか、よく聞け。未来視の王にも制限はある。何をどうしたところで、彼らは救世衆の発生を防げないんだからな。聖痕に守られた人間を王は知覚できない。だが――聖痕の加護を失った人間ならば未来視で認識できるんだ」

「……！　それが、俺か」

「そう。いいか、王はアキ＝フォルトヴァールが未来のある時点に訪れると知覚した時点で、過去に関して手を打たれたのだと知った。だから王は、過去の段階で未来に対して布石を打った。君が過去に来ることが確定した段階で、その未来を知った王が過去の段階で手を打つ事実が確定したということだ」

「俺が現れると知って……それで、未来に対して手を打ったのか！　九王が！」

「そういうことだ。彼には制約が多い。私とそれは同じだがね、おそらくある程度離はなれた未来は視ることができない。長くて数年が限度だろう。自由に使えるわけでもないと思われるし、なんでもかんでも知れるわけではない。何より人界には絶対に来られない」

「……だけど、配下の魔族を動員して、布石を打っておくことはできる……！」

「ああ。その結果が、たとえば学院襲しゆう撃げきの前倒しであったり、イフリア＝エルクレグリに課された実験結果の差異だったり、ロクサディム＝シューの過去だったりするわけだ」

　一周目。アキ＝フォルトヴァールが未来から過去にやってこない世界。

　そこでは、王は何もしない。いや、何かはしていたのだろうし、その結果が反映された世界にいたのだろうが、それを俺たちが知ることはない。

　だが二周目。俺――アキ＝フォルトヴァールが未来から過去へ戻ってきた世界。

　未来から俺が戻ってくる、ということを、王は過去のある段階で知る。それが遥はるか未来から打たれた手段であると前もって知った王が、未来を変えるべく行動を起こした――。

「こればかりは避さけられなかった。奴に手出しする方法が、何もない。だが奴も、できたことは悪足掻きが限度だろう。……イフリアだけは、運悪く巻き込まれたようだが」

「……そう、だったのか……」

　つまり、俺が過去に戻ったせいで、結果的にはイフリアの人生を歪ゆがめてしまった、と。

　それは……クソ。何もできなかったとはいえ、何も思わないのは難しい。

「あとは私の出番だ」

　ゴスペルは言った。

　どこか、儚げに微笑ほほえむように。

「……ゴスペル？」

「おいしょ」

　などと言うなり、ゴスペルが俺を軽く押した。

　俺の体が、彼女のベッドに倒れ込む。首を傾かしげる俺に、彼女は微笑みかけて。

「私の役割はいくつかあった。そのうちのひとつが、こうして君に情報を伝えることだ。私はここに引きこもっている必要があった。未来視は防げるが、ここにいなければどうしても防げないものがあったのでね――賭けになったが、」




「そう。そして結果的に――貴様はその賭けに敗れたことになる」




　――突とつ然ぜんだった。

　一いつ切さい、なんの前兆もなかったと言っていい。

　ベッドの上で、俺は茫然と目を瞠みはる。それ以外に、できたことなど何もない。

　だが。気づけば。

　――ゴスペル＝ホワイトリンクが血を吐いていた。

　いや、それどころじゃない。彼かの女じよの胸は、いつの間にか貫かれていて――

「は、おい……おい、ゴスペルっ!!」

「――止まれよ、後こう輩はい」

　口の端から血を流すゴスペルが、自身の胸に背後から突き刺さっている腕を、自分の右手で掴つかんだ。逃さない、とでも言うように。

　いや。生えているのは腕だけじゃない。

　ゴスペルの背後には、いつのまにか大柄の人ひと影かげが――突然現れて立っていた。

　そいつが、ゴスペルの心臓を、背後から貫手で抉ったのだ。

「よう、遅かったね？　お陰かげで結構な長話を楽しむことができちまったぜ」

「……よく喋る。必要なら苦しませず終わらせることも考えたが――」

「は。そいつは必要ないね」

「いいだろう。遺言を残す時間はやる。――ゆえに、我の腕を掴む必要はない。その行こう為いは、ただ貴様の余命を縮めるだけだ」

「お優やさしいことだね」

「好きに捉えろ。――意味があるとは考えていないだけのこと」

　誰だれが見ても致命傷だった。

　初代救世衆――世界を救った英えい雄ゆうが目の前で命を落とす、その寸前だった。

　俺が飛び出ださなかったのは、言葉で、そして視線で、ゴスペルが俺を制したから。

「――さて」

　と、ひと言呟くなり、辺りの空間が捻じれた。

　周囲の光景が、別のものになる。

　気づけば俺たちは、室内からだだっ広い荒野へと転移を果たしていた。

　屋や敷しきの外側に似ているが、どうも違う。あるいはゴスペルが作り出した空間か。

「ではアキ、見ての通り私は死ぬ」

「……っ、お前――そんな！」

「わかるだろう？　見事なまでに致命傷だ。――だからね、アキ。こいつは、君が倒せ」

「…………」

　そう言われてなお、背後の魔族は何も言わない。

　魔族。そう、魔族だった。どれほど人間のような風体でもわからぬはずがない威い容よう。

　ゴスペルが小柄であることを鑑みても、なお巨きよ大だいで質量のある体格。その顔はたてがみを思わせる黄金の毛をなびかせており、百獣の王――獅子を思わせる出で立ちだ。

　それでも、たてがみ以外の顔はまだしも人に近かった。

　アンバーの両眼。右だけをモノクルが覆っており、どこか紳士然とした雰ふん囲い気きがある。獰猛そうな外見に反し、深い理知と理性を思わせる姿には――王の風格が備わっている。

「こいつの名は、《観かん界かい》のヒュメルソン」

　ゴスペルが言う。

　それを告げることが、自らの最さい期ごの役目であると任じるように。

「現在支配の固有能力を有する――九王の一角。魔族最強のうちのひとりさ」

「……だろうとは、思ったが……」

　いや。いや――違う、そうじゃない。そんなことを話したいわけではなかった。

　目の前の男の魔ま力りよくを見れば、九王位の一角であることくらいわかっている。

　こちらはいつだって戦える準備をしてあった。その一方、ヒュメルソンは律儀に約束を守るよう、身み動じろぎさえすることなくゴスペルが喋るままにさせている。

　それは王として下す敬意と慈悲であり、同時に状況が全て終しゆう了りようしているがゆえの余よ裕ゆう。

　ゴスペルは死ぬ。もう死んだも同然であり、数秒と待たずに本当に死ぬ。

　その死の間際、最期に何を話してもいいと彼は許したのだ。

　俺が今から特攻しても、なんの意味もないどころか、ゴスペルの死さえ無む駄だにすることをわかっているから。

　だが、許されているということは、舐められているということでもある。

　脅きよう威いとは思われていないのだ。そして俺は、それを甘受したまま棒立ちになっている。

　――ふざけやがって。

　俺は、自分に、腹が立ってどうしようもない――。

「こいつは――私の知る九王の中でも、個体戦闘能力は上位の王だ。その上、固有能力も厄やつ介かいでね。ここから出れば、見つかるとは思っていたんだが……か、はっ――ぅ」

　べちゃり、と吐はき出された血が地面に落ちる。

　けれど赤は増えない。そんなものより胸の大穴から零こぼれる血のほうが多い。

「お前、は……」俺はゴスペルに向かって、訊たずねる。「わかってて……ここから出たら、見つかると知っていて、殺されるとわかってて――それでも、俺を、呼んだのか」

「そう、だよ」ゴスペルは、俺の問いに頷いて笑った。「だって、それは……、必要だったから、ね……。そして、ヒュメルソン――君の勘かん違ちがい、を……ひとつだけ、正そう」

「――なんだ？」

　それまで黙だまっていたヒュメルソンが、初めてゴスペルに答えた。

　彼は本当に、約束通り遺言を残す時間を許したのだろう。だから黙っていた。

「賭けに勝ったのは、私だ。こいつは……負け惜しみじゃあ、ないぜ……？」

「……さてな。我は未来など視たことがない。いつだって現在いまだけだ」

「よく言う……まあ、いいさ。それじゃ、あとは任せた、よ……アキ。いや――後輩」

　ヒュメルソンの腕は、ゴスペルの胸を貫いたままになっている。

　それが血止めになっている、なんて慰なぐさめにもならない。心臓を抉り出すでもなく、一いち撃げき目で確実に潰つぶしている遊びのなさが、おそらくはヒュメルソンを強者たらしめていた。

　そんな状況の中で、なお。




「――君が、倒せ。この世界を、君の手で――救ってみせろ！」




　ゴスペルは、俺に向かってそう告げるのだ。

　敗走し、ひとりだけ生き残った俺に。もはや救世主の資格も失い、教師としてあいつらを導くだけが限界の俺に。

　それでも世界を救うのだと、遥か歴史の彼方にいた先達が、そう告げていた。

「――わかった」

　だから、俺は頷いた。

　敵は九王だ。その実力は、かつての俺たちが五対一でようやく食い下がれたレベル。

　けれど――こんなバトンを貰ってしまっては、繋がないわけにはいかないだろう。

「俺が倒たおす。だから、安心して眠れよ、先輩――ありがとう」

「ああ。――見せてやれよ、人間の強さってヤツをさ」

　その言葉を最期に。

　ゴスペル＝ホワイトリンクの姿は、解けるように消え去った。

「……遺体は残さない、か」

　それを見送って、手を下ろしたヒュメルソンが呟く。

　何かの感慨が込められているようで、一方、なんの感傷もないようにも見える。

　いずれにせよ王は役割を果たし、こうしてまたひとつ世界を滅びに近づけた。

「では次は貴様だ」

　そして、俺にそう告げる。

「……そうか」

「言い残すことがあれば聞こう。まさか我に、本当に敵うとは思うまい」

「紳士みてえな奴だな。魔族とは思えん」

「紳士は不意打ちで女を殺すまいよ。もっとも奴は知った上でお前を庇かばったのだろうが、解せんな。奴が本気であれば、死し闘とうになると思ったものだが」

「……なるほど」

　と、俺は笑う。

　こいつ――そんなこともわからねえのか。

「だったらやっぱりお前は魔族だ。決して人間じゃない」

「当然だろう。我は貴き者、貴様らとは違ちがう。同一視されても不ふ愉ゆ快かいなだけだ」

「そうかい。……なら、それがお前の限界ってことさ」

　軽く身を屈めた。

　おそらく、俺の人生における最大の戦いが今、ここだ。

　敵は遥か強大。一方、こちらの実力は全盛期よりも遥か劣る。

　だがゴスペルは俺に言った。

　お前が倒せ。

　お前が世界を救え。

　――そのための力なら、もう持っているだろう。

　ならば戦おう。

　王がなんだ。魔族がどうした。

　力で進化を謳う奴に、負けるわけにはいかなかった。

　かつて、俺を助けてくれた仲間がいた。

　今、俺を信じて進んでくれる生徒たちがいる。

　そして俺に希望を託し、未来のために散った先達もいる。

　その全てを、その価値を、尊さを、ここで証明しなくてどうするというのか。

　俺の戦いには全て意味がある、とゴスペルは言った。

　それは、俺が、俺の力で――俺を助けてくれた人間の価値を、証明しろということだ。

　俺は足で、地べたに紋もん様ようを描えがいた。爪先から流し込まれた魔力が陣じんを刻む。

「……魔ま術じゆつ陣じんか？　ずいぶん簡易なようだが……なんの真ま似ねだ？」

「さて。それはお前が自分で判断することだろ」

「フ――違いないな」

「救世科担任教師、アキ＝フォルトヴァール」

「九王が一角。《観界》のヒュメルソン」

　名乗りは交かわした。

　ならばあとは戦うだけだ。




「授業の時間だ、ライオンヘッド。――お前に、人間ってもんを教えてやる」







第五章『王権布告』







　ふと気づくと見知らぬ空間にいた。

　ソニカ＝アルハーツは、それが魔女――ゴスペル＝ホワイトリンクの仕し業わざであると即そく座ざに看破する。というよりは、さすがに慣れてきたと言うべきか。

「……みんなも、いっしょか」

「わわっ!?　あれ何これどゆこと!?　わーぷっ!?」

　わたわた狼狽うろたえるアミの姿。とはいえ、それもソニカの姿を見つけるまでで。

「あ、ソニカだ、やっほうっ!!　ねえ今のすげくね、超ちようおもしれー！」

「狼狽えてたっていうより喜んでたのね……アミらしいけど」

「アミだからねっ！」

「そうだね」

　慣れたもので対応も鮮やかなソニカだった。

　というか、基本的に一年救世科の面々はアミに対して好意的だ。アキ以外。

　その明るさに救われることは多い。

　周囲を見れば、イフリアにリューリ、ロクサディムやラークもいる。

「……外の荒野みたいだね。なんかちょっと、違う感じもするんだけど」

「ラーク？　ここがどこなのか、アンタ、わかるの？」

　ふと呟いたラークに、ソニカが首を傾げる。

　ただ、それは別に特別な話ではなく。

「ああ……、ソニカとイフリアは、もしかして屋敷に直接連れてこられたのかな。僕ぼくらはここを歩いて魔女の屋敷まで来たんだよ。だから、見覚えがあるんだけど――」

「てことは外か。……何？　私たち、今度は追い出されたわけ？」

　いきなり連行されたと思ったら、次は前まえ触ぶれもなく放逐とは。まったく勝手な話だ。

　憤ふん慨がいとまではいかないが、せめて事情くらい言ってからにしてほしいと考えるソニカ。そんな彼女の目の前で、だがラークが首を傾げて言った。

「ん、いや……なんか違う気がする」

「……なんかって？」

「外には低級の魔族とか、あとは魔女の使い魔なんかがいたんだけど、ここには何もいないみたいだ。それに、ちょっと雰囲気も違う……屋敷も、どっちにあるのか見えないし」

「……言われてみれば」

　ソニカは辺りを見回しながら呟く。

　黒と橙だいだいの荒野。見渡す限り一面に広がっているばかりで、それ以外のものは何もない。

　それは、どこか世界に忘れ去られたような。

「なんか寂さびしい感じの場所ね……」

　比較ではなく、一見の印象としてソニカは呟いた。

　時間が止まっているみたいだった。

　たとえ人界が滅亡しても、ここだけは取り残されてしまうかのようなイメージ。

　あの傍若無人なゴスペルが選んだにしては、なんだか趣しゆ味みに合わない場所な気がする。

「――いやいや。なこと言ってる場合じゃないでしょ、こいつは」

　と。そこで少し離れた場所に立っているロクサディムが、ふと言った。

　ソニカは少し口を閉ざし、けれどすぐ思い直して問い返す。

「どういうこと？」

「空間が閉じてるのさ。よく見てみな？　この荒野――広がるばかりで出口がない」

「みたいだね。そして……自力で出るには、ちょっと骨が折れそうだ」

　ロクサの言葉に、イフリアが答えた。

「おっ。さすが気づいてたか」

「……そりゃね。これ見よがしにきょろきょろ周囲を見回す人がいれば気づくさ」

「そんなつもりはなかったでございますけどねえ……」

　ふたりの言葉を聞きながら、ソニカも魔力視を用いて辺りを確かく認にんした。

　すると確かに、この空間には果てがない――正確には言えばループしているということがわかる。ものすごく小さな球体の上にいて、それを平面と認にん識しきしているような。

　このままソニカがまっすぐ進めば、どちらに向かってもすぐに元の場所へ戻もどるだろう。辺りの魔力の流れで、そのことが掴めた。

「さて、参った。こんなことができるのは、先輩殿だけだと思うけども……」

　考え込むように呟くロクサディム。

　言うならば、それはあえて聞かせるように独り言を呟いている、みたいな印象だ。

　――この人のことも、よくわからないよなあ。

　そんなことを考えるソニカ。

　初めの印象は、単に学院に来た護衛の人、というだけ。なんだかやけに軽けい薄はくで、だけど実力はあるらしい。その程度のことを、情報として持っているに過ぎなかった。

　だが、その印象はもうとっくに覆されている。

　前回の事件のときも、そして今回も、彼かれはこっそりと同行していた。いや、今回は彼も連れてこられてきただけだろうが、なんらかの思おも惑わくがあることは間違いないだろう。

　この疑いは、彼が神賜兵装を所有している、という時点で芽生えたものだ。

　要するに正体が掴めない。

　それが、なんとなく気まずいのだ。隔意があるわけではないが、どう接したらいいのか困ってしまう。

　――いや。わからない、っていうならまだいるか――。

「どうしたもんかね。なあ、リューリ。お前ならわかるんじゃないか？」

　ロクサが、リューリに水を向けて言った。

　含みのある言葉。黙ってはいるが、イフリアもラークも、言葉に耳を傾けている。

　アミは……アミはとりあえず放っておいていい。

「なんか、あったんだと思う」

　しばらくしてから、リューリはぽつり、と答えた。

　彼女もまた、何かを警けい戒かいするように身を固くしている印象だ。緊きん張ちようが見える。

「……なんかって？」

　探るように訊ねるロクサディム。

　リューリとは旧来の知り合いらしいが、仲がいいようには今は見えない。

「それは、わからないけど。でも、たぶんゴスペルさんは、あたしたちを逃にがしたんじゃないかと思う」

「逃がした……？」

「うん。何かがあって、避難させた。だって、アキがいないからね」

「――待って」と、そこでソニカは口を挟んだ。「てことは、何？　アキ先生、もしかして今なんか危険な目に遭あってるってこと？」

「かも、しれない」

「だったら早く戻らないと！」

　考えるコトは、とりあえず後回しでいい。

　アキが危ないかもしれないのなら、駆かけつけることが最優先だ。

　これは、誰もが同じように考えるはずのことだった。だがリューリは首を横に振ふった。

「それはできない」

「な……アンタ、何言って」

「違う。ゴスペルの魔ま術じゆつを破る方法が、あたしたちにはないって話」

「く……う、ああそっか、そうだった……ごめん」

「……いいです別に……」

　あんまりよくなさそうな感じでリューリは答えたが、それはスルーして考える。

　とりあえず、この状況を創ったのは魔女――ゴスペルで間違いないはずだ。

　アキもなぜか灰式魔術を使えるが、ここまで規模の大きな魔術は行使できないと話していた。いきなり使えるようになったということもないだろう。考えなくていい。

　第一、仮にアキの仕業でも、出られないということに違いはなかった。

「ああもう、どうしたらいいのこれ!?　イフリア、なんか思いつきなさいよあんた」

「無む茶ちやを言うなよ。まあ、先生なら大だい丈じよう夫ぶだと思うしか……」

「――いや」

　と。

　その言葉を、けれど否定する声がある。

　ラークだった。

「……どうしたんだ、ラーク？」

　イフリアがそう問い返す。

　彼ならば、自分たちが気づいていない何かに気づいたかもしれない。そう思って。

　ラークは彼女たちに視線を向けず、荒野の向こうを眺めたままこう言った。

「アキ先生以前に、僕らが安全だとも限らない」

「……何？」

「アミなら気づいてると思うけど」

「うん」ラークの言葉に、アミが答えた。「――誰か来るね」

　直後だった。

　びしり、と虚空に罅が入った。

　異様な光景だ。この場所が魔術による創作だからこそ生じた、空間を走る亀裂。

　それは目の前でどんどん広がっていくと、やがて裂け目となった。同時、その奥に覗のぞく暗黒から、人影が姿を見せた。――真っ白な髪かみが見えた。

　最初に反応したのはロクサディムだ。彼は、その少女のことを知っていたから。

　魔ま弾だんが射出される。

　声を聞くまでもなく敵と判断し、即座に無力化に移る。戦場に慣れた者の手際だった。

　だが。それが必ずしも通用するとは限らない。

　魔弾は、現れた白い少女に直撃した。その上で、何ひとつ影えい響きようを及ぼさなかった。魔力それ自体が、白い少女の肌はだに触ふれた瞬しゆん間かん、その運動エネルギーごと霧む散さんしたのだ。

「……いきなりですね」

「いやあ。敬意だと思ってほしいね――ゼスちゃん」

　――白髪赤眼アルビノの少女。

　ゼス。

　その能力が、以前にも増して向上していることがロクサディムにはわかった。

　ゆえに判断は一いつ瞬しゆんだ。

「おい。――お前ら全員こっから逃げろ」

「何を言っている？」

　即座に返答したのはイフリアだ。彼女は、ロクサディムを半ば睨んでいた。

「逃げろも何も出られない。つまり逃げる場所がないね」

「どうにかしろ」

　不可能を可能にしろ、と言っているも同然の言葉。

　それを、大おお真ま面じ目めにロクサディムは告げる。なぜならば。

「あいつと戦って勝つよりは、こっから脱出する方法を思いつくほうがまだしも可能性が高いってもんだ。見りゃわかんだろ？　あれは……ヤバすぎる」

　一度は交戦した彼だからこそ、その異常性を理解できる。

　なぜなら、どんな生物でも、通常はいきなり強くなるなんてことはないのだから。その無理に挑んでいる救世科であるからこそ、誰にも増して理解できるはずのこと。

　その手の強化には反則か、でなければ外法が使われている。

　そういうものが、得てして碌ろくな手段でないことを、ロクサディムは経験で学んでいた。

「どんな手管を使ったか知らねえが、前にも増して異常な魔力だ。悪いが、お前ら庇ってる余裕はねえよ」

「君だって、果たしてひとりで敵うのか？」

「さあね――どっちにしろ俺だって死ぬつもりはねえんだ。さっさと脱出法を探せ。その時間を稼ぐっつってんだ。思いついたらオレにも教えろよ、頼たのんだぜ……！」

　言うと同時、ロクサディムは神賜兵装を起動した。

　全力の戦せん闘とう態勢だ。もはやイフリアたちなど意識の片隅にも載せていない。

　だが。

「……困りましたね」

　そんな儚い希望など。

　ゼスは、容易に打ち砕く。




「――今の貴方あなたには、私の前に立つ資格さえないというのに――」




　次の瞬間。

　ロクサディム＝シューは地じ獄ごくを見た。

「う、ご、ぁ――なん、だ、――これ……っ!?」

　たとえるならば、それは醜悪さという概がい念ねんを、そのまま脳裏に叩たたき込まれたかのような不快感。人としての価値観を根底から覆しかねない、歴史に重ねられた罪科の形。

　――精神汚染……っ!!

　そう気づいても遅おそい。いや、早すぎた、と言うべきか。

　今の彼に、その干かん渉しようを防ぐ方法はひとつもない。それは技術や力量、精神力の問題ではなく、ただひとつの要因だけが決定するものであったのだから。

「王権布告――その簡易再現です。私は《観界》のヒュメルソンから、その王権の一部を預かっています」

「か、ん……くぅっ」

　小さく呟つぶやいたのはソニカだ。

　ロクサディムだけではなかった。ソニカも、イフリアも、ラークも。全員が同じように精神汚染に巻き込まれている。――その心を魔に侵食されている。

「せん、せ……っ」

　今の話が本当なら。

　もしかして。

「ええ。今回はヒュメルソンに同行していただくことでここに訪おとずれています。貴方たちの教師もまた、どこかで死ぬことでしょう。ゴスペル＝ホワイトリンクとともに」

「そん、なっ……あぐっ!?」

　精神汚染はすでに肉体干渉にまで効力を上げている。

　強きよう烈れつな吐き気けが、全身の痛みが、熱が、あらゆる不調がソニカたちを蝕むしばんでいた。

　抗あらがうすべなど、ありはしない。

　抵てい抗こう力を持たない段階で、王権の前に立った時点で終わりだった。

　ゆえに、ゼスは無抵抗な救世主候補を、そのまま感慨もなく殺そうとする。この状況でそれは赤子の手を捻ひねるほどに簡単だ。ただ近づいて、その息の根を止めれば済む。

　それを為なすべく、一歩を近づいたゼス。

　直後。――その額が、螺ら旋せんを描く魔弾によって打ち抜かれた。

「な――!?」

　咄とつ嗟さに躱すことができた時点で、ゼスの実力は知れるというものだろう。

　だが、それでも完全には回かい避ひしきれなかった。わずかにこめかみを掠めた魔弾が、ゼスの瞼まぶたの横にひとすじの傷を刻む。赤い血が、ほんの少量、涙なみだのように頬ほおを濡らした。

「……それ以上、こっちにお前を近づけない。アキの希望は、あたしが守る」

「なんで……動けて。いや、そもそも――貴女は、いったい……!?」

　驚きよう愕がくするゼス。本当にあり得ないものを見る視線が、少女を貫いていた。

　リューリ＝スヴェント。

　六人の中で、彼女だけがただひとり、この場で動くことができている。精神干渉による汚染を、一切受けていないような様子だった。

　――いや。違う、ひとりではない。

「わたしも動けるよ。みんな、ちょっと待っててね。絶対助けるから」

「……アミ＝フォルトヴァール？　貴女まで……」

「そっか。……なるほど、アミなら、動けてもおかしくないのかな。うん、あたしひとりでやるよりは、勝算が高くなりそうだね」

「うん。最初はすごい気持ち悪かったけど、なんかすぐ治った。行けるよっ！」

「……なるほど」

　ゼスが、小さく呟いた。表情のない少女には珍しく、どこか悲しげな様子で。

「謀はかられましたかね。ヒュメルソンは問題ないでしょうから、これは私に対するもの……《天逆》か、あるいは《罪慾》の仕業でしょうか。……これだから下働きは嫌いやなんです」

　本当に悲しそうに。それでもどこか、たとえるなら楽しみにしていたおやつを奪うばわれたときのような、深刻さには欠ける様子で。ふう、と息をついて肩かたを落とすゼス。

　年相応の少女に見えることが、けれどどこか恐ろしい。

「せっかく王権まで借りたというのに。対価が無駄になりました」

　それは、言うなればリューリたちを脅威として認識していない態度だ。

　だからこそ。リューリは、その隙すきに仲間たちへと告げる。

「聞いて。その汚染を抑おさえるには、神賜兵装テスタメントを本当の意味で、自分のモノにしないといけない。今のみんなは、ただ初代が使ってた形を、そのまま流用してるだけ。自分に合ってないんだ。それを専用化して、自分だけの武装に変えないと、王権布告に抗えない」

　――だから。

　と。苦しむ仲間を、あえて信用してリューリは。

「今から、それをやって。今すぐに。それまでの時間は、あたしたちが稼ぐから！」

　言葉と同時に、リューリは魔弾を乱射した。

　狙ねらいよりも手数を重視する撃ち方。だが問題はない。魔力の弾だん丸がんは、必ず狙った場所へ着弾するのだから。

「――――」

　とはいえ、不意打ちでさえなければ、ゼスは完璧に対応する。

　一対一では敵かなわないだろう。リューリは時間を稼げても、決定打を与あたえる余裕がない。徐々に距きよ離りを狭められ、近づかれた段階で詰つむ。

　だが――彼女はひとりではない。

「お、――りゃあッ!!」

「……っ」

　アミがゼスに肉にく薄はくし、その足を押おし止とどめた。

　乱射される魔弾を意にも介さず、その隙すき間まを縫うように進むアミ。自分が誤射される可能性など一ミリだって疑っていないような、怖こわいもの知らずの動きだった。

「でたらめ……ですね！」

　いくら狙った場所に飛ぶとはいっても、撃うってから軌き道どうを変えられるわけではない。

　当然、射線に割り込めば当たる。にもかかわらず、アミに恐れはなかった。

　彼女はいつだって全力だ。

　戦えることを喜びだと信じ、仲間を疑うなんて機能は初めから備わっていない。

　リューリには、それが嬉しかった。

　――本当は仲間ではない自分を信じてくれることが。

　いつの日か、幼い頃ころに聞かされた物語。どこか寂しそうに、けれどそれ以上の信しん頼らいと誇らしさを込めて、「俺おれにはこんなにすごい仲間がいたんだ」と語る青年の言葉。

　かつてのリューリが、ただひとつだけ知っていた英雄譚の登場人物。

　アキと、アミとは違うけれど。それでも、仲間になって戦えるなんて素敵じゃないか。ずっと憧れていた場所だから。世界のために戦った、尊敬すべき英雄たち。

　そんなみんなを守るため。

　肩を並べて戦える。

　――所詮、あたしなんて偽者の英雄でしかないけど……。

　今、この場所が正念場だ。

　ここでみんなを守れなければ、過去にやって来た意味がない。

　命を救われた恩は、命を擲なげうってでも必ず返す――。

　その決意を。胸に秘めた想いを。少女は、弾丸に込めて撃ち放した。




※




　先手は俺が取った。

　というより、いっそ不意打ちに近かっただろう。

「――《灰式魔術システム／グレイ》、《五番フイフス》」

　発動に時間はかからない。それだけの準備をすでに仕込んでいたからだ。

　いや、それ以上に身体が軽かった。

　それは肉体的な意味でも、精神的な意味でも。そして、魔力の巡りという意味でも。

「《空断つ光ヴイーガ》――ッ!!」

　ヒュメルソンの胴へ重なるように現れる灰色の魔力光――魔術陣。

　それに合わせて発動されるのは、魔術陣表裏の空間切断。対象を硬度にかかわらず両断できる、灰式の中でも特に攻こう撃げき性能の高い術だ。

　弱点は魔術陣の出現と切断効果の発露までに若じやつ干かんのタイムラグが生じること。

　これは防げない。だが、それでも俺は最短で攻撃に移れた、という確信があった。魔術自体の技量が、つい昨日と比べても格段に向上している。

　だが。やはりヒュメルソンには通じなかった。

「――ふん」

　つまらなそうに、獅子頭の魔王は前へと駆けた。

　それだけで効果範はん囲いを逃れてしまう。タイムラグ以上に、術の攻こう撃げき範はん囲いが視覚的に明白すぎることもヴィーガの弱点なのかもしれない。

　だからって、こうもあっさり一発で躱されるのも面おも白しろくない話だが――。

　そんなことはわかりきっていた。前回の事件でも、あの赤髪の魔族に躱されている。

「愚か」

　ヒュメルソンは、そのままこちらへとまっすぐに向かってくる。

　だが魔術の発動と同時に、俺もまた前に駆けていた。ヒュメルソンはそれを見て取った上で、障害にはならないと踏んだのだろう。

　だが俺も止まらない。彼我の距離はないも同然で、懐ふところに潜もぐり込んだ俺を受けて立つ余裕をヒュメルソンは見せている。――それ自体が、つけ入る隙だ。

　ニヤリ、と俺は口角を歪ゆがめた。

「む、――ぬ!?」

　その瞬間、前方にいる俺を無視してまで、ヒュメルソンが背後へ振り返かえった。

　同時、俺は呟く。

「――瞑光つぶせ」

　ヒュメルソンの背後で発動した魔術。

　単純な赤式魔術。俺は、それを目眩ましとして使ったのだ。

　魔術が弾け、強い光が迸るようにヒュメルソンの視覚を塗り潰した。

　俺は止まらず、鳩尾みぞおちに肘ひじを叩き込む。

　体格の差は明らかでも、強化した筋力で無防備な急所に一撃を叩き込めば、多少後ろへ弾き飛ばすことくらいは可能だった。

　そうしてできた隙を逃さない。畳みかけるように魔術を発動する。

「赤式、――喰らえ、《焔ほむら裂さき》ッ!!」

　創り出したのは炎ほのおの槍。計三つの火か炎えんが杭となって飛び、それぞれが別の軌道を描いてヒュメルソンに突つき刺さった。右足甲、左腿、右肩を食い破り、王を縫ぬい留める。

　そして。

　動けなくなったヒュメルソンの胴どう体たいは、再び中空に浮うかぶ灰色の魔術陣の中にあった。

　――これなら、もう逃がさない。いくら九王でも、胴体を真っ二つに両断されては生き残れない。初めから、俺はこの一瞬に勝負を賭かけていた。

　だが。

「終わりだ！」

「――――かあッ!!」

　そのときヒュメルソンが、裂帛の雄叫びを上げた。

　それは獣けものが、その野性を示す咆哮。魔ま力りよくを伴った声は暴風となり、魔術陣どころか炎の杭をも吹ふき飛とばして霧散させる。

　それはもう、ただの叫びではなかった。一種の魔術と言っていい咆哮の攻撃だ。

　その余波だけで、俺までもが危うく吹き飛ばされかねなかった。

「――っ、マジか……!?」

　数歩を後ろへと強制的に戻らされる俺。

　その目の前で、軛くびきから逃れたヒュメルソンが、その瞳ひとみをまっすぐ俺に向けていた。

　肉体を貫いたことでできた傷は、衣服の焼け跡ごと魔力で修復された。全身を服装まで含ふくめて魔力で構成しているからできる行こう為いだ。――つまり、無傷と変わらない。

「驚おどろいた。灰式を使うこともそうだが、よもやここまで詰められるとは――危うく本当に死ぬところだったわ」

「……全部まとめて吹き飛ばした奴やつに言われてもな。皮肉にしか聞こえねえよ」

「いいや。なるほどあのゴスペルが後を託しただけはある。正直、疑っていたのだ。耄もう碌ろくしたと思っていた。そうか……魔ま女じよを継ぐ者が、女であるとは限らなかったのか」

「別に、魔女なんて肩かた書がきまで受け継いじゃねえよ。何言ってんだ」

　ヒュメルソンの言葉に答えながら、再び魔術を構築する。

　けれど、そんな足掻きは王にも筒抜けらしい。彼は意外にも、わずかに笑うように。

「――我が実力を見定めるより前に、決めきれなかったのは貴様の失敗だな。奇き襲しゆうなど、一度目でなければ効果がない。それは自ら、自己を格下と認める行為だ」

「は。生あい憎にくと騎士道精神には欠けた魔ま術じゆつ師しなもんでね。名乗りは交わすが、それより前に準備してないとは言ってねえよ。もともと、俺にはそれが方法だ」

「……なるほど」

　ヒュメルソンは、その表情をあまり読み取れないが、なぜか上じよう機き嫌げんに見える。

　好敵手にまみえた喜び、ってヤツかね。そんな認識は持たれたくないが。舐めてくれるなら、そのほうが俺には楽でいい。

「ならいい。貴様自身がその手段に負い目を持たず、誇れるようで安心したよ。その程度で心を鈍らされては、ゴスペルも報われまい」

「……こいつ」

　当然のように、ヒュメルソンは今の交錯の意味を余すところなく把は握あくしていた。

　俺が、まだゴスペルがいた段階から術式を用意していたことも。その罠わなへ向けるための策を練って、パズルを組み立てるようにヒュメルソンを誘導していたことも。

　――そうしなければ、勝ち目がないほどの実力差があるということも。

「実際、素晴らしい手腕だった」

　ヒュメルソンの言葉は、少なくとも俺には本心に聞こえた。

　ちょうどいい。武人肌に見えたが、無む駄だ話に付き合ってくれるならこちらは歓迎だ。

　その間に、回せるだけ頭を回すことができる。

「魔術の並列起動が得意らしいな。四か五か、――それ以上か。人間にしては、あまり見かけないレベルの処理能力だ。戦闘的判断力も高い。目め潰つぶしの光を、あえて背後に作るという発想は見事だった」

「褒めてくれるね。あんた、意外と教師にでも向いてるんじゃねえのか？」

「何より、恐きよう怖ふを殺して冷静に振る舞える精神性が見事だ。我は、たとえ人間であれど、貴様の如ごとき戦士であるなら尊敬をもって戦いに当たる。――今も貴様は、我がどのように戦うのか頭を回しているのだろう。――ならば、その意気には応えるべきだ」

　直後だった。

　何か、火花が弾けるような音が響ひびいた。

　出どころはヒュメルソンだ。見ればその顔――片眼鏡に隠かくされた右眼に、稲妻にも似た光が走っている。

　そして、それ以外の部分には、音もなく闇が宿っていた。

「…………っ」

　その威い容ように、圧力に、思わず息を呑のんだ。

　膨れ上がる濃のう密みつな魔まの気配。王という肩書きを裏切らない、濃縮された魔力の色。

　完全に可視化された漆黒の魔力が、蒸気のように魔王の肉体から立ち昇のぼっている。

　――まるで、闇色の外がい套とうを纏まとっているかのように。

「改めて名乗ろうか、人間――いや、アキ＝フォルトヴァール」

　そして。

　王は、その名に恥じぬ威容とともに、眼光鋭するどく獰猛な笑えみを浮かべて言った。




「我はヒュメルソン。九王位が一角、《観界》のヒュメルソン！　我が右眼に浮かぶはあらゆる真実。我が力が射抜くはあらゆる敵！　その意、その威に――我が観界に、異を唱うならば覚かく悟ごせよ。今このとき、この場所こそが、戦場にして王座なれば!!　神の捨て子よ、見るがいい。いざ示すは真なる輝かがやき。――――これが、《力》の王権である」




　刹那。闇が、輝きを増した。

　九王位。力の魔王。《観界》のヒュメルソンによる王権布告。

　体が、膨れ上がった闇によって一瞬で包まれる。その濃度に魔力は散らされて、俺は一いつ切さい抵てい抗こうできないまま魔王によって掴まれた。

　たとえるならば、それは夜霧の王衣。

　膨れ上がる漆黒の魔力が、そのものヒュメルソンの肉体の延長なのだ。

「ぐ、――ぶ」

　その黒い魔力の靄もやに包まれることそのものが、ヒュメルソンの掌てのひらに握り締められたも同然だった。骨が軋み、肉体が悲鳴を上げ、口の端はしから血が漏もれた。

　まずい――。

　そう思った瞬間には、もう、とうに手遅れで。




「――控えろ、人間。王の前であると知れ」




　そのまま俺は、圧あつ倒とう的てきな膂りよ力りよくでもって遥はるか後方へと叩きつけられていた。




※




　――意識が飛ばなかったことは、奇き跡せきであったが理由もあった。

　俺は、なんとか耐えきった。気合いではなく、それだけの反抗を為したからだ。

「づ――や、べ」

　肉体が限界を訴うつたえる。

　当然だ。あの速度で投げ出だされたら、普ふ通つうは全身の骨が砕け散って死ぬ。

　魔術を使って耐えたこと。俺は、それが伝わらないように必死で演技をした。というか動かなかった。そう装えていること自体、奇跡みたいなものだろう。

　今、この状じよう況きようで追つい撃げきされたら絶対に死ぬ。ほんの少し、あの場所から腕を振るだけで、王は俺を殺せるのだ。理り屈くつ云々ではなく、その圧倒的な力が有無を言わせない。

　……だが、どうしろというのか。

　どうしようもないだろう。理性が、悲痛なまでに叫んでいる。

　俺が死んだことを、確認もせずに去るほどヒュメルソンは甘くない。武人や騎士を思わせるような潔さは確かに持っているが、それは命のやり取りに対してシビアだということでもある。

　全身を激痛が襲おそっていた。涙が勝手に流れている。

　だが、それを魔力で麻酔することはできない。そんなことをしては気づかれる。いや、痛みがなかったらそれこそ気絶しかねない。

　ギリギリ耐えられる痛みであることが、まだしも救いであると言えた。

「――む？」

　と。そこで王が言った。

　どこかここではない場所を見るようにして。

「ゼス。来ていたか……だが、これは……」

　なんだ。なんの話をしている？

　耳を澄ませようとする俺。その答えは、けれどヒュメルソンが自ら語った。

「……どうやら。お前の奮戦と、ゴスペルの献身には意味があったな。価値は、どうやらなかったようだが」

「……、……」

「目を開け、アキ。お前が、灰式魔術によって致命傷を防いだことはわかっている。連続転移で勢いを殺したな？　まったく、その上で死んだ振りとは抜け目がない」

「……ごほっ。なんだよ、気づいてやがったのか……抜け目がない、はこっちの台詞せりふだ」

「我は《観界》――遍あまねく現在いまを見通す王だ。見み逃のがす、という概念は我にないと思え」

「……はは」

　思わず笑いが零こぼれてしまった。

　当たり前みたいに、とんでもないことを言いやがる。

「現在視の……能力か。世界のどこからでも、今を見通せる――」

「そう。例外はそれこそ、この異空間くらいのものだ。ゴスペルめ、引きこもっていれば我にすら発見できなかったものを――まあいい。見てみろ」

　少しだけ、どこか不ふ機き嫌げんそうに呟いて。

　けれどすぐにその気配を消すと、ヒュメルソンは言った。

「――貴様の教え子が、奮戦しているようだ」

「ああ……？」

　黒い靄が、魔力が広がる。

　平面状に広がった魔力の上に、映像が投とう影えいされていた。

　ここではない、けれどここと繋つながるどこかの荒野で――リューリとアミが戦っている。

「あれは……」

「奴め。我に見つからぬよう我を隔離し、子どもらを匿かくまったと見える。そんな無駄をしなければ反はん撃げきもできたものを。――そしてその価値は、ゼスによって潰された」

　……やはり。ヒュメルソンは、ゴスペルに対し何か個人的な感情を抱いている。

　敵意と尊敬が同時に入り混じったようなもの、だろうか。それに流されることはないにせよ、わずかに感情を揺さぶられていた。

「あいつらは、そう簡単には……負けねえよ。それくらいには鍛きたえて、きた」

「……そうだな」意外にも、ヒュメルソンは言葉を肯こう定ていした。「王権に対し備えがあったというわけだ。本来では、お前とゴスペル以外では立つこともできなかっただろうに。よもやふたりも王権布告に抗える者がいるとは」

「言ってることの、意味が……わからねえよ」

「……何？」

　俺の言葉に、なぜかヒュメルソンは不可解そうに呟いた。

　こちらを睨んで、言葉を重ねる。

「そんなわけあるまい。いや、それとも……そうか。貴様、継いだことを知らんのか？」

「……だから、何を言ってんだよ……お前は」

「――知らぬのならいい」

　ヒュメルソンはあっさり話を切り、その視線を俺から映像へと移した。

　彼は、現在視の能力を持つ王だという。

　ならばそれは今、彼が見ている光景なのだろう。そのものではないのだとしても、この光景が現実に行われていることを、疑おうとは思えない。

「ゼスはもう、頃合いを見て逃げる気だろう。だがゼスを連れてきたこと、そのものには意味があったようだ。貴様の奮戦も、何もかも――全すべてはここで絶望に還る」

「お前……おい、やめろ。何する気だ……！」

　俺は悟さとった。いや、何をされるのかがわかったわけではない。

　ただ、ヒュメルソンが俺にとどめを刺さず、声をかけて別の空間の映像を見せた理由を察したのだ。この男に、ただ言葉を交わそうなどと言う思惑があるはずもない。

　俺を生かしているのは――それが必要だからに過ぎない。

「我ではあの空間に向かえなかった。だがゼスが亀裂を入れたからな、送り込むことだけなら可能だ。――さて、果たしてお前は、何を思う？」

「やめろ……あいつらに手ぇ出すんじゃねえ、ブッ飛ばすぞテメェ……ッ!!」

「それは貴様次し第だいだ。王権よ――彼の想う最強を見せるがいい。その像を現実に結んでやる。それがゆえの観界だ。貴様は、我が観界の神髄を見誤ったのだ！」

　その瞬間だった。

　ヒュメルソンの周囲の靄が歪む。それは徐々に形を成し、やがていくつかのヒトガタに変わる。

　黒い影のような人間――それがなんなのかを認にん識しきした瞬間、脳の回路が断裂した。

「ふ――ざけてんじゃねえぞォ、ヒュメルソン!!」

　無理を押して立ち上がる。勝算だのなんだの知ったことじゃない。

　それは。

　それだけは、絶対に許せない。

　いくら全身が漆黒だろうが。元の姿とは似ても似つかない偽者であろうが。

　俺に、あいつらの姿がわからないはずがないのだから。

「これは……なんだ？　成長した、未来の貴様の生徒ということか……？　ふむ。それがお前の思い描く最強であるとは――これは、予想外だ」

　黒い影。ヒトガタ。成熟した人間の立ち姿。

　杖を握る小柄な短たん髪ぱつの女がいた。

　少女にも見える双そう剣けんの男がいた。

　大剣を担ぐ大柄な姿の男がいた。

　剣を持つ細身で長ちよう髪はつの女がいた。

　――あのとき、俺を庇かばって死んだ仲間たちの姿が、闇によって再現されていた。

「ゴスペルになるか、我になるか、あるいはほかの別人か――ふむ。まさかこの世にない者たちの姿になるとは我も予想していなかった。人間らしい、とはこのことか」

「……やめろ」

「まあいい。それも面白い。未来の自分に殺される者などそうはいまい」

「ふざけるな……」

「では行け。殺してくるがいい。――これは、王命である」

「やめろっつってんのがわかんねえのかテメェッ!!」

　俺は弾けた。脳が沸騰している気がした。

　灰式魔ま術じゆつを起動する。怒いかりに反比例するように冴え渡る意識が、驚くほど流麗な術式を紡ぎ出す。

「テメェが――」

　一瞬のうちにヒュメルソンに肉薄し、奴の斜ななめ上うえへ躍り出た俺は拳を突き出す。

　この獅子面を殴り飛ばすこと以外に考えるコトなどなかった。

「――テメェなんかがっ！」

「甘あまいわ小僧!!」

　当然、ヒュメルソンは即そく座ざに対応した。

　現在視など使う意味もない。純じゆん粋すいな身体能力と反射神経だけで、俺おれ如ごときの奇襲など対応できるということだろう。――そして、俺にだってそんなことはわかっている。

　ヒュメルソンが腕を振ふるう。側頭を狙うそれは、直撃しただけで死を意味する一いち撃げきだ。そして、それを読んでいた俺はただ、要していた術式を発動すればいいだけ。

「《空断つ光ヴイーガ》」

「ぬっ!?」

　ヒュメルソンの腕が動く、その軌道上の空間に切断陣じんを設置。

　当然、奴は咄嗟に手を引いた。そのまま殴りかかれば、いかな王でも腕が飛ぶ。むしろ対応できること自体が異常な反応だったが、それによって時間が造れればいい。

「あいつらを、穢けがしてんじゃねえぞ、ヒュメルソン!!」

　獅子の顔に拳が突き刺さる。

　右手の指の骨が、たぶん三本くらい折れた。

　それと引き換えに、俺はヒュメルソンの体を吹き飛ばすことに成功した。

　――顔面ぶん殴ってやる。

　そう決め打っときゃどうにかなるもんらしい。

「ぬ――ぐぅ！」

　だが、ヒュメルソンも俺の殴打程度で怯む奴ではなかった。

　滑るように後ろへ下がりながら、それでも堪えて再び腕を振るった。

「甘いと、言っただろうが――小僧が!!」

　横薙なぎの一撃。

　纏う夜霧の王衣に延長された殴打が、俺の体を右方向へと吹き飛ばした。咄嗟に構築した三枚の防ぼう御ぎよ壁を、軒並み砕いて俺に直撃する。

　ただ、さすがに最初の一撃ほどの威い力りよくはなかった。

「くぉあ――っ、た……づぁあ!!　喧やかましいッ!!」

　地面を滑りながら耐えたヒュメルソンと違ちがい、俺は思いっきり弾き飛ばされて地面を転がったが、それでも生きている。衝しよう撃げきを流すことができた。

　受け身を取って立ち上がり、俺は叫んだ。

「あいつらを、よりにもよってあいつらに殺させるだと!?　ざけんな！　王だかなんだか知らねえが、あいつらは――あいつらの想いは、お前なんかが安易に触れていいもんじゃねえんだ！　わかったら今すぐ止めやがれ、ヒュメルソン!!」

　それが偽者で。

　こんな感傷は欺ぎ瞞まんで。

　今さら、何が覆るわけではないとわかっていたとしても。

　世界のために戦った英えい雄ゆうの姿を、こんなことに使わせるのは耐えられない。

　あいつらの死を、その価値を――たとえ嘘うそでも汚してなるものか。

「ならばやってみせろ、人間！　王に牙きばを剥き、拳を突き立ててみせたその力で!!」

　そして、ヒュメルソンも言葉では引かない。

　当然だろう。俺に殴られた程度で、やめますなどと言うはずがない。

「王権をなんと心得る！　千年の恩讐を、その意味を、貴様如きに測れまい!!　そも王の力とはそういうものだ。それが力だ、それが王権だ!!　弱者であることを選んだ古き種が今さら逆らえるものではないわ！　騙かたるな、語れ！　その力で証明してみせろ!!」

　気づけば、四人の姿が消えていた。

　消したのではないだろう。ヒュメルソンは確かに送り込んだはずだ。

　――時間はない。最速で決着をつけてやる。

「言ったな、ヒュメルソン」

「ああ。言ったとも」

「なら俺はここでお前を超こえる。できるできないのうるせえよ、資格も権利も知ったことじゃねえ。俺がやりたいことなんざ、ずっと昔から決まってたんだ」

「言ってみろ。矮小な身で願う不相応な祈いのり、言葉にしてみせるがいい」

「――世界を救って、あいつらを生かす。今度こそ、俺がこの手でお前らを滅ほろぼす」

「お前にできるか？　救世主候補ですらないただの人間に。それが可能か！」

「できるよ。お前が証しよう拠こだ。お前を倒たおしてそれを証明する――お前らに教えてやる！」

「ならば来るがいい、アキ＝フォルトヴァールッ!!」

　魔の黒衣が、空間を埋うめるように広がった。

　それは魔王の巨きよ大だいな両りよう腕うで。挟み込み、押し潰すように俺に迫る。

　――だけど、やるべきことなら理解していた。

　そもそもどうしてゴスペルはソニカとイフリア、ロクサを攫さらったのか。重要なのは面子や人数ではなく、転移によって連れ出すという行為そのものだったのだろう。

　俺がそれを追うためには、どうしても灰式魔術を解かい析せきして、新たな魔術を覚えなければならない。それまで使えなかった魔術を覚え、自分で使って追いかけるしかない。

　つまり奴は、遠回しに――灰式魔術の訓練を課していたのだ。

　お前が世界を救え、とゴスペルは言った。

　だから彼かの女じよは、ずっと俺にそのために力を見せていた。あいつが鍛えていたのは、ほかでもない。本当は、俺だった。ゴスペルは俺を鍛えてくれていたんだ。

　遥か昔の、先輩から。

　未来へと繋がれた想いを受け取った。

　硬かたい、音が鳴る。

「――む、空間固定か！」

　俺を叩たたき潰すために広げられた黒衣が、けれど俺に触ふれることなく止まる。固定化された空間は何物をも拒む絶壁だ。そう容易たやすく破は壊かいできるものではない。

「小こ癪しやく！　この程度で王権を阻もうなぞ片腹痛い!!」

　だが敵も王。千年を生きる最強種の魔族。

　その圧倒的な力は、固定した空間そのものを押し潰すほどに圧倒的だ。このままここにいては、それこそごみのように圧縮されてしまうだろう。

　ならば移動が当然の選せん択たく。

　単身／短距離の転移魔術なら、俺はもう呼吸するように行える。

　だが。

「そこかァッ!!」

　前まえ触ぶれもなく転移しようと、ヒュメルソンは必ず俺の位置を把握してくる。

　現在視。今という時間の全てを把握する能力。

「だけど弱点はあるな！」

「ないわ、たわけ！」

「いいや、あるねっ！」

　荒野のはるか上空へと移動した俺。

　当然、現れると同時にすでに攻撃の手が迫っている。伸ばされた黒衣を、けれど空間固定で防ぐも――一いつ瞬しゆんで破られてしまう。

　空間ごと固めようが、異常と言っていい魔力量が強ごう引いんに術式ごと押し潰してしまう。

「この。バカ力が！」

「死ねいッ」

「るっせえわ、ネコ科！」

　だけど、ヒュメルソンはわかっていない。

　俺がわざわざこの位置に転移したことの意味を。

「ぬぐ――目が……！」

「それが弱点だよ、間抜け！」

　俺は、太陽を背にするように転移したのだ。

　永遠の夕暮れが続く世界。明かりはわずかで、たとえ直接見ようと目が潰されるような強さではない。とはいえ、それも空間を歪めて光を集めてしまえば効果がある。

　奴は、いつでも現在を把握できるわけではない。

　それは意識的な動作なのだ。予知や直感とは異なる。逆を言えば、見ようと思っていないものは見えない。だから俺の動きに集中しているとき、魔術の発動までは防げない。

　策を練って通じるのがその証拠だ。何もかも全てを把握できるわけではない。

　要は視野が狭いのだ。いや、見るものが多い分、意識が分散してしまうのだろうが――いずれにせよ、それは突くべき隙にほかならなかった。

「赤式――」

「――甘いと言っとろうが！」

　だが。それでも。

　そんな能力などなくとも王は強かった。

　咆哮――その衝撃波が、魔術の発動を防ぎ、その上で俺を吹き飛ばす。俺が魔力を練るよりも、奴がただ吠えるだけのほうが明らかに早い。無む茶ちや苦茶だ。

　上空からの攻撃に失敗し、しかも吹き飛ばされた俺は距離を取って再び転移する。

　なんとか地面に降り立って、それから挑発するように言った。

「弱点ふたつ目。――お前、目が見えてないと現在視も使えないな？」

　見る、と言っても感覚的なものだと思っていたが。

　どうやら、あの片眼鏡をつけている右眼が潰されると、能力も使えないらしい。まあ、そう何度も目潰しが効くような敵ではないが。

　現に、ヒュメルソンはつまらないとでも言わんばかりに答える。

「それがどうした？」

「うおっ!?」

　足が――いつの間にか地面に囚とらわれている。いや、今の一瞬で拘こう束そくされた。

　魔術を使いやがったのだ。

「ぬんッ!!」

　正拳突きの如く、真正面に迫る黒の腕。延長された王権の具現。

　転移でさらに下がってそれを躱す。

「だ――っぶねえっ!?」

　距きよ離りを取っても、実質的に近距離戦を強制されているような辺りが非常に厄やつ介かいだ。

　この黒衣が届く範囲なら、奴は全てを殴れる。蹴れる。掴める。その威力は一撃が死に繋がるもので、一瞬たりとも気を抜けない。頭が痛い。脳が軋んで熱暴走していた。

「……なるほど」距離を取って立つ俺に、ヒュメルソンが言った。「貴様にも、どうやら弱点はあるようだな」

「なんだ、意趣返しのつもりか？」

「まずひとつ。貴様、もはや転移を使わなければ移動できないな？」

　図星。もう足はまともに動かない。

　のたのた歩くのが限界で、とてもではないが戦せん闘とうには耐えないだろう。

　が、もちろん正直に答えてやる必要はない。俺は強気を演じて笑ってやる。

「どうかな。そういう思い込みで、それこそ足を掬すくわれた奴なら何人も知ってるが」

　それで誤魔化せる相手ではないだろう。

　だがまあ、言っておくことに意味があるもんだ。

「そしてふたつ」奴はそのまま続けた。「――だからといって転移を安易に使いすぎたな。本来、灰式は高等魔術と聞く。こうも一瞬で連続使用できるはずがない」

「仮にも九王に挑もうってんだ。それくらいできなくてどうするよ」

「貴様にそんな実力があるならとうに使っていただろう？　なら、そこには仕掛けがある――なるほど、視野が狭いとはこういうことか。確かに学ばせてもらった」

　現在視では現在しか見えない。

　より正確に言うのなら、見ている現在しか見えない。

　それが奴の視界でどのように映っているのかは不明だが、これは本来、遠えん隔かく視、透視に近い能力なのだろう。結局は眼に映るものであり、一点しか見ることができないし、ただ視界に入っていても意識して捉えなければ見過ごしてしまう。

　俺おれは、それを利用した。

　というか、奴の能力が本当に、その場にいるだけで全ての情報を悟るような類たぐいのものだったら勝ち目がない。

「……魔ま術じゆつ陣じん、か。なんの仕込みかとは思っていたが、いや、終わったことに意識を向けなかったのは悪い癖だな。そもそもは魔術師として低位の者が扱あつかう技法と聞くが」

　生憎、小器用なだけが取り柄なのだ。

　俺が最初、地面に刻んだ陣。それ自体には大した意味がない。現在視を使うまでもなく捉とらえていたヒュメルソンも、だからこそその行為の意味がわからず見過ごした。

　人間を下位と見下さない者なら。

　たとえば、それこそ敵が人間ならば、現在視など持っていなくとも通用しない程度の。

　そんな、取るに足らない技法。たったひとつの、俺の固有技術オリジナル。

　――《連鎖魔術陣》。

　魔術陣とは、そこに記された効果の魔術を起動するものだ。

　ではそれを用いて、魔術陣を創るという効果の魔術陣を描えがいたらどうなるだろう。

　より複雑な陣であればあるほど、高い効果の魔術を発揮できる。だがそれを、戦闘中にいちいち用意していては時間がかかってしまう。

　だから俺は、簡単な陣を呼び水として、連鎖式にどんどん複雑な魔術陣を起動する技法を編み出したのだ。ひとつ目の陣はふたつ目の陣を創る陣、ふたつ目は三つ目を創り、三つ目が四つ目を……そう繰り返された最後の陣は、高度な魔術を補佐する魔術陣となる。

　魔術陣を描く、という行為そのものを、魔術によって行っているわけだ。

　今、この場には灰式魔術の発動補助をする魔術陣が成立していた。

　時間をかけて描き出した陣が働いているからこそ、俺は短期間に連続して転移が使えている。ヒュメルソンが見抜いた通り、そうでもしなければこんな連続使用は無理だ。

　そして同時、俺は自力で転移を繰くり返し、攻め続けることで奴の視線を逸そらしていた。

　奴の現在視の焦点が、この陣に向いた時点で気づかれる。俺はとにかく自分に意識を集中させ続け、ヒュメルソンがそれに気づかないようにしなければならなかったのだ。

　魔術陣は目に見える。だが灰式魔術ならばそれを隠せる。

　肉眼で確かく認にんできない以上、これを見み抜ぬくには現在視以外になかったわけだ。

　奴が現在視を俺に向けている限りは保つはずだったが……そう上手うまくは運ばない、か。

「理屈はわからんが、なるほど。こうも高度な陣形が空間に刻まれていれば、大規模な魔術の助けになる。一種の儀ぎ式しき場を構築したわけだ。さすがは灰式使い」

　エッグい説明しやがる。表情には出さないが、内心かなり追おい詰つめられていた。

　要するに、奴はこう言っている。

　――詰みだ、と。

　ずいぶんな意趣返しだ。性格が悪い、というより――人間らしい。

　ここからは賭けになる。せっかく構築した魔術陣を潰されたら本気で終わりだ。

　動けなくなってその時点で死ぬ。そもそも、こんなふざけた攻こう撃げきの嵐、仮に足が動いても走って躱せるもんじゃない。

　ここに来て、時間との勝負になってきやがった。

「……は」

　そこまで考えて、俺は知らず笑ってしまう。

　賭けなんて、考えてみりゃ最初っからそうだった。足りない分を補うために、俺はいつだって命をベットしてきたのだから。綱つな渡わたりなんて今さらの話。

「最後だ。――もう、お前を倒す方法なら浮うかんでる。あとはそいつを為なすだけだ」

　そう、宣言するように告げた。

　宣戦布告だ。とうに、そんな段階は過ぎているはずだけど。

　外套を脱ぎ去って右手で放った。そんな俺を見て、ヒュメルソンが目を細める。

「……惜しいな」

　九王。魔族の王。そうは思えない発言だ。

「実に惜しい。……本当に」

「なんだよ、魔王。もう勝ったつもりなのか？」

「まさか。知らんのかね？　獅子は、どんな獲物でも全力で狩るものだ。貴様ら人間を、必要以上に過小評価するつもりはない。これは、それとは別の話だ」

「……へえ。お前らは全員、どいつも人間を見下してるもんだとばかり思ってたが」

「そうだな……それは否定するまい。だがそれは客観視というものだ。そして能力が低い者が、戦において報いることがないとは言えまい。それだけの話だ」

「そうかよ」

「惜しいと言ったのはそれだ。本心かはったりかなど知らぬ。我に人間の心などわからんからな。だが……この我に勝てると啖呵を切る者との戦いが終わるのは、惜しい」

「――だからお前はダメなんだ」

「何？」

　目を見開く王。《観界》のヒュメルソン。

　いい戦いだった、なんて言わない。何か通じ合えたような気がしていても、そんなものは錯さつ覚かくに過ぎなかった。俺は俺の怒りを忘れていない。

　この王が、この千年に殺した人間の数を、想像できないわけではない。

「この状況で名残を口にすんな。そういうの、空気が読めてねえっつーんだよ。俺たちは敵同士なんだ。無意味に喰らい合って、禍根と呪いを遺し合うのさ」

「なるほど。それが人間か――まったく、我らのことを魔族と言えた義理ではないな」

「教えてやるって言っただろ」

　ふう、と小さく息を吐き。

　それから吸って。

　そして――祈りを言の葉に乗せる。




「――《旅の終着を共に見よう》――」




　魔術の同時起動。臨界の、さらに先まで脳を酷使。

　同時、ヒュメルソンは駆かけ出した。

　王が距離を詰めるか、それとも俺が逃げ切るか。そういう駆け引きになっている。

　俺はまっすぐ腕を伸のばし、それを照準として魔ま弾だんを放った。

「――《貴方あなたがくれたもの全て、其そ処こに返しに行くために》――」

「ヌッ!!」

　それが王より前の地面に着弾したことを見て、相手が警けい戒かいを深める。

　さあ、意図が読めるか。ただの牽けん制せいだとは思うまい。

「――――！」

　果たして、王は俺の小細工を意に留めなかった。

　そのまま距離を詰めてくる。甚大な魔ま力りよくを帯びた黒が、叩き潰そうと振るわれた。

　巨大な掌だ。天井が、空が降ってくるかのような威容がある。

　防ぐなど不可能。躱すこともできない。ならば転移を行うほかない。

「――《わたしの心は此こ処こにある》――」

　ゆえに俺は転移を起動。

　一気にヒュメルソンの背後へ回り、さらに魔弾を放つ。

　今度。王は、それを躱さない。ダメージを無視して肉体で受け、対応しないことで作り出した時間を攻撃に回した。

「――ご、あっ……!!」

　心臓を何かに撃ち抜ぬかれる。

　一瞬だけ見えた光。それが雷撃の槍だと認識するよりも先に、俺は魔術を起動する。

「読んでいたか人間！」

「お、く――」

　読んでいた。躱さないだろうことも、動きを読んで攻撃してくることも。

　計算外だったのは速度だ。威力は散らしたが、完全に防ぎきることができなかった。

「喰らえ……っ！」

　さきほど地面に撃ち込んだ魔弾。そして今、ヒュメルソンに撃ち込んだ魔弾。

　それは俺の魔力が両方に染み込まされたということ。そのふたつを繋げることで、新たな魔術の呼び水とする。

　直後、地面が杭状に形を変え、ヒュメルソンに向かってまっすぐ伸びる。心臓めがけて飛び出したそれを、だがヒュメルソンは簡単に迎撃しようとした。

　当然だ、奴やつはこちらを振り返りもしなかった。だからその奇き襲しゆうは失敗であり、

「お、らあっ！」

「――ハ！」

　直後、ヒュメルソンの至近まで転移した俺が、そのまま背後から押おし込むように蹴る。失敗を成功へと強引に変えるためだ。

　ヒュメルソンは、こちらを迎撃することを選んで腕うでを振った。俺の蹴りが、腕の一撃によって軽く弾かれた代わりに、奴の肩口に杭が突つき刺さる。

「づ、ぁ――クソ、足が折れるわボケ……！」

「は！　よもや自ら近づいてくるとは思わなかったが――」

「く、お――ッ!?」

「――悪手だったな、人間！」

　黒い靄に右腕を掴まれた。あの一瞬で、奴は靄の方向へ俺を飛ばしていたのだ。

　嫌いやな音がする。靄に握られた右の手首が軋んだ。

　そのまま宙吊りにされる俺。あとは一撃、靄もやの腕に殴られれば終わりだ。

　だから、その前に謳うたう。

「――《貴方と共に其処へ行く》――」

「ぐぅううぅっ!?」

　ようやく。ヒュメルソンは苦悶らしき声を上げた。

「王の魔術に、我が《夜霧の王衣》に干かん渉しようするか、人間!!」

　ニヤリ、と笑えみが浮かんだ。

　それが肉体の延長だというのなら、こちらからも攻撃できない理屈はない。

　靄の掴む力が減り、そのまま俺は重力に従って地面に落下する。そのまま落ちても着地できる気がしなかったため、地面に向かって転移した。

「自分の腕ごと黒衣を焼くとは――だが！」

　俺には、もう立ち上がる体力さえ残されてはいなかった。

　足が取られ、もつれる。見れば足首に、あの黒い靄が纏わりついていた。

　移動を封ふうじられた。転移での逃とう亡ぼうを選ばず、そのまま俺は詠えい唱しようを優先する。

「――《だから、これは貴方がくれた宝物》――」

「これで――終いだ！」

　一瞬だった。

　気づけば《観界》のヒュメルソンが、目の前に現れていた。

　刹那のうちに詰められた距離。いかな王でも、これは身体能力によるものではない。

「――《せめて、雫しずくのひとつだけ》――」

　結局、奴にとって現在視の能力など切り札ではなかったということだろう。

　それは単に、紛まぎれを減らすだけのちょっとした付加効果でしかない。

「これで――」

　ヒュメルソンが真に頼たのみにしたものは、魔族最強と言ってもいいだろう身体能力と、その攻撃からだの届く範はん囲いそのものを拡大する魔術。《夜霧の王衣》。

　それは肉体の一部でありながら、同時に魔力によって構成された黒い靄なのだ。戦闘が続けば続くほど、空気中へ広がった魔力とともに攻撃の届く範囲を拡張し続けていく。

　裏を返せば的が大きくなる、つまりこちらからの攻撃も靄に届くということだが、魔力体を攻撃するためにはこちらも魔力を使わざるを得ず、実際の肉体にフィードバックされるダメージも大したことがない。靄など、すぐに散ってしまうからだ。

　だが、そうして広がった靄もまた、魔術の定義上ではヒュメルソンの肉体である。

　肉体のある場所に王はいる。

　ゆえに王は、黒い靄の届く範囲ならば、どこにでも現れることができるということ。

　瞬しゆん間かん転移は何も灰式使いだけの特権ではない――そう告げるように。

「――終いだ、人間ッ!!」

　ヒュメルソンの右腕が、俺の心臓の真ん中へと突き刺さる。

「――っ」

　今、背後から俺を見れば、背中から腕の生えた光景が見られることだろう。

　距離を取り続けた俺と、その距離を縮めて直接攻撃を狙ねらっていたヒュメルソン。

　時間にすればほんの一分にも満たない追いかけっこは、ついに王が俺を追い詰めることで終しゆう了りようした。

　――それこそが、俺の狙いだったということに、最後まで気づかれることなく。

「バカな、貴様――」

「――《わたしの心に、残ればいい》――」

　目の前に立つ王の心臓に、俺の指先がそっと触れる。

　同瞬。

　――ヒュメルソンの心臓が内側から弾けた。

「ぐ、――ぶ」

「いくらお前の現在視でも、未来からの攻撃は防げない、だろ……？」

　ヒュメルソンの体内、その心臓に――未来から転移してきた一本の短たん剣けん。

　それが、彼かれの核かくを一撃で砕いていた。それができる武器だからだ。

「これ、は……神賜兵装、か……」

「……ああ。神賜兵装《心穿イマ》。俺が、いつか使ってた武器だ」
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　俺はとうに救世衆候補としての資格を失っている。

　引き換えに得たものはひとつ。灰式魔術だけだ。

　だから、戦うならそれを使う以外にない。

　時間稼ぎの全てが伏線だったのだ。

　最後の一瞬――ヒュメルソンのほうから近づいてもらい、こちらにとどめを刺したと勘かん違ちがいした瞬間に、こちらの攻撃を当てる。それ以外のことはひとつだって狙っていない。

　だから、一撃で決めるためには核となる心臓を狙うしかなかったし。

　こちらが攻撃を躱すためにも、奴には心臓を狙ってもらう以外になかった。近づかれた瞬間にこちらの詠唱が終わっていなくても、ヒュメルソンの狙いが俺の心臓以外でも、またその前に力尽きても。全て、俺の敗北で終わっていただろう。

　奴の人間らしさに賭けたということだ。こちらが懸命に必殺を狙うのなら、奴もきっと同じ方法を選ぶはずだと。ある意味、ヒュメルソンを信用していた。

　灰式魔術、《遠回りの路カノーポス》。

　研究所でも使用した、攻撃の位置を変える魔術。

　それを用いて、俺は心臓の一点に道を作っておいた。それを殴ったからこそ、奴の腕は俺の肉体を傷つけることなく、その後ろ側へと貫かん通つうしたのである。

「未来から……我を殺せる武器を取り寄せる。それ以外に、貴様が勝つ方法はなかったということか」

「これまでの俺には、そんなことできなかったんだけどな――だけど、あいつが。ゴスペルが俺に、灰式魔術の使い方を教えてくれた」

　その命と引き換えにして。

　遥はるか未来の後こう輩はいに、大切なものを遺してくれた。

「ふ。わかっているのか……？　貴様は今、存在しない未来から物質を取り寄せたのだ。そんなことはゴスペルにも不可能だ。本当に……やってくれる」

「……ヒュメルソン」

「佳よい」王は、小さく首を振る。「我の敗北だ。それ以上は必要ない……そうだろう？」

「……ああ。そうだな」

「だが、勝者には相応の褒美が必要か」

　心臓から血を流すヒュメルソン。

　その姿は、俺には――皮肉にも確かに人間に見えていた。

　人間とはかけ離はなれた容よう貌ぼうに。致命傷を受けなお永らえる怪かい物ぶつじみた有様に。なぜか。

「……貴様は灰式の後継者となった」

　ヒュメルソンは言う。

　確か、さきほどもそんなようなことを言っていたが。ヒュメルソンは続ける。

「いいか。貴様らの呼ぶ《灰色の魔ま女じよ》とは、特定の個人を指す言葉ではない」

「な……は？　いや待て、お前、何急にそんな重要っぽいこと」

　突とつ然ぜんの新情報に俺は狼狽えた。

　だがヒュメルソンは、そんな俺を愉ゆ快かいそうに見遣りながら言葉を重ねる。

「言っただろう、これは褒美だ。我はなにせ、王ゆえな」

「いや、お前……」

「時代にただひとり、魔女の魔術を受け継いだ後継者……《灰色の魔女》とは襲名される肩かた書がきなのだ。……第一、人間が千年も生きられるわけないだろう。考えてわかれ」

「んな……っ!?　そ、そんな当たり前みてえに、いやそうだけど……！」

「別の未来から、過去へ戻もどったんだろう。お前は。救世主候補――我が千年の怨敵。かつて我らから人類である権利を奪い、星を奪い、滅ぶほかない世界へと追いやった者よ」

　ばちゃり、と血液が――赤い、命の証が飛び散った。

　その状態でなお立ち、王は俺を――人類を睨む。千年分の恨うらみを込めて。

「見事であった。ゆえにこそ、恨みを遺のこそう」

「……ああ。それは、確かに受け取ろう」

「く――ああ、まったく腹立たしい。やはり我は、人間など好きにはなれなかったな――」

　その、呪いを遺す言葉を最さい期ごに。

　魔ま界かいの王。九王位が一角――《観界》のヒュメルソンは死亡した。

「……だったら、手ぇ抜いてんじゃねえよ、バカ野や郎ろう」

　俺は、小さくそう呟つぶやく。

　奴は俺の弱点を見抜いた、と言った。それは事実だろう。

　連続転移を成功させるために、俺は魔術陣を構築した。その事実を隠かくすために、何度も連鎖魔術陣を発動させ続けていたのだ。それが意味するところは明白。

　すなわち、魔力量の問題だ。

　俺は完全に短期決戦の構えでいた。もし時間稼ぎをされていたら、あと数秒もしないで全すべての魔力を使い切り、そのまま敗北していたことだろう。かつてと異なり聖痕を失った俺には、救世主候補だった頃ころのような莫ばく大だいな魔力など残されていないのだから。

　その程度を、ヒュメルソンが理解していなかったとは思えなかった。

　奴は最期までプライドを捨てなかった。人間如ごときに、消極策を取ることを自分に対して許せなかったのだろう。たとえ、そのせいで千年の生に終止符が打たれるとしても。

　――《観界》のヒュメルソンは、最期まで王であり続けた。

「と……そうだ。やべ、あいつらを助けに、行かないと」

　あいつらの下には敵が向かっている。

　いや。それとも王の死と同時に、あの靄は消えたのだろうか？

　少なくとも、この空間に漂っていた《夜霧の王衣》は、もう残っていない。同じものから作られた影ならば、あれらも消えていておかしくないとは思うが――。

　確かめに行く必要がある。

　だから俺は、前に歩き出だすために一歩を踏ふみ出し。

「――あ」

　そのままバランスを崩して倒れ込んだ。

　忘れていた。そういえば、体力を大幅に消費している。ましてや緊きん張ちようの糸が切れた今、もはや歩くことすらままならないということらしい。

「……っ、やべ……意識、が……」

　体が動かない。

　というか、どうも生きていることそれ自体が限界らしかった。

　それはヒュメルソンに受けた攻撃の影えい響きようというよりも、無理を押して使い続けた魔ま術じゆつの反動が、ついに限界に至ったと言うべきだ。

　まあ、奴の攻撃なんか一発でも喰くらえば終わりだったし。むしろよく躱し続けることができたものだ。いや、最初に一発、そういや喰らってたっけ――。

「づ、ぶ――ご、ぐふっ、かは――、ぁ」

　それを思い出した瞬間に、傷まで復活したみたいだ。

　咳せき込むほどに喉のどの奥から血が漏もれてくる。あの野郎、バカ力でブッ飛ばしやがって、これ……体の中がどうなっているのか考えたくない。

　というか、思考がロクに纏まらない。

　なぜ俺はこんなところで、こんなボロボロになって倒れているんだったか。

　ああ、そうだ。あいつらを迎むかえに行かないと――いけない、のに……。




「――アキ先生――っ!!」




　ふと。そんな声が、聞こえた気がした。

　それが俺を呼ぶ声だと。とても聞き慣れた誰だれかの声だと。

　そう気がつくと同時に安心して。

　そのまま、俺は意識を手放して眠ねむりに就いた――。







エピローグ







　目が覚めた瞬間に、全身を襲おそった強きよう烈れつな痛みで、再び意識が落ちそうになった。

「お、――ぐ、ぁ……なん、ここ……は？」

　みしり、と全身が絶叫するように休息を要求していた。

　呻き声が喉から飛び出る。涙なみだで瞳ひとみが濡れているのは、寝ね起おきのせいではないだろう。

「あ、先生っ！　よかった……目が覚めた……！」

　俺の呻きを聞いたのだろう。

　ちょうど部屋に入ってきた少女が、手に持っていたタオルを取り落とした。

「ん……あ、ああ……ソニカか」

「――先生っ！」

「あああああああえッ!?」

　いきなり飛び込んできたソニカに抱き締められる。

　全身が絶叫を響ひびかせた。

　いや違ちがう。普ふ通つうに俺が絶叫した。なんだこれ痛すぎる拷問かオイ。

　ちょ、マジでキツい。やめ――――あっ。

「よ、よかった……本当にもう心配ばっかさせて！　なんなんですか先生はっ!!」

「――――――――」

「もう、聞いてるんですか!?　王と戦ったとか言うし、なんかもう死んでるみたいな感じで倒たおれてるしっ！　わ、私がどんな気持ちで……アキ先生!?　聞いてますか!?」

「――――――――――――――――」

「……ねえ、ソニカソニカ」

「うん？　あ、アミ、起きたんだ。おはよう。先生も目が覚めたよ、ほら」

「アキ兄が？　……わたしには起きてるように見えないけど」

「え？　……あ、あれ？　先生？　ちょ、え、あれっ、あれちょっと嘘うそでしょ!?」

「あははは！　白目剥いてるー！」

「アキせんせ――いっ!?」

「――――――――――――――――――――――――――――――――」




※




「あのね。君はね。確かに俺が心配かけたのもね、うん。悪かったと思うけど。それでも怪我人だってことをね。そう、理解。理解した上でね？　扱っていただきたいですよ」

「……ご、ごめんなさい……」

　ソニカちゃんはごめんなさいが言えるいい子。

　だから許した。

　いや、そもそも別に怒おこってもいない。むしろ申し訳なく思うくらいだ。

「うぅ……」

　なんだか悄しよう然ぜんとするソニカ。いつもの調子が戻っていないのか。

「まあまあ先生」と、そこでイフリアが言う。「ソニカも悪気があったわけじゃないんだ。許してやってあげてほしいな」

「……いや、別にそんな怒ってねえよ」

「うん。というか、どうだい？　ソニカに抱き締められた感かん触しよくというものは」

「え？　そりゃまあ見た目より意外と――じゃねえよ何言ってんだお前めっちゃびっくりしたわ嘘だろ何そのトラップ思わず詳つまびらかに感想を明らかにするところだったわ」

「ライバルの情報は仕入れておきたいからね」

「ていうかふたりが何言ってんのぉ!!」

　が――っ、と怒るソニカと、悪びれもせずに笑うイフリア。

　いつもの調子が戻ってきたらしい。まあ確かに、いきなり抱だき着つくなんてソニカらしくないことをしてしまうくらいには慕われているのだから、そこは嬉しかったが。

　うむ。ライバルということで、今後も積極的に競きそい合ってもらいたいところである。

　……だからって、胸のサイズは別に魔術と何も関係がないと思うのだが。そんなことでソニカと競いたがる奴だったかな、イフリア。

　まあいい。顔を赤くするソニカを、どうどうと宥めるイフリアに視線を送った。

　場を和ませてくれたお礼だ。

　イフリアはそれに気がつくと、にっこりと笑みを返してくれた。なんだか、ずいぶんと素す直なおになったものである。最近ちょっと、前よりかわいくなっていた。

　近くにいると気づきにくいが、女性としても成長しているってことだろうか？

　……うん。そういうことにしておくとしよう。

「しかしアキ先生。まさか、かの九王のひとりを単身で倒すとはねえ。驚おどろいちゃったよ」

　ソニカが静かになったところで、ロクサが俺にそう言った。

　俺が寝ねかされていたのは、魔女の屋や敷しきの一室だ。

　おそらくゴスペルが俺に用意していた部屋なのだろう。俺がいるベッドの周りに、この屋敷に集められた全員が集合していた。

「あんなもん、なんかの奇き跡せきみたいなもんだ。もう二度とできねえよ」

　韜とう晦かいではなく本心で俺は言う。

　それでも、結局は必要となれば戦ってしまうんだろうな、と自覚しながら。

「いや。実際こりゃ大きな話だぜ？　おそらく王都に呼ばれることになるだろう」

「……そうなるか？」

「なるだろうな。まあオレが、この件を上に報告すれば、だが」

　含みのある様子でロクサは呟く。

　その視線は、かなり俺を探っているようだった。

　今のロクサの立場からすれば、俺は本当に謎なぞな存在になってしまうのだろうが。

「場合によっちゃ、そのまま特務科に推薦されるかもだ。ヒューッ！」

　ちゃらちゃらと告げるロクサ。

　なんつーか、もう半分くらい脅おどしが入っている気がする。

「それ、教師と両立できねえだろ。嫌だよ、そんなもん」

「どうかな、先生？　アンタは救世科担任っつー特別な立場だし、多少は融通を利きかせてくれると思うが」

「……そもそも特務科に空きなんかねえだろ。席は全部、埋まってんじゃねえの？」

「二席の爺さんがそろそろ引退したいってぼやいてるからなあ。譲ってくれると思うぜ」

「あのジジイがそんなタマかよ。あと十年は軽く現役でやれんだろ」

「ほう。まさかお知り合いとは。驚いたねえ？」

　――うっわ言わなきゃよかった油断した。

　表情を歪ゆがめる俺。これ以上、痛くもない腹を探られるのはごめんだ。

　俺は話題を変えるように全員へ問う。

「それで？　あのあとどうなったんだよ、いったい？」

「……いろいろあったけど」と、答えたのはリューリである。「ゼスっていう白い女の子を、なんとか撃げき退たいできたって感じかな。自分から帰ったも同然だったけど」

「そっか……そうか」

「あと、なんか黒い人ひと影かげ？　みたいなのが来てたんだけどね。そっちは結局、何もしないで気づいたら消えてた感じだよ。……あれは、なんだったんだろ」

「――――」あの野郎。

　俺は何も答えず、内心だけで舌打った。

　この場所は敵に割れている。だから早いうちに移動しなければならないと思っていたのだが……まあ、少なくとも今すぐ逃げなければならない、ということはないだろう。

　ヒュメルソンがほかの奴に告げているとは思えなかったし、ゼスという少女もヒュメルソンの助力なくして、魔女の結界は破れない。

　いや、だからってそれを妄信して、留まり続けることもしないが。

　少なくとも動けるくらいまでには傷を癒す必要がある。結局のところ、ほかに選せん択たく肢しがあるわけでもなかった。

「で、先生。こっちからも訊ききたいんだが」

　イフリアが俺にそう言った。

　なんだ、と視線で問う。イフリアは小さく頷うなずいて、それから言った。

「魔女は……ゴスペル＝ホワイトリンクはどうしたんだ？」

「――死んだよ」事実を答える。「俺を庇かばって、あいつは死んだ。俺の責任だな」

「そうか」イフリアも、また静かに頷く。「わかった。いや、いろいろと言いたいことならあるんだが、それは今でなくともいいだろう」

「なんだよそれ？」

「いや。まあ訊いてみたいことならたくさんあったかな、って話だ」

「それは……そうか。俺おれも、あいつには結構、いろんなことを訊いたんだが――」

　――果たして、どうなのだろう？

　俺は、得た事実をこいつらに伝えるべきなのだろうか。

　過去の歴史に関してはどうか。

　あるいは、俺が変えてしまった未来に対して、告げるべきなのだろうか。

　未来からやってきたという言葉を、信じてもらえる自信はない。その一方で、こいつらなら信じてくれるはずだ、という妙みような確信も持っていた。

　いや。結局、俺は未来のことを伝える気がない。というよりその覚かく悟ごがなかった。

　過去の歴史に関しては、機を見て教えることを考えてもいい。何も知らないままでいるよりはそのほうがいいと思ったし、こいつらならきっと受け止められると信じている。

　だが未来のこと――俺のことに関しては別だ。

　お前たちは俺を庇って死に、お前らに助けられた俺だけが生せい還かんしました。しかも、俺が来たせいで過去まで魔族によって変えられ、特にイフリアは実験体にされました。

　どの口でそんなことが言えるだろう。

　考えていなかったのだ。未来を変えるために来たことが、過去にまで影響するなんて。そんな風に――、……いや。待て。おかしい。

「あ、れ？」

　俺ははっとして顔を上げた。

　ゴスペルの説明に、嘘があったとは思わない。

　だが真実だとしても、ひとつだけ明らかに説明のつかないことがある。

「ん？　どしたの、アキ兄？」

　俺が表情を変えたことに気づいたのだろう。アミが首を傾かしげる。

　その表情を、俺は見た。相変わらず、底抜けに明るく裏表のない表情。だが。




　――ゴスペルの説明では、アミの存在に説明がつかない。




　ある段階で、九王の中にいる《未来視を持つ王》が、俺が現れることを察知した。

　そのために王は、魔界から配下に指示を出し、未来から現れる者に対処できるよう手を施した。そのせいで過去が狂い、未来を変えられてしまった者がいる。

　ここまではいいだろう。そう言われれば、そうなんだろうと思うことができる。

　――だが、いったい何をすれば俺の代わりにアミが生まれるというんだ？

「アミ……お前」

「うん？」

「……いや。なんでもない」

　問いかけた言葉を封ふう印いんして、俺は首を横に振ふった。

　訊いてどうする、そんなことを。アミが答えを出せるわけでもない。

　だが――それでも、訊こうと思ってしまったことは本当だ。

　俺は、その言葉を口に出す直前まで来ていた。

　すなわち。





































　――お前は、いったい何者なんだ？
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あとがき







　お久し振りでございます。お待たせして大変申し訳ありませんでした。涼暮皐です。

　いろいろあって前巻からかなりの間が空いてしまいました。それでもこうして関係者の皆様の尽力あって第三巻をお届けできること、そしてこの作品を忘れずに長く待っていてくださった読者の皆様に、改めて感謝をお伝えさせていただきたく。

　ありがとうございました。引き続き、涼暮皐をよろしくお願いいたします。

　もちろん、一気にお買い求めいただいた読者様にも。楽しんでいただければ幸いです。

　と、いう感じで『やりなおし英雄』第三巻です。

　なかなか面倒臭いことが判明したりするお話だったかと思いますが、作品としましては熱いバトルなんかを気軽に楽しんでいただければこれ以上の喜びはございません。

　アキくんもついに吐血を達成しましたね。じゃないぞ。




二〇一八年文月　涼暮皐
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